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第１章  実態調査の意義・目的 

１． 意義 

「科学的な根拠」に基づいて物事を判断することを、「evidence-based（科学的根拠

に基づいた）」と呼び、国は、「政策の基本的な枠組み」を根拠に基づいて明確にする

ために、「根拠に基づく政策立案（ＥＢＰＭ：Evidence Based Policy Making）」に取

り組んでいる。また、栄養施策においても、人材や財政などの限られた資源を有効活

用する上で、ＥＢＰＭの視点を一層深めていくことが重要としている。 

政策・施策・事務事業の各段階においてＥＢＰＭを推進し、政策の評価が政策改善

と次なる政策立案につなげていく体制を構築するために、二つの考え方を理解してお

きたい。 

まず一つ目は、政策・施策におけるＥＢＰＭである。図表 1．は、佐々木敏氏（東京

大学大学院医学系研究科教授）が、「“論文”をめぐる対話 科学をベースとして働く

ために」（出典：臨床栄養 2015 年 4 月 Vol.126No.4）において示したものである。佐々

木氏は、現場での栄養業務における実務と研究、政策との関係について、次のように

話している。 

実務・研究・政策の循環において、そのスタートは、実務による現場で感じた疑問

である。実務者が疑問を出し、研究者がその疑問を解き、解いたものを政策者が活用

する。政策に沿った事業を行うだけでなく、研究者が疑問を解くためには、現場での

調査が必要であり、現場での調査を実務者と研究者が一体となって行うことを必要と

している。なお、実務者が研究する必要はないが、課題を提起する立場であることか

らも、実務者による実態調査は必要といえる。 

 
 実務・研究・制度／政策の相互関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出所：市町村生活習慣等実態調査データ活用研修会（R2.1.31 開催）佐々木敏氏講義資料 
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二つ目は、事務事業における evidence-based として、根拠となる現状の把握と評価

（アセスメント）を行うことである。地域の食事摂取状況を評価することが栄養施策

におけるアセスメントであり、食事摂取状況を把握するために、地域住民を対象とし

た食事や生活習慣等のデータ（以下、栄養関係データ）が必要である。栄養関係デー

タをもとに、食事摂取状況のアセスメントを行い、ＰＤＣＡサイクルに沿って地域の

栄養施策を推進していくことが大切である。国が策定した「日本人の食事摂取基準」

においても 2015 年版より、食事摂取状況のアセスメントから始まるＰＤＣＡサイク

ルの考え方が示されている（図表 2．）。この場合、計画（Ｐｌａｎ）前の食事評価と、

計画実施（Ｄｏ）後の食事評価（Ｃｈｅｃｋ）は同じ方法で行う必要がある。 

 
 食事摂取基準の活用とＰＤＣＡサイクル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出所：厚生労働省「日本人の食事摂取基準（2020 年版）」策定検討会報告書 ｐ23 

 

また、佐々木氏は著書「わかりやすいＥＢＮと栄養疫学」（2005 年 11 月 1 日第一版

発行、同文書院）において、「日常業務として栄養指導にあたる者は、これらの結果（十

分に科学的な方法に基づいた評価研究の結果）を正しく解釈するための知識や技術を

身につけておくことが、この種の評価研究を実施するために努力することよりも大切

である。通常の栄養指導の場を用い、若干の必要な調査を追加することによって行う

評価研究は、（中略）実施可能性を十分に考慮して、評価デザインを組み、準備を進め

なければならない。」と述べており、「入手可能な情報だけでどこまでの評価が可能か

を考え、その範囲内でこの種の評価（評価を目的とした新たな調査ではない、対象者

に負担を加えずに行う評価）をしておくことは重要である。」としている。 

これらのことより、ＥＢＰＭの推進のためには、日常業務においてもＰＤＣＡサイ

クルを意識し、評価・改善を行う上でどのレベルの評価とするのか、実現可能性を考

慮した適切な評価設定が望まれる。 
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２． 目的 

沖縄県では、県民の生活習慣等の実態を把握するため、５年毎に県民健康・栄養調

査を実施している。県民健康・栄養調査は、全市町村ではなく限られた地区のみでの

実施となっているため、県民の代表性としての栄養関係データは収集できるが、各市

町村の代表性を担保する程のデータ収集はできなかった。また、県民健康・栄養調査

の協力率は対象者の約６割と低く、市町村がこれまでの県民健康・栄養調査から自分

の市町村のデータを集め、代表値として用いるには統計的信頼性が低いという課題が

あった。 

さらに、これまでの県民健康・栄養調査では、秤量食事記録法による食事調査と質

問紙による生活習慣調査、身体状況調査を実施してきたが、現行の調査方法ではマン

パワーが限られており全県に対象を拡げることは困難であった。そのため、市町村の

生活習慣等の実態を把握するには、市町村が独自で実施するのに負担の少ない、簡易

的な調査手法を確立する必要があった。 

そこで、沖縄県では市町村の栄養関係データを把握する簡易的な手法として、簡易

型自記式食事歴訪質問票（以下、「ＢＤＨＱ」という。）による食事調査と生活習慣調

査を活用した調査方法を確立し、マニュアル化することで、市町村が単独で実施可能

な実態調査の方法を確立することとした。 

前述したように、栄養施策におけるアセスメントでは、地域の食事摂取状況の評価

が重要であり、そのための実態調査においては、調査結果が「誰のため」になるかを

考えて取り組むことが大切である。市町村における「誰」とは、「地域住民」であるこ

とから、実態把握のための調査としての市町村独自の課題解決を行うことが、「住民の

ため」の栄養施策を企画立案することに繋がる。 

 

ある健康課題の改善に取り組む場合、対象者を幅広く設定するよりも、地域の栄養

状態の改善や健康課題の解決のためには、効果的な対象者（ターゲットポピュレーシ

ョン）を決定し、対象者への対策を考えることが効果的である。図表 3．の上段に、平

成 28 年度県民健康・栄養調査結果による野菜類摂取量を、２つのパターンで示してい

る。野菜類の摂取量を比較すると、男性よりも女性の方が少ないが、1,000Kcal 当た

りにエネルギー調整を行うと、女性よりも男性の野菜類摂取量が少ない。さらに、男

性の年代別に比較すると、50 歳代以上よりも 20～40 歳代の摂取量が少ない。このこ

とから、沖縄県の野菜摂取量の増加を目指すには、男性の 20～40 歳代へのアプローチ

が必要であることがわかる。 

ここで注意しておきたいのは、一般的に女性よりも男性の体格が大きいため、その

分摂取エネルギー量が多くなるということである。「日本人の食事摂取基準（2020 年

版）」においても、身体活動レベルが同じ場合、女性よりも男性で、男性の中でも 75

歳以上よりも 18～64 歳で、推定エネルギー必要量（参考値）が多く示されている。そ

のため、食事調査結果を比較する時は、摂取エネルギー量による食品摂取量の違いを

補正する（＝エネルギー調整を行う）ことで、課題解決のための真の対象者が明らか

となる。 
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また、ある市町村が自分の市町村の傾向を分析するときには、自分の市町村の結果

だけでなく、隣の市町村の結果もみて分析することで、自分の市町村に必要な対策を

明らかにできる（図表 3．下段参照）。さらに、市町村単位での栄養関係データがあれ

ば、市町村間の比較をし、市町村独自の施策を企画できるだけでなく、同じような課

題をもつ近隣市町村と連携した栄養施策の展開が可能となる。 

このように、効果的な栄養施策を提案するためには実態調査を行い、その調査結果

を適切に「比較」する必要がある。 

 
 調査結果の「比較」から、施策の対象（ターゲットポピュレーション）考える 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

沖縄県 男性 女性
推定エネルギー必要量※ － 2,100～2,700Kcal 1,650～2,050Kcal

野菜摂取量 272.2g 275.9g 269.0g

野菜摂取量
（エネルギー調整済み）

163.1g／1,000Kcal 148.8g／1,000Kcal 175.5g／1,000Kcal

・沖縄県の野菜類摂取量の総量は、男性よりも女性の方が少ない。
・一方、摂取エネルギー量を調整してみると、男性の方が摂取量が少ない。

男性の野菜類摂取量を年齢区分別にみると、特に20～40歳代の摂取量が少ない。

⇒ 男性の20～40歳代の野菜摂取量を増やす対策が必要

男性・
20歳代

男性・
30歳代

男性・
40歳代

男性・
50歳代

男性・
60歳代

男性・
70歳以上

野菜摂取量 223.4g 270.5g 245.3g 292.9g 289.3g 307.0g

野菜摂取量
（エネルギー調
整済み）

123.2g／
1,000Kcal

133.7g／
1,000Kcal

136.1g／
1,000Kcal

150.1g／
1,000Kcal

147.5g／
1,000Kcal

185.8g／
1,000Kcal

○沖縄県における野菜類の摂取状況（20歳以上の男女平均値）

○沖縄県におけるの野菜類の摂取状況（男性・年代別平均値）

※「日本人の食事摂取基準（2020年版）」より、身体活動レベル普通における、性・年齢区分毎の参考値を性別にまとめた。

他市町村と比較ができ、相対的に当該市町村の課題に対す
るアプローチ方法を絞る

Ａ市
Ｂ市

××市
◎◎町
▲▲町
□□町
××町

＜脂肪摂取量＞
県平均

Ａ市
Ｂ市

××市
◎◎町
▲▲町
□□町
××町

＜歩数＞
県平均

《例》 A市とB市の課題は肥満である。

・Ａ市は県平均と比較して、脂肪摂取量が少なく、歩数も少ない。

・Ｂ市は県平均と比較して、脂肪摂取量が多く、歩数も多い。

⇒ 肥満の改善のために、Ａ市は歩数を増やす必要があり、Ｂ市は脂
肪摂取量を減らす必要がある。
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なお、調査結果を比較する際には、「内部比較」と「外部比較」に気をつけたい。同

じ調査から得られたデータを、２つ以上の群に分け、その群間差を比較することを「内

部比較」といい、一方、別々の調査から得られたデータを比較することを「外部比較」

という。 

これまで国や県が行ってきた健康・栄養調査における、内部比較・外部比較の考え

方を図表 4．に示す。 

 
 健康・栄養調査における国と県の役割 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出所：市町村生活習慣等実態調査データ活用研修会（R2.1.31 開催）佐々木敏氏講義資料  

 
調査結果の比較をする場合、同様の対象集団に同じ質問をしていても、調査の時期

や集計方法が異なる可能性があるため、結果だけを引用して単純に比較することは本

来適切ではない。比較するためには、内部比較（同じ調査間の結果比較）では比較結

果の考察が容易であるが、外部比較（異なる調査間の結果比較）では考察の際に、信

頼性の限界として、「調査・集計方法の違い」の可能性を留めておく必要がある。 

外部比較による調査結果比較への影響を最小限にするためには、共通の調査方法、

調査内容で調査を実施することが大切である。本マニュアルでは、このことを考慮し

て市町村に実施可能な簡易な調査方法の提案をしているため、独自で実態調査を行う

際には、本マニュアルを活用してほしい。 
 

３． 調査データの活用 

本事業による平成 29 年市町村生活習慣等実態調査では、生活習慣と食習慣との関

係性を比較できるように、これまでの県民健康・栄養調査よりも、対象人数を多くし、

実施市町村間の対象者の性・年齢区分構成を均一化したことが特徴である。これによ

り、現在の沖縄県の生活習慣と栄養摂取状況の特徴を明らかにすることや、市町村間
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の比較をすることができる。つまり、現場で抱いていた地域住民の食生活に関する疑

問や課題について、平成 29 年度市町村生活習慣等実態調査データ（以下、調査デー

タ）を用いて関係性を調べることで、対象者を絞った対策を考えることができる。そ

こで、本事業で実施した調査データについては、沖縄県内の市町村に限り、無償で提

供することとした。沖縄県内各市町村においては、地域の健康・栄養課題を解決する

糸口として調査データを活用していただきたい。 

分析結果を沖縄県内各市町村で共有することで、分析を行っていない市町村への啓

発や新たな健康・栄養課題の把握、解決の糸口につながるため、有用な分析結果につ

いては、このマニュアルの発行元である沖縄県保健医療部健康長寿課へ一報いただけ

ると幸いである。 

ただし、調査データを使用して分析した結果（2 次利用結果）の責任については、

その使用者・分析者に帰属するものとし、沖縄県は一切の責任は持たないこととする。 
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第２章  調査設計 

１． 質問票の作成方法（ポイント） 

 施策展開の対象を明確にするための設問の設定方法 

ここでは平成 29 年度に実施した「生活習慣等実態調査」（以下、平成 29 年度調査）

の設計について記述する。 

平成 29 年度調査では、「生活習慣調査票」と「BDHQ 調査票」を用いて調査を実施し

た。「BDHQ 調査票」とは、従来の DHQ（自記式食事歴法質問票）の特徴を保ちつつ、構

造を簡略化し、回答やデータ処理を簡便にしたもので、佐々木敏博士により開発され

た調査票である。大規模な栄養疫学研究や、栄養が従である（他の要因が主である）

研究に用いることを目的として開発された。 

このうち、BDHQ 調査票については食事調査に必要な調査項目が予め設定されている

ため、当該調査票の設計の必要性はないものの、「生活習慣調査票」の項目との関連性

を分析することになる。このため、「BDHQ 調査票」から得られる調査結果を念頭に、

「生活習慣調査票」を設計する必要がある。例えば、「夕食時間が遅いと食品摂取に違

いがあるのか」という仮説を検証するために、「夕食は何時ごろに食べますか」という

調査結果と BDHQ 調査における食品摂取量とクロス集計を行い、『夕食時間によって食

べているものが違う』という結果が出れば、「夕食を早めに食べることで健康志向が高

まる」といった提案につなげていく際の根拠資料にする、などである。 

 
① 調査項目のタイプ 

調査項目は一般的に大きく次の３つに分かれる。 

１つはその調査票に回答する調査対象者のデモグラフィック属性（性別、年齢、職

業、居住地など）である。このデモグラフィック属性は、クロス集計においてキーと

なる項目である。 

２つ目は調査対象者の日常生活の「実態」を把握する項目である。例えば「朝食を

食べる時間」や「喫煙の有無」といった「ファクト」に基づいた回答を得るための項

目である。この「実態」の中には「知識」に関する項目と「行動」に関する項目が含

まれる。 

３つ目は調査対象者が考えていること、ある事象に対するイメージなど「意識」に

関する項目である。 

この３つのうち、デモグラフィック属性はかなり固定的な設問が多いため、他の調

査票等を参考に、必要な項目を取捨して設定する方法でよいが、２つ目、３つ目の項

目との関連性を考えながら設定することがポイントである。 

次に２つ目の「実態」については、「ファクト」を調べる項目であるため、「知りた

いことは何か」をベースに設定していくことになる。また、デモグラフィック属性と

クロス集計をすることを考慮し、どのような属性と、どのような実態に関連性がある

（ない）のか、といった仮説を構築し、それを証明できる調査項目を設定する必要が

ある。また、調査対象者の日常生活の「実態」に合わせた項目設定、選択肢設定が必

要であり、「実態」にそぐわない調査項目設定は避けることがポイントである。 
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次に３つ目の「意識」については、サイコグラフィック（心理的）とも呼ばれる項

目であり、「ファクト」を調べる項目ではない。この項目で得られる情報は、近い将来

どのような日常生活を送りたいかという希望やその生活に対するイメージなどである。

このため、「実態」に比べて抽象的な項目や選択肢の設定になりやすく、調査対象者が

理解できる項目や選択肢の設定がポイントである。 

最終的に３つの調査項目のそれぞれがどのような関連性を持つのか（持つ可能性が

あるのか）、その関連性を証明するためにはどのような集計が必要で、その集計のため

にはどのような項目が必要なのか、を念頭に調整していく必要がある。 

また、３つの調査項目に共通することとして、過去に実施した調査や他の機関が実

施した調査結果と比較する必要がある場合、その調査で使用した調査項目や選択肢と

同一のものを使用する必要があるということである。 

 
 ３つの調査項目と調査の目的との関連性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 調査項目の回答のタイプ 
一般的にアンケートの回答タイプは「自由回答」「二項選択式」「他項目選択式」の

３つのタイプに分かれる。 

「自由回答」は、回答に選択肢を設けず文字や数字による回答を求める方法をとる。

自由な意見や人数、回数、金額などで具体的な数字が必要な場合に使う。「自由回答」

を設定すると、設定者は設問文など条件のみを考えればよいが、回答者は文字を記入

しなくてはならず、回答率は「二項選択式」「他項目選択式」に比べて非常に低い。ま

た、回答内容をいくつかの分野に分類して、個々の分野の回答数を集計する方法があ

るが、回答者の意図と分類者の意図が合致せずに、本来の回答内容とは異なった集計

結果になってしまうデメリットがある。 

「二項選択式」は２つの回答コード、例えば「はい」「いいえ」、「そう思う」「そう

思わない」など、正反対の概念から１つを選んでもらうように設定する方法である。

「ＡとＢ」のうちどちらかを選ぶなど一対比較もこの中に入る。「自由回答」のような

分類・集計における問題はないものの、回答者は正反対の概念から１つを選ぶことを

過去 現在 未来 

「デモグラフィック属性」 
「意識」 

「実態」（知識・行動） 

属性 実態 意識 仮説検証のエビデンス 
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要求されるため、「どちらでもない」という中間概念を持つ回答者は回答ができず、「無

回答」となる可能性もある。 

「多項目選択式」は３つ以上の回答コードを設定し、その中から選んでもらう方法

である。回答方法には単一回答（あてはまるもの 1 つだけを選ぶ）と複数回答（当て

はまるものをいくつでも選ぶ）の２つがあり、複数回答には回答数を制限しない「無

制限選択式」と「３つまで」「２つまで」など、回答数を制限する「制限選択式」があ

る。 

 
③ 調査票のボリューム 

調査方法によって回答時の状況が変わってくるため、どのような調査方法で実施す

るかで調査票全体のボリュームを考える必要がある。 

一般的に回答時間の目安とされる所要時間は図表 6．のとおりであるが、郵送調査

では 30 分以内で回答できるボリュームに加え、調査票の枚数によって郵送する際の

重量が異なり、これによって郵送料金が変動するため、可能なかぎり調査票の枚数を

圧縮する必要がある。ただし、回答者の脱落を防止するために、ページレイアウトに

ある程度余裕を持たせる必要はある。 

郵送でのアンケート調査では設問数 30 問以内、A4 版 8 ページ以内が一般的である。 

 
 調査方法と所要時間の目安 

調査方法 概要 所要時間の目安 

訪問面接調査 
調査員が調査対象者の自宅等を訪問

し、直接質問する調査方法 
３０～４０分 

訪問留置調査 

調査員が調査対象者の自宅等を訪問

し、調査票の記入を依頼し、後日回収

する調査方法 

１時間以内 

街頭・来場者面接調査 
繁華街や特定施設を訪れる調査対象

者に調査員が直接質問する調査方法 
１０分以内 

街頭・来場者自記式調査 

繁華街や特定施設を訪れる調査対象

者に調査員が調査票を配布し、調査

対象者自身が記入する調査方法 

３０分以内 

郵送調査 

調査対象者の自宅等へ調査票と返信

用封筒を郵送し、郵送で返送しても

らう調査方法 

３０分以内 

電話調査 
調査対象者の自宅の固定電話に電話

し、調査員が直接質問する調査方法 
１０分以内 

会場調査 
調査対象者を特定の場所（会場）に集

めて調査する方法 

３０分以内（モニターの場合

は１時間程度でも可能） 

ＦＡＸ調査 

調査対象者にＦＡＸで調査票を送付

し、ＦＡＸで回答してもらう調査方

法 

２０分以内 

Ｗｅｂ調査 

インターネットを使った調査で、特

定の組織に登録している調査モニタ

ーに対して、電子メールで調査を依

頼し、インターネット（ブラウザ等）

で回答してもらう調査方法 

１０分以内 

回答者募集式調査 
特定の事象に反応する回答者を募集

し、１カ所に集めて行う調査方法 
１０分以内 
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④ その他注意事項 

調査票設定におけるその他の注意事項として以下の項目がある。 

 

 簡潔であること。 

 誰でもが理解できる言葉づかいとし、専門用語、業界用語、流行語は極力避ける。 

 いろいろな意味に解釈できる言葉は使用しない。 

 誘導的な設問や特定の状況を想定させる設問は避ける。 

 １つの設問で複数のことを聞かない。 

 必要以上にプライバシーに触れない。 

 設問相手を明確にする。 

 
 設問設定の優先順位の付け方等 

調査項目の順序は、結果に大きな影響を及ぼすため、特定の回答を誘導するような

設問の仕方を避けるとともに、誘導的な設問の順序にならないようにする必要がある。 

 

（１）論理的な順序で並べる。また設問の対象となる時制や内容を一致させる。 

（２）現在の設問と過去のことを聞く設問が交互に出されると、回答者が混乱する。 

（３）簡単で答えやすい設問から始める。 

（４）一般的な設問から、個々の具体的な事象に対する設問という流れで進む。 

（５）事実を尋ねる設問を前に、意識を尋ねる設問は後にした方が答えやすい。 

（６）総合評価は、個別評価の後に尋ねる。 

（７）重要な設問は、できるだけ前半に持ってくることによって、記入漏れを防ぐ。 

（８）対象者の属性は最後に持ってくる。対象者のプライバシーに関する設問（例

えば年収や役職等）は、どうしても必要な場合以外は除く。 
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２． サンプルサイズの設定方法 

 性・年代別で区分する際に必要なサンプルサイズの考え方 

サンプルサイズ（調査対象者数）の設定方法には、大きく２つある。 

①人口比率に応じた設定方法 

②人口規模に係わらず同数を設定する方法 

①の方法は、沖縄県の平均値と市町村の平均値を比較したい場合の方法であり、②

の方法は、沖縄県内の市町村間（Ａ市とＢ市）の結果を比較した場合に用いる。 

通常の調査では、「配布数＞回収数＞分析可能数」となるため、「分析可能数」を最

低限必要なサンプルサイズとし、回収率等を考慮して逆算で配布数を求めるとよい。 

その際、市町村内の性別で比較する場合も男女とも同数のサンプルサイズに設定し、

年齢別で比較する場合も各年齢層で同数のサンプルサイズに設定することが必要であ

る。性別、年代といった属性の区分の数に応じて、分析に耐えうる（比較可能な）サ

ンプルサイズを設定する必要があり、区分ごとのサンプルサイズは 100 人以上とする

ことが望ましい（図表 7．参照）。 

平成 29 年度調査では、男女とも若年層（20 歳～39 歳）、壮年層（40 歳～64 歳）、高

年層（65 歳～74 歳）の各層で 100 人の分析対象者数を確保できるように、調査対象者

数を設定した。理由は、図表 9．に示す標本誤差を考慮すると、各層の傾向や差異を

分析するためには最低でも 100 人の回答が必要ということである。 

 
 サンプルサイズ設定の考え方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※〇の大きさは人口規模を表す。 
 
 
 
  

Ａ市 Ｂ市 
Ｃ市 

人口比率に応じたサンプルサイズを設定した場合、Ａ市とＢ市の人口規模の差が標準

誤差に影響する。 

同数サンプルサイズに

設定すると、人口比に

関係なく比較できる。 

【男女差を考慮して比較したい場合】
男性 女性 計

Ａ市 100人 100人 200人

【男女差＋年齢差を考慮して比較したい場合】
男性 女性 計

Ａ市 300人 300人 600人
若年層 100人 100人 200人
壮年層 100人 100人 200人
高年層 100人 100人 200人
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 各年齢階級の設定理由 

通常の設定方法は、5 歳階級別や 10 歳階級別を採用するが、平成 29 年度調査では、

若年層（20 歳～39 歳）、壮年層（40 歳～64 歳）、高年層（65 歳～74 歳）とした。当初

は健康日本 21 を参考に青壮年層（20 歳～44 歳）、中年層（45 歳～64 歳）、高齢層（65

歳以上）としていたが、以下の理由により変更した。 

 

【変更理由】 
 特定健診結果と比較しやすい 

 高齢層を 74 歳までにすることで当該層の回収率向上が期待できる 

 年齢階級を 5 歳刻みで設定する方法は精度が高いが、抽出作業量が増える 

 

この設定によって、各層の年齢の幅は青壮年層が 20 歳、中年層が 25 歳、高齢層が

10 歳となり、本来であれば年齢幅に応じて調査対象者数を設定する必要があるが、年

齢階級区分としては若年層（20 歳～39 歳）、壮年層（40 歳～64 歳）、高年層（65 歳～

74 歳）を採用し、各区分内では年齢の幅に比例するよう調査対象者数を設定すること

で、年齢階級区分を変更して集計・分析が可能になるようにした。 

 
 年齢階級区分と年齢区分、調査対象者数の関係 

（男女各層とも 300 人、合計 1,800 人を対象とした場合） 
 男性 女性 

若年層（20 歳～39 歳） 

20 歳～24 歳：75 人 
25 歳～29 歳：75 人 
30 歳～34 歳：75 人 
35 歳～39 歳：75 人 

20 歳～24 歳：75 人 
25 歳～29 歳：75 人 
30 歳～34 歳：75 人 
35 歳～39 歳：75 人 

壮年層（40 歳～64 歳） 

40 歳～44 歳：60 人 
45 歳～49 歳：60 人 
50 歳～54 歳：60 人 
55 歳～59 歳：60 人 
60 歳～64 歳：60 人 

40 歳～44 歳：60 人 
45 歳～49 歳：60 人 
50 歳～54 歳：60 人 
55 歳～59 歳：60 人 
60 歳～64 歳：60 人 

高年層（65 歳～74 歳） 
65 歳～69 歳：150 人 
70 歳～74 歳：150 人 

65 歳～69 歳：150 人 
70 歳～74 歳：150 人 

※本来は男女 5 歳階級別の人数が各層とも同数になることが望ましいが、年齢の幅の違いによって上記

のように設定せざるを得ない。ただし、各層内の年齢 1 歳ごとの調査対象者数を同数とし、年齢階級区

分を変更して集計・分析が可能になるようにした。  
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 サンプルサイズ設定の考え方等 

サンプルサイズを決める際に重要な事項として「標本誤差」がある。ある母集団全

員に対して調査を実施し、全員から回答が得られる場合は「標本誤差」は発生しない

が、現実的に母集団全員から回答を得ることは費用的にも時間的にも非常に難しい。 

このため一般的なアンケート調査では、ある母集団（ある市町村の住民全員）から

無作為に調査対象者を抽出して「標本調査」（サンプル調査）を実施することが多い。

この「標本調査」を実施することによって「標本誤差」が発生する。 

例えば、あるアンケート調査で「あなたはタバコを吸いますか」という質問に対し

て 35.0％が「吸う」と回答した場合、この調査対象の母集団全員に調査を行い回答を

得た場合の標本誤差は 0.0％でタバコを吸う割合は 35.0％となるが、「標本調査」の場

合は 35.0％±α％の間に真の値があることになる。このときのαが「標本誤差」であ

る。 

標本誤差は以下の計算式で求められ、サンプルサイズが多くなるほど標本誤差は小

さくなるという関係になる。 

 
 標本誤差の計算式とその結果 

 
                      

ｂ=ｋ 
 

注）k＝信頼度 99%の時 2.58、95％の時 1.96、90％の時 1.65 を代入する。 
※信頼度 99％とは、100 回の調査で 99 回は同じ結果が得られるという意味。  

この式によって、最も標本誤差の大きくなる「回答率＝50％」の場合、標本誤差を

計算すると次のようになる。 

 
注：上式の   の部分は、一般的にｎに比べＮ（母集団）がきわめて大きいため、

＝1 として計算する。 
 

サンプルサイズ 標本誤差 
100 ±10.0％ 
200 ±7.1％ 
300 ±5.8％ 
400 ±5.0％ 
500 ±4.5％ 
600 ±4.1％ 
700 ±3.8％ 
800 ±3.5％ 
900 ±3.3％ 

1,000 ±3.2％ 

n

P）-Ｐ（1

1-Ｎ

ｎ-Ｎ

ｂ=標本誤差 ｎ=サンプルサイズ 

Ｎ=母集団数 Ｐ=回答の比率 

ｋ=定数 

1-
-

Ｎ

ｎＮ
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この標本誤差を最小化するためにはサンプルサイズを増やしていかなければならな

いが、母集団全員に調査を行わない限り標本誤差は 0.0％にはならない。サンプルサ

イズを増やすとコストアップとなるため、コストと標本誤差がちょうどよい関係にあ

るサンプル数を選ぶことが重要となる。 

図表 10．は標本誤差とサンプルサイズの関係を表したグラフであるが、これを見る

とサンプルサイズが 100～1,000 までの間では標本誤差の減少が大きいが、1000 を超

えるとそれほど大きくは減少しない。つまり、サンプルサイズを 1,000 以上に設定し

ても、標本誤差を縮めるという点においてコストパフォーマンスを発揮できない。 

この点から、一般的なアンケート調査の有効回答数は 1,000 あれば、コストと標本

誤差のバランスがよいとされている。 

 
 標本誤差とサンプルサイズの関係（信頼度 95％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有効回答サンプルサイズを 1,000 にするために、郵送調査では何名の調査対象者を

設定しなければならないかについては、平均回収率から逆算で調査対象者数を求める

方法がある。 

平成 29 年度調査の郵送調査における平均回収率は約 30％のため、1 市町村全体の

有効回答サンプルサイズを 1,000 とした場合 3,350 人を調査対象とする必要がある。 

性年齢階級区分ごとの調査対象者数については、全体の調査対象者数を 3,350 人と

すると、男女の若年層、壮年層、高年層の６区分を均等割で１区分約 560 人、有効回

答サンプルサイズは 168 となる。 

平成 29 年度調査では全体の調査対象者数は 1,400 人、性年齢階級６区分ごとの調

査対象者数は各 233 人、全体の有効回答サンプルサイズを 600、６区分ごとの有効回

答サンプルサイズを各 100 と設定したが、郵送調査のみでは全体有効回答サンプルサ

イズの目標 600 は達成できず、訪問回収調査を実施し、ようやく目標に近づけること

ができた。しかし、訪問回収調査の実施は後述のとおり、労力的、コスト的、時間的

に望ましくない。 

郵送調査のみで調査を行う前提の場合、督促ハガキによる協力依頼を行ったとして

も平均回収率は 30％にとどまる。この平均回収率を考慮した調査対象者数の設定が重

要である。 

10.00

7.07

5.77
5.00

4.47 4.08 3.78 3.54 3.33 3.16
2.58 2.24 2.00 1.83 1.69 1.58 1.49 1.41 1.35 1.29 1.24 1.20 1.15 1.12 1.08 1.05 1.03 1.00

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00
標本誤差(%)

サンプルサイズ(n)
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この平均回収率 30％を前提として、平成 29 年度調査の１市町村全体の有効回答サ

ンプルサイズ及び６区分ごとの有効回答サンプルサイズを目標とした場合、１市町村

全体の調査対象者数は 2,000 人、６区分ごとの調査対象者数は 333 人となる。 

標本誤差とコストのバランスのよい調査対象者数と平成 29 年度調査の調査対象者

数等を比較したものが図表 11．である。 

これをみると、標本誤差とコストからみたバランスのよい調査対象者数は、平成 29

年度調査の全体の調査対象者数から約 2,000 人増加するのに対して、性年齢階級区分

別有効回答サンプルサイズの増加数は 68 にとどまる。一方、平均回収率を前提とした

平成 29 年度調査の全体有効回答サンプルサイズを目標とした場合の調査対象者は

2,000 人で 600 人の増加にとどまる。 

約 2,000 人の調査対象者数の増加は、各市町村で調査を実施するうえでコスト的に

も労力的にもかなりの負担増になるものと思われる。 

これらを踏まえると、郵送調査のみを前提とした場合、全体の調査対象者数は 2,000

人、性年齢階級区分別調査対象者数は 333 人、全体の有効回答サンプル数は 600、性

年齢階級区分別有効回答サンプルサイズは 100 とすることが望ましいと考えられる。 

 
 コスト・標本誤差バランスの調査対象者と平成 29 年度調査対象者数の比較 

 1 市町村全体 

調査対象者数 

1 市町村全体 

有効回答数 

性年齢階級区分

別調査対象者数 

性年齢階級区分

別有効回答数 

A 3,350 1,000 560 168 

B 2,000 600 333 100 

C 1,400 600 233 100 

差：A-C 1,950 400 327 68 

差：B-C 600 0 100 0 

A：標本誤差とコストのバランスのよい調査対象者数 
B：平均回収率 30％を前提に平成 29 年度調査の全体有効回答数を目標とした場合の調査

対象者数 
C：平成 29 年度調査の調査対象者数 
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３． 調査手法の検討 

 生活習慣調査方法 

生活習慣調査の調査方法として、郵送法、郵送＋訪問回収調査法、訪問留置法があ

る。それぞれの調査方法のメリット・デメリットは図表 12．のとおりである。 

この中で、平成 29 年度調査で実施した調査方法は「郵送＋訪問回収調査法」であ

る。しかし、この方法では調査票の郵送費と一部の回収郵送費に加え、訪問回収調査

の調査員人件費がかかるため、訪問留置法と同程度の費用がかかり、さらに郵送調査

で未回答の対象者を訪問するため協力率が低い。 

これらを踏まえると、郵送調査で回収率を低めに設定して逆算したサンプル数設定

を行い、郵送法で実施する方が調査の精度、費用、労力の点から考慮して最適な調査

方法と考えられる。 

 
 生活習慣調査の各調査方法のメリット・デメリット 

調査方法 メリット デメリット 

郵 送 法 

・対象者の氏名、住所データ
があれば、多くの対象者にア
プローチができる。 
・答えにくい回答にも比較的
回答してもらいやすい。無記
名調査だとさらに回答をもら
いやすい。 
・設問数が多くなっても、対
象者の都合のよい時間で回答
してもらえる。 
・訪問調査員の募集、管理、
教育等の労力、コストがかか
らない。 
・訪問回収調査法や訪問留置
法に比べて調査コストが低
い。  

・訪問留置法に比べて回収率
が低い（大量サンプルによる
調査が必要）。 
・対象者の氏名、住所データ
がないと実施できない。 
・住民票等を用いて対象者を
抽出する場合、これに伴う手
続きや処理依頼を行う必要が
ある。 
・調査期間を長めにとらない
と回収率が上がらない。 
・複雑の設問は回答しにくい。
・対象者本人が回答したどう
か確認が難しい。 
・対象者が設問の趣旨を理解
できないケースもある。 
・対象者の回答ミス（答える
べき設問に答えず、答えなく
てよい設問に答える、無回答
が多いなど）が起こる可能性
がある。 
・回答締切日を忘れたまま回
答しない対象者がいる。 

訪 問 留 置 法 

・調査員の丁寧な説明、協力
依頼を行うため回答率が高
い。 
・設問数が多くなっても、対
象者の都合のよい時間で回答
してもらえる。 
・回収の際、記入漏れ等のチ
ェックや補足ができる。 
・対象者が不在でも家族に協
力を依頼する、回収すること
ができる場合がある。  

・共働き世帯の増加や夜型生
活習慣などにより、対象者に
会うことが難しい。 
・オートロックのマンション
などは建物内に入れず、調査
依頼ができない場合がある。 
・訪問調査員の募集、管理、
教育等の労力、コストがかか
る。 
・郵送法に比べて調査コスト
が高い。 

郵送＋訪問回収調査法 
・郵送法と訪問留置法と同
様。 

・郵送法と訪問留置法と同様。
・郵送法で未回答者を対象とす
るため、協力率が低い。 
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 食事調査法 

食事調査法の代表的な方法として、「陰膳法」「食事記録法」「食物摂取頻度法」「24

時間食事思い出し法」「食事暦法」「生体指標」等がある。 

それぞれの調査法については以下のとおりである。 

 食事調査の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   出所：日本人の食事摂取規準（2020 年版）「日本人の食事摂取基準」策定検討会報告書ｐ27 
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上記の各調査方法のメリット、デメリットを踏まえ、平成 29 年度調査では「BDHQ 調

査票」を用いていること、生活習慣調査の最適な調査方法である郵送法と同一の方法

で、同一の対象者にアプローチできることから、簡易型自記式食事歴法調査票（以下、

BDHQ 票）を用いた郵送調査が最適な調査方法であると考えられる。 
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４． 調査スケジュールの設定 

調査スケジュールの設定について、調査企画から集計・分析・報告書作成までのス

ケジュールを以下の表に示した。 

 
 調査の全体スケジュール 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

1ヶ
月

目
2ヶ

月
目

3ヶ
月

目
4ヶ

月
目

5ヶ
月

目
6ヶ

月
目

7ヶ
月

目
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月
目

9ヶ
月

目

1
2

3
4

1
2

3
4

1
2

3
4
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2
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 事前準備（調査の企画、対象者の選定、調査票の作成等） 

事前準備にかかるスケジュールは図表 15．のとおりである。 

この中で注意が必要な点は以下のとおりである。 

「調査対象者の選定・抽出」については、当該調査業務の担当課で選定・抽出が可

能な場合と所管課へ依頼する場合の２つがあり、後者の場合は所管課のスケジュール

と調整して依頼する必要がある。 

「事前協力依頼ハガキの印刷・ラベル貼り」のラベル貼りについては外部に個人情

報を提供することになるため、提供の可否を審査する庁内組織の承認が必要となる。

担当課内でラベル貼りを行う場合は庁内組織の承認の必要はないものの、ラベル貼り

を専任で行う人員の確保が必要になる。確保できる人員の数によってはスケジュール

が若干変動する可能性がある。 

「電話受付対応」についても専任者の確保もしくは分担での対応が求められる。ま

た、事前協力依頼ハガキの送付に対して「対象者は現住所にはいない」「調査には協力

できない」といった連絡もあり、これらの連絡を受けた対象者には調査票発送を行わ

ないといった記録・申し送りが必要である。 

「３．調査手法の検討」において、最適な調査方法として「郵送調査」を提示して

いることから「調査票印刷・封入・封緘」作業が必要になる。この作業においても「事

前協力依頼ハガキの印刷・ラベル貼り」と同様の注意が必要である。 

 
 事前準備にかかるスケジュール 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

1ヶ月目 2ヶ月目 3ヶ月目 4ヶ月目 5ヶ月目

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

調査企画立案

調査票設計

調査対象者の選定・抽出

事前協力依頼ハガキ印刷・ラベル貼り

事前協力依頼ハガキ発送 ★

電話受付対応

調査票印刷・封入・封緘

事
前
準
備
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 調査実施（調査票の配布、調査票の回収・整理） 

郵送法で調査を行うために封入・封緘、あて名ラベルを貼り付けた発送用封筒を差

出者の地域を管轄する郵便局へ持ち込んで発送する。 

調査票を発送後、早ければ５日目から対象者から調査票が返送されてくるため、調

査票がいつ、何票返送されてきたかを日々記録する。 

また、回収状況によっては当初設定した調査票返送締切日を延長して回収を行う必

要があり、そのために「調査のお礼」「調査協力依頼」「回収締切日の延長」の趣旨を

記載した「督促ハガキ」を作成し、調査対象者全員に送付する。その際、調査票の返

送のタイミングと督促ハガキの発送のタイミングによっては、すでに返送した対象者

にも督促ハガキを送ることになるため、このタイムラグについて了承いただく内容の

文面を盛り込む必要がある。 

それでも回収状況が良くない場合、調査員による訪問回収調査を実施し、回収を促

進していく必要があり、それにかかるスケジュールが図表 17．である。 

訪問回収調査の実施方法の詳細については第３章で後述するが、スケジュールとし

ては郵送調査のみの調査期間に加えて約３ヶ月の期間が必要となり、さらに訪問調査

の経験がある調査員の確保も必要である。 

「回収票入力」については、第４章で後述するが、生活習慣調査は回答した内容を

人間が入力する方法であるが、BDHQ 調査票は東京大学に依頼し OCR（Optical 

character recognition：光学文字認識。活字の文書の画像を文字コードの列に変換す

るソフトウエア）による入力を行う。 

生活習慣調査の入力件数は１市町村で約 600 件となるため、複数の入力担当者とパ

ソコンを確保する必要がある。 

 
 調査実施にかかるスケジュール 

 
 
 
 
 
 
 
 

 訪問回収調査にかかるスケジュール 
 
 
  

1ヶ月目 2ヶ月目 3ヶ月目 4ヶ月目 5ヶ月目

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

調査票等発送・調査実施

回収票開封・チェック

督促ハガキ印刷・ラベル貼り・発送 ★

回収票入力（生活習慣調査）

回収票入力（BDHQ調査）

調
査
実
施

場合によって期間延期

4ヶ月目 5ヶ月目 6ヶ月目 7ヶ月目

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

訪問回収調査企画立案

調査員募集・説明会実施

調査実施

回収票提出受付準備・回収 ★

訪
問
回
収
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 調査集計・分析（調査結果の単純集計、クロス集計等） 

入力したデータの集計にあたって、第２章で記述した「１．質問票の作成方法」に

沿って、どの調査項目を、どのようなグループで、どのように集計し、何を明確にす

るかといった集計計画を作成する。 

エラーチェック等については第４章で後述するが、矛盾回答があるかどうかの「ロ

ジックチェック」や「回答は１つまで」と指定しているにもかかわらず、２つ以上回

答しているエラー、選択肢が５つまでしかないのに入力したデータでは「６」という

選択肢番号が入力されているといったエラーチェックを行い、入力したデータとは別

に集計用のデータを作成する。 

作成した集計用データを用いてまずは全体集計（ＧＴ；グランドトータル）を行う。

このＧＴ集計結果を見て、クロス集計における「どのようなグループ」で集計するの

かを「集計・分析に耐えうるサンプル数は確保できているか」「特定の層に偏りがない

か」という視点で確認し、集計計画を再検討する。 

その後、クロス集計を行い、その結果について性別、年代などの属性による傾向を

１つ１つ確認して分析する。その際、各種検定ツール等を用いてグループ間の有意差

があるのか、などを確認する。 

傾向分析の結果、特徴的な傾向が見られた結果をグラフ化、数表化し、それぞれの

傾向についてコメントしていき、報告書を作成する。 

 
 調査集計・分析にかかるスケジュール 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 調査結果公表までにかかる日程 

前項までのスケジュールから、調査企画から集計・分析・報告書作成までに要する

期間は最短で約９ヶ月である。この期間に他の事務・事業等を実施するために必要な

時間等を考慮すると、もう少し長めのスケジュールを確保する必要がある。 

また、この９ヶ月の間で作成された報告書を公表するには、各市町村における公表

に関する事務手続き等が必要となる。この手続きに要する期間を含めた機関が調査結

果公表までにかかる期間となる。 

  

5ヶ月目 6ヶ月目 7ヶ月目 8ヶ月目 9ヶ月目

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

集計計画

矛盾回答ロジックチェック

全体集計→確認

集計計画再検討

クロス集計

クロス集計結果の傾向分析

グラフ・数表等作成

報告書作成（結果コメント）

調
査
集
計
・
分
析



 

23 
 

第３章  調査実施手順 

１． 事前準備 

 調査の企画 

県民の生活習慣等の現状を把握し、健康づくり施策を推進する基礎資料を得ること

を目的に、生活習慣に関する調査及び食事調査（BDHQ 調査）を実施し、生活習慣に関

する調査結果と BDHQ 調査結果による栄養摂取量等との関連性を分析する調査を企画

した。 

 
 対象者の選定 

調査対象市町村の住民基本台帳から層化二段無作為抽出法により上記対象者を抽出

した。層化二段無作為抽出法とは、調査対象者の抽出において、抽出の段階を２段階

に分けて無作為に抽出する方法である。 

一段目：小学校区 

二段目：調査対象者個人 

抽出は電子計算機から抽出。 

石垣市、沖縄市については、個人情報の外部提供手続きに時間がかかったため、調

査員による住民基本台帳の閲覧・転記により抽出した。 

なお、北大東村以外の市町村は 1 市町村あたり 30 名の予備対象者も合わせて抽出

し、拒否、あて先不明の対象者の代替とした。 

調査対象者を抽出した後に転出した対象者や転居先不明の対象者は調査対象外とし

た。 

 
 調査票の作成 

食事調査については、東京大学大学院医学系研究科の佐々木敏教授が開発した BDHQ

調査票を用いることで簡易な食事調査が可能なため、BDHQ 調査法を採用した。 

生活習慣調査については、平成 28 年度に実施した「県民健康栄養調査」をベースと

して比較可能な調査項目を設定した。 

調査項目は沖縄県、市町村として推進したい健康行動や理想的な県民像を踏まえて、

その根拠資料が得られる調査内容、BDHQ 調査結果とクロス集計を行い、県民の特徴や

違いが出てくるような内容を考えて作成した。 

例えば、「夕食時間が遅いと食品摂取に違いがあるのか」という仮説について、「夕

食は何時ごろに食べますか」という質問結果と BDHQ 調査で食品摂取量などとクロス

集計することで、夕食時間によって食べているものが違うという結果が出れば、「夕食

を早めに食べることで健康志向が高まる」などの提案につなげていく際の根拠資料と

することが可能になるため、どのようなデータを収集したいかをイメージして、どの

ような質問を設定すればそれが得られるのかを考え、県民に提示しやすい根拠資料と

なるよう検討して調査票を作成した。 
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 ＩＤ番号の設定方法 

生活習慣調査票及び BDHQ 調査票には、回答者と識別するためのＩＤ番号をあらか

じめ付した調査票を送付することが望ましい。回答者の識別を可能とすることから、

当然ながら生活習慣調査票と BDHQ 調査票に付する番号は同一のＩＤ番号でなければ

ならない。 

生活習慣調査票は印刷技術で連続する番号を印字することは可能であるが、BDHQ 調

査票はマークシート方式であり、回答欄があらかじめ設定された票となるため、生活

習慣調査票のように印刷で連続する番号を印字することは難しい。 

このため、生活習慣調査票にはＩＤ番号を印刷し、BDHQ 調査票は回答者に生活習慣

調査票に印字したＩＤ番号を記入してもらい、調査に協力いただくよう依頼する必要

がある。なお、時間的、労力的に可能であるならば、BDHQ 調査票にも生活習慣調査票

に印字した番号と同じ番号をあらかじめ記入したうえで、調査対象者へ郵送すること

が望ましい。 

ＩＤ番号の設定方法は調査対象者が 2,000 人の場合、単純に「0001」～「2,000」と

いう番号を設定してもよい。ただし、必ず番号が重複しないよう設定することに注意

が必要である。 

調査対象者の選定において、層化二段無作為抽出法を採用する場合、一段目の抽出

は小学校区となる。設定するＩＤ番号に「小学校区」を意味する番号、例えば小学校

区が 10 校区ある場合、「01」～「10」という識別番号を使用することも可能である。

この場合、BDHQ 調査票のＩＤ番号欄に記入できるのは「9 桁」が最大となる。 

小学校区が 10 校区あり、そのうち５校区から抽出した場合、次のようなＩＤ番号の

設定となる。 

 

ＩＤ：０１０００１→「01」番の校区から抽出した１番目の調査対象者 

ＩＤ：０１０００２→「01」番の校区から抽出した２番目の調査対象者 

ＩＤ：０２０００１→「02」番の校区から抽出した１番目の調査対象者 

※ＩＤ番号の左から 2 桁が小学校区番号、残り 4 桁が調査対象者を識別する連番 

 

ＩＤ：０１０１０００１→「01」番の校区から抽出した男性で１番目の調査対象者 

ＩＤ：０１０１０００２→「01」番の校区から抽出した男性で２番目の調査対象者 

ＩＤ：０２０２０００１→「02」番の校区から抽出した女性で１番目の調査対象者 

※ＩＤ番号の左から 2 桁が小学校区番号、次の 2 桁が性別を識別する番号（男性：1、

女性 2 など）残り 4 桁が調査対象者を識別する連番 

 

なお、9 桁の番号を超えるＩＤを設定する場合、BDHQ 調査票の「ＩＤ２」「ＩＤ３」

の欄にそれぞれ 9 桁のＩＤを設定できるため、ＩＤ番号だけで、調査対象者の属性を

識別したい場合は、小学校区、性別、年齢といった属性を識別する番号をＩＤ番号に

組み込んで調査を行うことができる。 

  



 

25 
 

２． 調査実施 

 調査対象 

豊見城市、浦添市、宮古島市、那覇市、名護市、石垣市、沖縄市、北大東村、うる

ま市に居住する 20 歳～74 歳までの男女個人を対象とした。 

各市町村とも男性 700 人、女性 700 人、計 1,400 人を対象とした（北大東村は全住

民を対象）。性別・年代別の対象者数は図表 19．～図表 21．を参照されたい。 

 
 市町村別性別年代別調査対象者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 市町村別性別年代別あて先不明・調査対象外人数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  市町村別性別年代別有効調査対象数 
 
  

高年層

男 女 合計
若年層 壮年層 高年層 計 若年層 壮年層 高年層 計 若年層 壮年層 高年層 計

全体 2,687 2,264 880 5,831 2,599 2,163 992 5,754 5,286 4,427 1,872 11,585

1 豊見城市 319 276 105 700 319 276 105 700 638 552 210 1,400
2 浦添市 318 275 105 698 319 277 106 702 637 552 211 1,400
3 宮古島市 319 276 105 700 319 276 105 700 638 552 210 1,400
4 那覇市 319 275 106 700 319 276 105 700 638 551 211 1,400
5 名護市 319 276 105 700 319 276 105 700 638 552 210 1,400
6 石垣市 330 265 105 700 319 255 126 700 649 520 231 1,400
7 沖縄市 377 218 105 700 319 168 213 700 696 386 318 1,400
8 北大東村 67 127 39 233 47 83 22 152 114 210 61 385
9 うるま市 319 276 105 700 319 276 105 700 638 552 210 1,400

男 女 合計
若年層 壮年層 高年層 計 若年層 壮年層 高年層 計 若年層 壮年層 高年層 計

全体 34 11 2 47 27 1 2 30 61 12 4 77

1 豊見城市 1 1 0 1 0 0 1
2 浦添市 1 1 0 1 0 0 1
3 宮古島市 2 2 4 4 6 0 0 6
4 那覇市 5 5 1 1 6 0 0 6
5 名護市 4 4 2 1 3 6 1 0 7
6 石垣市 7 9 16 10 10 17 9 0 26
7 沖縄市 11 1 1 13 8 1 9 19 1 2 22
8 北大東村 1 1 2 1 1 1 1 1 3
9 うるま市 3 3 1 1 2 4 0 1 5

男 女 合計
若年層 壮年層 高年層 計 若年層 壮年層 高年層 計 若年層 壮年層 高年層 計

全体 2,653 2,253 878 5,784 2,572 2,162 990 5,724 5,225 4,415 1,868 11,508

1 豊見城市 318 276 105 699 319 276 105 700 637 552 210 1,399
2 浦添市 317 275 105 697 319 277 106 702 636 552 211 1,399
3 宮古島市 317 276 105 698 315 276 105 696 632 552 210 1,394
4 那覇市 314 275 106 695 318 276 105 699 632 551 211 1,394
5 名護市 315 276 105 696 317 275 105 697 632 551 210 1,393
6 石垣市 323 256 105 684 309 255 126 690 632 511 231 1,374
7 沖縄市 366 217 104 687 311 168 212 691 677 385 316 1,378
8 北大東村 67 126 38 231 46 83 22 151 113 209 60 382
9 うるま市 316 276 105 697 318 276 104 698 634 552 209 1,395
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 調査項目 

第７章「３．調査に使用した調査票（生活習慣調査）」及び「４．調査に使用した調

査票（BDHQ 調査）を参照。 

 
 実施時期 

市町村別の調査票等の発送日は図表 22．のとおり。 

当初の調査票回収締切日は、平成 29 年 12 月 22 日（金）。 

１回目延期による締切日は、平成 29 年 12 月 29 日（金）。 

２回目延期による締切日は、平成 30 年 1 月 5 日（金）。 

ただし、訪問回収調査の最中に返送する対象者がいたため、対象者には通知せずに

回収を延期した。 

 
 市町村別調査票発送日 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

№ 市町村名 発送日 発送件数 発送日 発送件数 発送日 発送件数 12月28日 発送件数

1 豊見城市 11月17日 1,400 11月27日 1,400 12月18日 12月28日 1,023

2 浦添市 11月17日 1,400 11月27日 1,400 12月18日 12月28日 1,078

3 宮古島市 11月17日 1,400 11月27日 1,400 12月18日 12月28日 1,056

4 那覇市 11月27日 1,400 12月4日 1,400 12月18日 12月28日 1,042

5 名護市 11月28日 1,400 12月4日 1,400 12月18日 12月28日 1,070

6 石垣市 12月11日 1,400 12月18日 12月28日 1,126

7 沖縄市 12月13日 1,400 12月21日 12月28日 1,215

8 北大東村 12月15日 385 12月21日 12月28日 355

9 うるま市 12月18日 1,400 12月26日 12月28日 1,398

7,000 11,585 8,355 9,363合計

8,355

市町村名
事前協力依頼
はがき送付

調査票発送 督促状発送 第2回督促状発送
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 調査実施体制 

当該調査は一般競争入札により選定された事業者が実施し、その事業者内での実施

体制は図表 23．のとおりである。 

 
 調査実施体制図 

 
 
  

事業主幹

沖縄県保健医療部健康長寿課 健康企画班

選定事業者

報 告

打合せ

指 示
マニュアル検討会議協議

調査全体統括

調査設計担当

封入・封緘業務担当

回収票整理・保管担当

データ入力担当

集計・分析担当

訪問回収調査担当

現地
調査員

現地
調査員

現地
調査員

現地
調査員

現地
調査員

現地
調査員

現地
調査員

現地調査員ネットワーク

調査全般を円滑に遂行するための管理者

調査の目的を達成できるように調査対象者数、調査項目

等を設計する担当

設計した調査票等の印刷、調査対象者へ郵送するための

封入・封緘等を行う担当

回収票の開封、チェック、仕分け等を行い、入力担当へ

引き渡す業務と入力後の回収票の保管の担当

協議

回収票（生活習慣調査）の入力を行う担当

入力したデータ及びBDHQ調査結果の集計業務と集計結果

の分析を行う担当

調査方法等の設計、調査員の募集と連絡、調査説明会の

実施、調査期間中の調査員・調査状況の管理、回収票提

出の受付、調査員への給与支払い等を行う担当

連

携
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 調査方法 

郵送による依頼状、調査票（２種）、記入例、個人結果サンプル、謝礼品（フリージ

ングパック）の配布、調査票の回収。 

途中２回のハガキによる督促状を発送した。 

１回目督促状発送：平成 29 年 12 月 18 日（月）、沖縄市、北大東村は 12 月 21 日

（木）、うるま市は 12 月 26 日 

２回目督促状発送：平成 29 年 12 月 28 日（木） 

 

なお、郵送での回収が目標に達しなかったため、以下の方法で未回答者への回収を

行った。 

 

① 調査対象地域と対象者 
② 調査対象地域は郵送調査と同一、対象者は平成 30 年 1 月 17 日時点で未回答の調査

対象者全員を対象とした。市町村別性別年代別調査対象者数及び目標不足数は図表 24．
のとおり。 

 
 市町村別性別年代別調査対象者数・目標数 

 
 
 
  

上段：対象者数、下段：目標回収数

若年層 壮年層 高齢層 若年層 壮年層 高齢層
248 169 50 210 147 49 873
37 3 55 0 0 48 143

232 168 40 235 174 53 902
27 3 41 16 8 53 148

263 190 50 226 163 30 922
54 24 53 14 0 32 177

237 161 44 217 147 49 855
32 0 46 1 0 50 129

251 189 42 237 162 38 919
49 32 50 29 0 40 200

252 174 38 210 151 66 891
44 16 42 12 9 43 166

256 193 58 236 117 118 978
55 32 60 26 50 17 240
55 91 20 38 53 16 273
18 23 3 12 9 4 69

239 182 64 247 181 53 966
39 22 66 33 9 52 221

2,033 1,517 406 1,856 1,295 472 7,579
355 155 416 143 85 339 1,493

北大東村

うるま市

合 計

宮古島市

那覇市

名護市

石垣市

沖縄市

男性 女性
合計

豊見城市

浦添市

市町村名
高年層高年層
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③ 調査対象者の抽出方法 
調査対象者名簿から以下の対象者を除外し、訪問回収対象者を抽出した。 

・BDHQ 票または生活習慣票のいずれか、あるいは両方を返送した調査対象者 

・調査票や督促状等が「あて先不明」で返送されてきた調査対象者 

・調査票等の送付によって「本人不在」「調査拒否」等の連絡があった調査対象者 

 

なお、特定の市町村・属性においては、宛先不明や回答拒否の数が多く目標数より

も訪問調査対象者数が少ない箇所があり、当該箇所については同一市町村内の同じ属

性の新規調査対象者に振り替えて調査を実施した。 

 
④ 調査方法 

調査員による訪問留置法（一部聞き取りによる調査を含む）。 

 
⑤ 調査期間 

平成 30 年 1 月 19 日（金）～平成 30 年 3 月 4 日（日） 

 
 回収数 

① 郵送調査の回収数 
郵送調査による BDHQ 票・生活習慣票セットの有効回収数は図表 25．のとおり。 

 
 BDHQ 票・生活習慣票セットの有効回収数 

 
  

男 女 合計
若年層 壮年層 高齢層 計 若年層 壮年層 高齢層 計 若年層 壮年層 高齢層 計

全体 475 719 400 1,594 682 803 469 1,954 1,157 1,522 869 3,548

1 豊見城市 62 97 45 204 104 123 53 280 166 220 98 484
2 浦添市 74 97 59 230 84 91 47 222 158 188 106 452
3 宮古島市 46 77 47 170 87 102 68 257 133 179 115 427

4 那覇市 68 109 54 231 98 125 50 273 166 234 104 504

5 名護市 51 68 50 169 72 103 59 234 123 171 109 403
6 石垣市 56 85 57 198 88 91 57 236 144 176 114 434
7 沖縄市 45 77 40 162 74 50 82 206 119 127 122 368
8 北大東村 11 31 14 56 8 27 5 40 19 58 19 96
9 うるま市 62 78 34 174 67 91 48 206 129 169 82 380

は目標数100を超えた層

男 女 合計
若年層 壮年層 高齢層 計 若年層 壮年層 高齢層 計 若年層 壮年層 高齢層 計

全体 17.9% 31.9% 45.6% 27.6% 26.5% 37.1% 47.4% 34.1% 22.1% 34.5% 46.5% 30.8%

1 豊見城市 19.5% 35.1% 42.9% 29.2% 32.6% 44.6% 50.5% 40.0% 26.1% 39.9% 46.7% 34.6%
2 浦添市 23.3% 35.3% 56.2% 33.0% 26.3% 32.9% 44.3% 31.6% 24.8% 34.1% 50.2% 32.3%
3 宮古島市 14.5% 27.9% 44.8% 24.4% 27.6% 37.0% 64.8% 36.9% 21.0% 32.4% 54.8% 30.6%

4 那覇市 21.7% 39.6% 50.9% 33.2% 30.8% 45.3% 47.6% 39.1% 26.3% 42.5% 49.3% 36.2%

5 名護市 16.2% 24.6% 47.6% 24.3% 22.7% 37.5% 56.2% 33.6% 19.5% 31.0% 51.9% 28.9%
6 石垣市 17.3% 33.2% 54.3% 28.9% 28.5% 35.7% 45.2% 34.2% 22.8% 34.4% 49.4% 31.6%
7 沖縄市 12.3% 35.5% 38.5% 23.6% 23.8% 29.8% 38.7% 29.8% 17.6% 33.0% 38.6% 26.7%
8 北大東村 16.4% 24.6% 36.8% 24.2% 17.4% 32.5% 22.7% 26.5% 16.8% 27.8% 31.7% 25.1%
9 うるま市 19.6% 28.3% 32.4% 25.0% 21.1% 33.0% 46.2% 29.5% 20.3% 30.6% 39.2% 27.2%

男 女 合計
若年層 壮年層 高年層 計 若年層 壮年層 高年層 計 若年層 壮年層 高年層 計

男 女 合計
若年層 壮年層 高年層 計 若年層 壮年層 高年層 計 若年層 壮年層 高年層 計
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② 訪問回収調査での回収数 
訪問回収調査による BDHQ 票・生活習慣票セットの有効回収数は図表 26．のとおり。 

 
 訪問回収調査による回収数 

 
 
 
 
 
 
 
 

③ 郵送調査＋訪問回収調査での回収数 
郵送調査及び訪問回収調査による BDHQ 票・生活習慣票セットの有効回収数は図表

27．のとおり。 

 
 郵送調査＋訪問回収による有効回収数（生活習慣票・BDHQ 票セット回収） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

なお、図表 27．で示した有効回収数から、データ入力において生年月日や身長、体

重といった分析に必要な項目が揃っている回答者のみに絞った集計・分析対象者数は

図表 28．のとおり。 

 
 集計・分析対象者数（生活習慣票・BDHQ 票セット回収） 

 
  

男 女 合計
若年層 壮年層 高齢層 計 若年層 壮年層 高齢層 計 若年層 壮年層 高齢層 計

全体 362 152 413 927 157 106 339 602 519 258 752 1,529

1 豊見城市 40 4 55 99 48 48 40 4 103 147
2 浦添市 28 5 42 75 17 10 53 80 45 15 95 155
3 宮古島市 55 29 52 136 17 5 30 52 72 34 82 188

4 那覇市 32 46 78 1 1 49 51 33 1 95 129

5 名護市 51 32 50 133 28 3 40 71 79 35 90 204
6 石垣市 44 15 43 102 12 10 44 66 56 25 87 168
7 沖縄市 55 23 59 137 32 51 19 102 87 74 78 239
8 北大東村 18 22 1 41 17 15 4 36 35 37 5 77
9 うるま市 39 22 65 126 33 11 52 96 72 33 117 222

有効回収数【生活習慣票・ＢＤＨＱ票セット；郵送＋調査員訪問回収】

男 女 合計
若年層 壮年層 高齢層 計 若年層 壮年層 高齢層 計 若年層 壮年層 高齢層 計

全体 820 863 820 2,503 837 967 755 2,559 1,657 1,830 1,575 5,062

1 豊見城市 100 102 99 301 104 123 102 329 204 225 201 630
2 浦添市 100 103 100 303 101 100 101 302 201 203 201 605
3 宮古島市 99 103 103 305 102 109 100 311 201 212 203 616

4 那覇市 99 104 102 305 100 128 98 326 199 232 200 631

5 名護市 95 98 103 296 103 107 98 308 198 205 201 604
6 石垣市 100 102 99 301 96 110 93 299 196 212 192 600
7 沖縄市 98 97 101 296 106 146 57 309 204 243 158 605
8 北大東村 29 53 15 97 24 42 9 75 53 95 24 172
9 うるま市 100 101 98 299 101 102 97 300 201 203 195 599

男 女 合計
若年層 壮年層 高年層 計 若年層 壮年層 高年層 計 若年層 壮年層 高年層 計

男 女 合計
若年層 壮年層 高年層 計 若年層 壮年層 高年層 計 若年層 壮年層 高年層 計

男 女 合計
若年層 壮年層 高年層 計 若年層 壮年層 高年層 計 若年層 壮年層 高年層 計

総計 816 872 810 2,498 836 979 742 2,557 1,652 1,851 1,552 5,055
1 豊見城市 98 102 98 298 104 124 101 329 202 226 199 627
2 浦添市 100 104 99 303 100 104 97 301 200 208 196 604
3 宮古島市 100 102 103 305 101 111 99 311 201 213 202 616
4 那覇市 99 105 101 305 99 133 94 326 198 238 195 631
5 名護市 93 99 102 294 103 107 98 308 196 206 200 602
6 石垣市 98 106 97 301 96 114 89 299 194 220 186 600
7 沖縄市 99 100 97 296 107 142 59 308 206 242 156 604
8 北大東村 29 53 15 97 25 41 9 75 54 94 24 172
9 うるま市 100 101 98 299 101 103 96 300 201 204 194 599

※本調査における年齢階級区分は、若年層（20～39歳）、壮年層（40～69歳）、高齢層（70～74歳）である。
※本調査における年齢階級区分は、調査協力者の回答による。
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 調査実施時の注意事項 

調査実施の各段階における注意事項について、下表のとおりまとめた。 

 
① 調査対象者の選定・抽出における注意事項 

№ 問題点 課題 

1 個人情報を外部機関に提供するための手

続きが想定以上に時間がかかり、一部市

町村では住民票閲覧・転記を実施したた

め、調査開始が遅れた。 

・手続きの迅速化 
・余裕を持ったスケジューリング 
・抽出方法の統一化 
・宛名ラベルの出力、貼り付けを市町村

内部で行うなど、外部機関に依存しない

調査対象者の選定・抽出方法等の検討 
2 外字処理対象者の特定と処理方法が市町

村によって異なっていた。 
・外字処理対処方法の明確化、統一化 
・宛名ラベルの出力、貼り付けを市町村

内部で行うなど、外部機関に依存しない

調査対象者の選定・抽出方法等の検討 
3 １市町村当たり回収目標 600ｎ、回収率

42.9％に対する設定サンプル数が少な

く、回収率が低位にとどまった（31.4％）。 

・１市町村当たり 600ｎを目標とする場

合、設定調査対象者数は 2,000 人必要（回

収率 30％を想定） 
4 一部市町村では住民票閲覧・転記を実施

したため、コストアップとなった。 
・手続きの迅速化 
・余裕を持ったスケジューリング 

 
② 調査票封入・封緘・発送における注意事項 

№ 問題点 課題 

1 外字処理対象者は手書きで対応し、時間

ロス、コストアップとなった。 
・宛名ラベルの出力、貼り付けを市町村

内部で行うなど、外部機関に依存しない

調査対象者の選定・抽出方法等の検討 
 

③ 郵送調査実施時における注意事項 
№ 問題点 課題 

1 個人情報の提供時期が市町村単位で異な

る、手続きに時間がかることで、事前ハ

ガキを発送できない市町村が 4 市町村発

生、市町村の広報紙への掲載が間に合わ

ず、調査票回収締切日を２回延期した。 

・手続きの迅速化 
・余裕を持ったスケジューリング 

2 BDHQ 票（生活習慣票）のみを返送する

対象者があり、死に票になった。 
・2 種類で 1 セットであり、両方を回答

してもらうように強調 
3 BDHQ 票に ID の記入がない票があり、

生活習慣票の ID を見て付記した。 
・2 種類で 1 セットであり、両方を回答

してもらうように強調 
予め ID を記入して送付する。 

4 回収率が低位にとどまったため、督促状

発送を 2 回実施した。 
・１市町村当たり 600ｎを目標とする場

合、設定調査対象者数は 2,000 人必要（回

収率 30％を想定） 
・督促状発送を 2 回実施して 30％強の回

収率であるため、当初から 2 回の督促状

発送の想定が必要 
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④ 訪問回収調査実施時における注意事項 
№ 問題点 課題 

1 郵送調査回収数が低位にとどまったた

め、訪問回収対象者数が増加した（当初

640 件程度⇒実際 1,400 件）。 

・訪問回収調査を行わなくても必要回収

数を確保できるサンプル数設定 
・それでも不足する場合に訪問回収調査

を実施 
2 2 回の督促状を発送しても未回答の対象

者へのアプローチが難しい（会えない、

会えても拒否が多い、回答する意志がな

い）。 

・訪問回収調査を行わなくても必要回収

数を確保できるサンプル数設定 
・早い段階での調査対象者以外の対象者

への振替実施 
3 振替調査の実施は当初の調査対象者の年

齢と全く同じ対象者への振替ではなくな

るため、標本抽出の精度が低くなる（非

標本誤差が大きくなる）。 

・訪問回収調査を行わなくても必要回収

数を確保できるサンプル数設定（郵送調

査のみで目標数を確保できるサンプル設

定） 
4 寒波厳しい時期、さとうきび収穫の繁忙

期のため、対象者が玄関先まで出てきて

くれない、協力してくれない。 

・実施時期を早めて対象者も協力しやす

い時期に調査を実施 

5 訪問時に「すでに回答した」という対象

者がいたが、ID を記入していない（不正

確な ID を記入）BDHQ 票のみを返送し

ており、返送のトレースができない。対

象者に不信感を持たれる。 

・2 種類で 1 セットであり、両方を回答

してもらうように強調 
・ID を必ず記入してもらうよう強調 
・予め ID を記入して送付する。 
・訪問回収調査を行わなくても必要回収

数を確保できるサンプル数設定 
・それでも不足する場合に訪問回収調査

を実施 
6 住民票を移さずに転出している対象者が

多い。 
・転出者数を見越したサンプル数設定 
・訪問回収調査を行わなくても必要回収

数を確保できるサンプル数設定 
7 調査を依頼した方とは別の方が記入した

ため、性別、年代が合わなくなった。 
・対象者本人が回答するよう説明 
・郵送の場合はその旨明記する。 

 
⑤ 調査期間に関する注意事項 

№ 問題点 課題 

1 BDHQ 票の記入内容不備の票があり、入

力できなかった。 
・記入例をよく読んで記入するよう分か

りやすい形で依頼する。 
2 身長、体重がブランクの場合、入力不可

となる（個人情報の中でも機微な情報の

ため、記入したがらない）。 

・性別、年代の平均身長、体重で処理が

可能か検討する。 
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３． 事後調整 

 回収票の整理・点検 

① 郵送調査で回収した票の開封 
郵送調査で回収した回収票は返信用封筒に入れて返送される。この返信用封筒を開

封し、封筒内にある生活習慣調査票及び BDHQ 調査票を取り出す。 

生活習慣調査票には ID 番号をあらかじめ印刷して郵送しているが、BDHQ 調査票は

ID 番号を印刷せずに回答者に生活習慣調査票に印刷してある ID 番号を書き写すよう

にお願いしている。しかし、回答者の中には ID 番号を書き写さずに返送する者がいる

ため、開封後すぐに２種の調査票を別々に保管すると、２種のペアで回収した調査票

が泣き別れた状態となる。 

このため、まず BDHQ 調査票に ID 番号を書き写しているかどうかを確認し、書き写

していない票は、生活習慣調査票の ID を書き写し、２種の調査票を別々に保管せず、

セットの状態で保管することが必要である。 

また、BDHQ 調査結果から個人ごとに「食習慣調査結果」が分析され、後日回答者へ

郵送する。この「食習慣調査結果」の郵送においても ID 番号をきちんと記入し、調査

対象者本人の回答内容と一致するようにしておく必要がある。 

ただし、回答者の個人情報を知られたくないため、生活習慣調査票の ID 番号を塗り

つぶして回答する者もいるため、「食習慣調査結果」の郵送ができない場合もある。こ

の場合は、当該対象者の回答内容は調査結果の分析には含めるものの、「食習慣調査結

果」の郵送からは除外する、といった対応が求められる。 

なお、返信用封筒の中に生活習慣調査票、BDHQ 調査票のいずれかしか入っていない

（回答していない）場合は、当該回収票は集計・分析から除外するため、無効票とし

て取り扱う。 

 
② 回答内容のチェック 

ID 番号が記載された生活習慣調査票と BDHQ 調査票でも、各設問に全く回答してい

ない票を返送する者もいるため、きちんと回答しているかどうかのチェックを行い、

きちんと回答している票を有効票と定義する。 

きちんと回答しているかどうかの定義については、「すべての調査項目に回答して

いる票」がベストではあるが、一部の項目のみは答えたくないという回答者も多い。 

このため、生活習慣調査は「ID 番号を記入」「設問の半分以上回答している」こと、

BDHQ 調査票は ID 番号を含め、調査項目すべてに記入がないと「食習慣調査結果」の

分析ができない。最低でも「ID 番号を記入」「身長と体重、生年月日を記入」「設問の

2/3 以上回答している」ことが条件となる。 

 
③ 訪問回収調査で回収した票のチェック 

調査員が回収した調査票については、調査員側で ID 番号のチェック、回答内容のチ

ェックを含めて調査を依頼するため、調査員に対する調査説明会において、上記 ID 番

号の記入や回答内容チェックについての指示を行う必要がある。  
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 回収票の管理 

回収票には ID 番号が付与されており、その ID 番号と紐づく調査対象者データがあ

るため、回答内容を含めすべての情報は個人情報と位置づけられる。 

調査を実施する者は ID 番号によって調査対象者の個人情報にアクセスできる環境

にあるため、回答者の個人情報保護の観点から、回収票及び入力したデータ等の紛失、

毀損、滅失、漏えい等がないように厳重に管理する必要がある。 

具体的に、回収票については鍵付きの部屋の鍵付きの保管庫で保管することが望ま

しい。また、保管庫への入退室を記録し、紛失等の事故が起きた際にトレースできる

ようにすることが望ましい。 

入力したデータ及び調査対象者データは、個人情報専用のパソコンなどを特定し、

当該パソコン以外ではデータの処理を行わないようにすること、当該パソコンには ID、

パスワード及びスクリーンセーバーの設定を行うなど、第三者がアクセスできない環

境を設定することが望ましい。 

当該調査を外部委託する場合、個人情報保護に関するマネジメントシステムを構築

し、プライバシーマークなどの認証を取得している企業を選定することが望ましい。 

 
※個人情報保護に関するマネジメントシステムとは、「JIS Q15001 個人情報保護マネジメントシス

テム－要求事項」であり、個人情報を事業の用に供している、あらゆる種類、規模の事業者に適用

できる個人情報保護マネジメントシステムに関する要求事項について規定したもの。プライバーマ

ークを取得しようとする事業者は必ず定める必要がある  

 

※プライバシーマークとは、「JIS Q 15001 個人情報保護マネジメントシステム-要求事項」に基づ

いた基準に適合した事業者のみ使用が認められるマークであり、一般社団法人日本情報経済社会推

進協会等が付与する。プライバシーマークの使用が認められた事業者はプライバシーマーク付与事

業者と呼ばれ、「個人情報」を大切に取り扱う事業者として、ホームページや名刺、ポスターなどに

プライバシーマークを使用できる。  
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第４章  調査結果の入力・集計・分析・考察 

１． 調査票の入力 

 入力前準備 

まず、生活習慣調査票の情報を入力するための「入力フォーマット」を作成する。

「入力フォーマット」はマイクロソフト社が提供するマイクロソフトエクセルを使用

して作成する。なお、以後の説明については、特段の断りがない限り、生活習慣調査

票の「入力フォーマット」の作成及び集計・分析をマイクロソフトエクセル 2013（以

下、エクセル）の機能を用いた説明とする。 

「入力フォーマット」は、ID 番号及び設問に対する回答の全てを入力する空枠であ

る。このため、エクセルのワークシートの左から順に、「ID 番号」「問 1」「問 2」～の

ように、設定して作成する。 

その際、「○は１つ」と指定された設問（シングルアンサー、以下、SA）に対しては、

１つの問の回答内容に１列を確保し、「○は３つまで」や「○はいくつでも」と指定さ

れた設問（マルチプルアンサー、以下、MA）に対しては、当該設問の選択肢１つに１

列（選択肢が 10 ある場合は、10 列）確保して、回答内容（選択肢の番号）を入力で

きる空枠を設定する。MA 設問に選択肢の数だけ列を確保することで、単純集計やクロ

ス集計が容易になる。 

なお、選択肢のうち「その他」で自由記述する部分や自由記述を求める設問の場合

は、問や選択肢とは別に 1 列を確保する。 

上記の方法で、エクセルの 1 行目に入力する項目のヘッダー情報を入力する。 

 
 入力フォームイメージ 
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 MA 項目の入力フォームイメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エクセルで入力する際、1 票の回答内容を 1 行に入力していく。初期値では入力後

のエンターキーを押したときに、初期値ではカーソルが下方向に進んでいくため、エ

ンターキーを押した後のカーソルの動きを「下」方向から「右」方向に変更すると入

力しやすい。 

設定方法は、「ファイル」タブ→「オプション」→「詳細設定」→「編集設定」の「Enter

キーを押したら、セルを移動する(M)」の下にあるプルダウンから「右」を選択し、ウ

ィンドウの右下にある「OK」ボタンをクリックする。 

 
 カーソル移動方向の設定 

 
 
 
 
  

選択肢の数だけ入力

する列を確保する。 

①プルダウンから

「右」を選択 

②「OK」をクリック 
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次に、設問（選択肢）ごとに入力するデータの種類（整数、小数点桁、リストなど）

とデータの有効範囲など、入力規則をあらかじめ設定することで入力ミスを防ぐこと

ができる。 

規則を設定したい列全体を選択し、「データ」タブ→「データの入力規則」をクリッ

クすると下図のウィンドウが立ち上がる。 

まず、1 列目（ID）の入力規則を設定する場合、「入力値の種類」をプルダウンから

「整数」を選択し、次に「データ」をプルダウンから「次の値の間」を選択、次に「最

小値」を ID 番号の最小値である 1 を入力、最大値は回収枚数を入力して「OK」ボタン

をクリックする。年齢や喫煙年数などの数値を入力する列についても同様に「最小値」

「最大値」を設定する。 

性別、職業など選択肢を設定しているデータの入力規則は、キーボード入力以外に

プルダウンから選択して入力することができる。そのためには、「入力値の種類」を「リ

スト」、「元の値」に選択肢の番号を「,」でつないで入力し、「OK」ボタンをクリック

する。MA 項目の場合、選択肢ごとに入力規則を設定することになり、入力は、ある選

択肢に回答があれば「1」、回答がなければ「0」を入力する。このため「元の値」には

「0,1」と入力する。選択肢の数が多い場合は、1 つの選択肢の入力規則の設定し、そ

のセル全体をコピー、他の選択肢の入力セルにペーストすることで簡素化することが

できる。 

 
 入力規則の設定 

＜1 列目 ID 番号の規則設定＞        ＜2 列目 性別の規則設定＞ 
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 入力作業 

前項で作成した「入力フォーム」と「入力規則」を使って実際に回答内容を入力す

る。入力する場合、「入力規則」で設定したプルダウンから選択して入力する方法と、

ダイレクトに１つ１つの回答内容をキーボード入力する方法がある。 

 
 プルダウン入力方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ダイレクトにキーボード入力する場合は、該当するセルに該当する回答内容を入力

していく。なお、「無回答」の場合は何も入力しない。 

入力中に調査対象者が記入した文字の判別がつかない場合は、当該部分は入力せず、

該当箇所に付箋を貼り、入力措置（未入力など）を付箋に記入し、「不明」＝「無回答」

として処理する。 

「○は１つ」と指定しているのに、○を複数つけている票については、該当する票

数が多い場合は、「複数回答可」を許容するかどうかを検討し、許容する場合は「入力

フォーム」を修正（SA 項目用のフォームから MA 項目用のフォームに修正）して入力

する。少ない場合はカテゴリコードの若い方を採用して入力し、回収票には入力しな

かった○部分に赤取消線を引く。 

喫煙年数など数値を記入する設問に対して小数点以下を許容しない場合でも小数点

を含む数値を記入している場合は、四捨五入して入力する。小数点以下を許容する場

合でも有効桁数以上を記入している場合は、許容できる小数点で四捨五入して入力し、

回収票には入力した数値を朱書きする。 

入力は必ずベリファイ入力（二度入力）する。また、ベリファイ入力は、1 回目の入

力者と 2 回目の入力者を変更して入力することが望ましい。 
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２． 入力データのチェック 

 回答内容の論理矛盾チェック 

アンケート回答内容の論理矛盾とは、例えば生活習慣票の問 20「ふだんの生活で悩

み、ストレスを感じることがありますか」で「1.はい」と答えた方のみ問 20-1,2 に回

答する論理になっているものに対して、「2.いいえ」や「無回答」の方が問 20-1,2 に

回答するケースを言う。 

入力時に論理矛盾に気付き、修正したデータを入力すれば問題ないが、入力担当者

には入力以外の作業を課さない方が、効率、精度ともに高くなる。 

チェック方法は、エクセルの「フィルター」機能を使い、矛盾する回答の選択肢番

号をフィルターにかけて、本来回答すべきでない設問に回答しているサンプルを検索

する。 

該当するサンプルが検索されたら、その ID 番号と合致する回収票を抽出し、抽出し

た調査票の該当設問箇所の回答を朱書きで修正する。 

修正の方向性として、 

Ａ主問（調査対象者全員が回答すべき設問、ここでは問 20）の回答を基準として、副

問（調査対象者のうち、特定の回答をした対象者が回答すべき設問、ここでは問 20-
1,2）を修正 
 （主問が「2.いいえ」と「無回答」のサンプルの副問の回答をすべて消去） 
Ｂ主問では「2.いいえ」と回答したものの、副問の設問文や選択肢を見たことで該当

するケースがあったことを思い出して回答する方もいるため、副問の回答内容を基準

として主問の回答を修正 
 （主問の「2.いいえ」を「1.はい」に修正） 

の２通りがある。 

 

通常のアンケート調査ではＡを採用するケースが多いが、副問の回答サンプルサイ

ズが小さくなる場合にはＢを採用するケースもある。 

なお、論理矛盾チェックの結果、修正が必要になった場合は、入力したデータファ

イルをコピーし、そのコピーしたデータファイルを修正する。入力した元のデータフ

ァイルは破損、紛失等の非常時のために別途保管しておく。修正したデータは、以降、

集計等に使用する。 

 
 入力異常値チェック 

① オーバーコード 
次に、「オーバーコード」、例えばある設問の選択肢が５つしかないのに「6」と入力

されていないかをチェックする。入力規則で入力可能な番号を設定したうえで入力す

れば、「オーバーコード」に該当するエラーはなくなるが、念のため最大選択肢番号を

フィルターで確認する。該当するサンプルがあれば、その ID 番号と合致する回収票を

抽出し、該当設問箇所の記入内容と比較して正しい選択肢番号を入力する。 

その際、回答者が勝手に選択肢を追加して「6.○○○」などと記入していた場合は、
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当初設定した選択肢に該当する内容かどうか確認し、あてはまる選択肢があればその

番号に朱書きで○を付け、「6.○○○」は赤取消線を引いて、正しい番号を入力する。

あてはまる選択肢がない場合、「その他」に朱書きで転記し、「その他」の選択肢番号

を入力、その他の自由記述欄列に当該内容を入力する。 

 

② 論理矛盾データ 
次に論理的に矛盾するデータ、例えば「1 日に何時間くらいゲームをしますか」と

いう設問に「25 時間」など、物理的にありえない回答や、「身長は何 cm ですか」とい

う設問に「300cm」、「体重は何 kg ですか」という設問に「1kg」などのデータがないか

チェックする。これ以外に、年齢と居住年数（20 歳で現住所に 40 年居住）、年齢と喫

煙歴（20 歳で喫煙歴 20 年；20 歳で喫煙歴 10 年だと可能性はあるが目的によっては

異常値として扱うことが望ましい）、性別と出産回数（男性で 3 回出産）など、他の回

答内容と組み合わせれば異常値となるケースもある。 

上記のようなケースに対しては、 

Ａ「無回答」として扱う 
Ｂその他の回答内容から類推してデータ修正する 

の２通りがある。 

 
Ａの場合は、「無回答」（入力しない）として、その ID 番号と合致する回収票を抽出

し、該当設問箇所の記入内容に赤取消線を引く。 

Ｂの場合は、その ID 番号と合致する回収票を抽出し、該当設問箇所に類推の過程、

結果を朱書きする。入力は類推した選択肢番号を入力する。ただし、かなり高度な方

法であるため、異常サンプルが少ない場合は「無回答」扱いする方が効率的である。 

 

③ 判読不明文字 
主に自由記述の設問が対象となるが、調査対象者が記入した文字の判別がつかない

場合がある。この場合は「■」で入力、その ID 番号と合致する回収票を抽出し、該当

箇所に付箋を貼り入力措置を記入する。 

 
これらの論理矛盾チェックや異常値チェックの内容や対処方法などを記録しておく

ことで、次回の調査設計や入力時の参考にすることができる。 
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３． 単純集計 

 選択肢形式の設問の集計 

① クロス集計のキー項目となる新たな変数の作成方法 
クロス集計のキー項目となる「性・年代」や「BMI 区分」などは、生活習慣調査票や

BDHQ 調査票の設問としてあらかじめ設計されているわけではなく、回答者の回答内容

を組み合わせて新たに作成する項目である。ここでは、その新たな変数の作成方法に

ついて記述する。 

まず、「性・年代」については、「男性若年層」（男性で 20 歳～39 歳）、「男性壮年層

（男性で 40 歳～64 歳）、「男性高年層」（男性で 65 歳以上）、「女性若年層」（女性で 20

歳～39 歳）、「女性壮年層（女性で 40 歳～64 歳）、「女性高年層」（女性で 65 歳以上）

の６つに区分される。この６区分を「性別」という回答結果と「年代」という回答結

果を組み合わせて作成する。 

作成の方法は、大きく２通りあり、１つは IF 関数の計算式でデータを作成する方

法、もう１つは「性別」と「年代」の回答データをフィルター機能で検索し、新たな

データを入力する方法である。 

 
＜性・年代別データの作成方法（IF 関数を使用する場合）＞ 

年齢を数値入力形式で質問している場合、回答データを以下の計算式で「1.若年層」

（20～39 歳）、「2.壮年層」（40～64 歳）、「3.高年層」（65 歳以上）の３つのカテゴリ

ーに区分する。 

= IF(C2<=39,1,IF(C2<=64,2,IF(C2>=65,3))) 

※C 列 2 行目以降に年齢の数値が入力されており、D 列 2 行目以降に計算式を入力

する場合 

D2 の計算式を下方向にドラッグコピーする。 

性別のデータ（B 列 2 行目以降）と年齢を３つのカテゴリーに区分したデータ（D 列

2 行目以降）のデータから、以下の計算式で「性・年代別」データの元になるデータを

E 列に作成する。 

=B2&D2 

E 列 2 行目の計算式を下方向へドラッグコピーする。 

E 列全体を選択し「コピー」→「形式を選択肢して貼り付け」→「値」を選択して

「OK」をクリックする。 

E 列全体を選択し、「データタブ」→「区切り位置」→「完了」をクリックして、文

字型データを数値型データへ変換する。 

E 列に作成したデータをもとに、F 列に以下の計算式で「1.男性若年層」「2.男性壮

年層」「3.男性高年層」「4.女性若年層」「5.女性壮年層」「6.女性高年層」の６つのカ

テゴリーに区分する。 

= IF(E2=11,1,IF(E2=12,2,IF(E2=13,3,IF(E2=21,4,IF(E2=22,5,IF(E2=23,6)))))) 
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＜E 列に作成した「性・年代別」データの元になるデータの定義＞ 

11：性別＝1（男）、年代＝1（若年層） 

12：性別＝1（男）、年代＝2（壮年層） 

13：性別＝1（男）、年代＝3（高年層） 

21：性別＝2（女）、年代＝1（若年層） 

22：性別＝2（女）、年代＝2（壮年層） 

23：性別＝2（女）、年代＝3（高年層） 

 

※IF 関数では、１つのセル内で使用できる IF の数が７つまでに制限されているた

め、カテゴリーが７つを超える場合は、フィルターを使用して新たな変数データを作

成する。 

 
 入力データのレイアウト例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

年齢を区分

したデータ 
性別と年齢

を組み合わ

せたデータ 

性・年代別

データ 
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 文字型データを数値型データに変換する方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

計算式を入れ

た列全体を選
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＜性・年代別データの作成方法（フィルターを使用する場合）＞ 
 

性別の列のフィルターをクリックし、「男性＝1」にチェックを入れる 

年齢を３つのカテゴリーに区分したデータのフィルターをクリックし、「若年層＝1」

にチェックを入れる 

これで男性若年層のサンプルがフィルターにかけられたので、当該サンプルすべて

に「男性若年層」のカテゴリコードである「1」を入力する。 

同じような方法で男性壮年層～女性高年層までのデータを作成する。 

 
 フィルター例 
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＜BMI データの作成方法＞ 
以下の計算式でＢＭＩを算出する 

体重（kg）÷身長（m）2   

※身長を k 列 2 行目以降、体重を L 列 2 行目以降に入力されており、M 列に BMI 計

算式を入力する場合（身長は cm とする） 

 =L2/(K2/100)^2 

M 列 2 行目の計算式を下方向にドラッグコピー 

上記計算式で算出した BMI を以下の計算式で「1.やせ」（18.5 未満）「2.標準」（18.5

～25.0 未満）「3.肥満」（25.0 以上）の３つのカテゴリーに区分する(BMI が null 値の

場合は「不明＝無回答」とする)。 

= IF(M2<18.5,1,IF(M2<25,2,IF(M2>=25,3))) 

※M 列 2 行目以降に「身長（m）×身長（m）÷体重」で算出した BMI データがあり、

N 列 2 行目に計算式を入力する場合 

N 列 2 行目の計算式を下方向にドラッグコピーする。 

 
＜入力データのレイアウト例＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

身長と体重から

算出した BMI 値 
BMI 値を 3 区

分したデータ 
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② 空集計表の作成 
集計結果を計算・表示させるための空の集計表を作成する。 

空集計表の構成は、シート上段に集計値（実数）を表示する表、シート中段に集計

値（構成比；％）を表示する表、シート下段に集計値（実数、構成比）を表示する表

の 3 部構成とする。なお、空集計表は１つの設問に対して１つのシートで作成する。 

集計表の右上（図表 37．では「男性」「女性」「無回答」部分）を「表頭」、左側（「男

性若年層」「男性壮年層」・・・の部分）を「表側」という。通常、集計したい項目を

「表頭」に、クロス集計のキー項目を「表側」に配置する。 

 
 空集計表イメージ 

 
 
 
 
  

上段（実数） 

中段（構成比） 

下段（実数、構成比） 

表頭に配置する項目の選択肢番号を名称

の１つ上の行に入力する。 

表側に配置する項目の選択肢番号を名称

の１つ左の列に入力する。 

問1

1 2
サ
ン
プ
ル
数

男
性

女
性

無
回
答

1 男 性 若 年 層
2 男 性 壮 年 層
3 男 性 高 年 層
4 女 性 若 年 層
5 女 性 壮 年 層
6 女 性 高 年 層

サ
ン
プ
ル
数

男
性

女
性

無
回
答

男 性 若 年 層
男 性 壮 年 層
男 性 高 年 層
女 性 若 年 層
女 性 壮 年 層
女 性 高 年 層

サ
ン
プ
ル
数

男
性

女
性

無
回
答

男 性 若 年 層

男 性 壮 年 層

男 性 高 年 層

女 性 若 年 層

女 性 壮 年 層

女 性 高 年 層

性
・
年
代
別

全体

性
・
年
代
別

上段：実数
下段：　％
全体

単位：％

あなたの性別をお答えください。（ＳＡ）

単位：人
全体

性
・
年
代
別

表側項目ごとに、サンプル数に占める

個々の選択肢の集計値を計算する式を入

力する。 

上段で集計した実数と中段で計算した構

成比の結果を下段で表示する計算式を入

力する。 

表頭 

表側 
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③ 空集計表への計算式の入力 
まず、作成した空集計表と入力・修正したデータ（以下、入力データ）をエクセル

で開く。なお、入力データは、破損、紛失等の非常時のために原本は別途保管し、コ

ピーした入力データを使用する。 

次に、空集計表の「全体」の行に選択肢ごとにＧＴを集計する計算式を入力する。 

 

＜計算式入力前提＞ 

入力データシートの A 列に ID 番号、B 列に Q1 性別、C 列に T1 性・年代、D 列に Q28

歯の本数のデータが格納されているときの、Q1 性別を集計する場合。 

（以後、入力データのファイル名は「入力データ.xlsx」、シート名は「生活習慣調査」、

空集計表のファイル名は「集計表.xlsx」、シート名は入力データのヘッダー名称（Q1
性別など）、入力データの件数は 600 件、入力データシートの 1 行目はヘッダーとい

う前提で記述。ファイル名、シート名は適宜変更して使用も可） 
＜入力する計算式＞ 

「男 性」の列：=COUNTIF([入力データ.xlsx]生活習慣!$B$1:$B$601,E$2) 

「女 性」の列：=COUNTIF([入力データ.xlsx]生活習慣!$B$1:$B$601,F$2) 

「無回答」の列：=COUNTIF([入力データ.xlsx]生活習慣!$B$1:$B$601,””) 
 

 SA 設問の単純集計のための計算式を入力する際のイメージ 
＜入力データ＞               ＜集計表＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「無回答」列の集計にあたっては、データを入力する際に「0」や「99999」などを

入力するのではなく、該当セルには何も入力しない（スキップ）で入力すれば、計算

式の最後にある「""」で検索をかけて集計することができる。入力時に「0」を入力し

た場合は、「""」を「0」に置き換えて計算式を入力する。 
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SA の設問と MA の設問では集計表と計算式が若干異なる。表頭の選択肢の１つ上の

行に入力する番号が SA の場合は選択肢番号であるが、MA の場合は各選択肢とも「1」

を入力する。「1」は入力データファイルに入力された、当該選択肢に回答があること

を示す「1」のことである。 

＜入力する計算式＞ 

「睡 眠」の列：=COUNTIF([入力データ.xlsx]生活習慣!E$1:E$601,E$2) 

「運 動」の列：=COUNTIF([入力データ.xlsx]生活習慣!F$1:F$601,F$2) 

「趣 味」の列：=COUNTIF([入力データ.xlsx]生活習慣!G$1:G$601,G$2) 

「地域活動や～」の列：=COUNTIF([入力データ.xlsx]生活習慣!H$1:H$601,H$2) 

「その他」の列：=COUNTIF([入力データ.xlsx]生活習慣!I$1:I$601,I$2) 

「無回答」の列：=COUNTIF([入力データ.xlsx]生活習慣!J$1:J$601,J$2) 

 
一番目の選択肢（図表 39．では「睡眠」）の計算式を入力し、そのセルを右側にドラ

ッグコピーすることでも、同じ値が得られる計算式が入力できる。 

 
 MA 設問の単純集計のための計算式を入力する際のイメージ 

＜入力データ＞               ＜集計表＞ 
 
 
 
 
 
 
  

十字の形でドラッグ  
+ 
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 数値記入式の設問の集計 

① 空集計表の作成 
選択肢形式で作成したとおり、数値記入式の設問の集計においてもまず空集計表を

作成する。ただし、選択肢形式で作成した空集計表とはレイアウト等が異なる。 

数値記入式の集計は、「平均値」「標準偏差」「四分位」が中心となる。 

「平均値」は文字通り各サンプルの値の平均である。「標準偏差」は各サンプルの平

均値からのバラつきをみる数値である。この数値が大きければ各サンプルのデータの

バラつきが大きく、小さければバラつきは小さい、つまり平均値あたりのデータが多

いということである。「四分位」は「パーセンタイル」とも呼ばれ、各サンプルの「最

小値（サンプル内で最も小さい値）」「第 1 四分位（サンプルを昇順に並べ替えた場合、

小さい方から全体サンプルの 25％に相当する値）」「第 2 四分位（同 50％に相当する

値）「第 3 四分位（同 75％に相当する値）」「最大値（サンプル内で最も大きい値）」を

指す。「四分位」のうち、簡易的に「最小値」と「最大値」のみを集計するケースもあ

る。 

 
 空集計表のイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 

② 計算式の入力 
まず、作成した空集計表と入力したデータをエクセルで開く。 

次に、空集計表の「全体」の行に選択肢ごとにＧＴを集計する計算式を入力する。 

 

＜計算式入力前提＞ 

入力データシートの A 列に ID 番号、B 列に Q1 性別、C 列に T1 性・年代、D 列に Q28

歯の本数のデータが格納されているときの、Q28 歯の本数を集計する場合。 

＜入力する計算式＞ 

■ 「平  均」の列：=AVERAGE([入力データ.xlsx]生活習慣!$D$2:$D$601) 

■ 「標準偏差」の列：=STDEVP([入力データ.xlsx]生活習慣! $D$2:$D$601) 

■ 「最  小」の列：=MIN([入力データ.xlsx]生活習慣! $D$2:$D$601) 

■ 「第 1 四分位の列：=QUARTILE([入力データ.xlsx]生活習慣!$D$2:$D$601,1) 

■ 「第 2 四分位の列：=QUARTILE([入力データ.xlsx]生活習慣!$D$2:$D$601,2) 

■ 「第 3 四分位の列：=QUARTILE([入力データ.xlsx]生活習慣!$D$2:$D$601,3) 

■ 「最  大」の列：=MAX([入力データ.xlsx]生活習慣! $D$2:$D$601) 

  

平均 標準偏差 最小 第1四分位 第2四分位 第3四分位 最大
600 21.40 8.43 0.00 18.00 25.00 28.00 32.00

男 性 若 年 層
男 性 壮 年 層
男 性 高 年 層
女 性 若 年 層
女 性 壮 年 層
女 性 高 年 層

歯の本数

サンプル数
本

全体

性
・
年
代
別
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 数値式設問の単純集計のための計算式を入力する際のイメージ 
＜入力データ＞               ＜集計表＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ ＧＴ集計値による各設問の回答分布、平均、中央値の把握 
数値記入式設問のデータを選択肢形式の設問のように、「0～10 本」「11～20 本」な

ど、いくつかの区分値で区切ったデータを作成し集計する場合、ＧＴ集計値を参考に

して、データの区分を検討する。 

例えば、図表 41．の集計表の場合、歯の平均本数が 21.4 本、標準偏差が 8.43 本と

なっているため、21.4 本±8.43 本の間に多くのサンプルが集まっていることになる。

この結果を、「21.4 本-8.43 本≒13 本」→「1.13 本未満」「2.13 本～21 本未満」、「21.4

本+8.43 本≒30 本」→「3.21 本～30 本未満」「4.30 本以上」の４つに区切る、もしく

は「13 本～30 本」の間を 4 区分するなどの参考にすることができる。 

さらに、四分位の値を利用してデータを区切ると、区切りごとのサンプルを４等分

にすることができるため、区切ったデータを後述するクロス集計のキー項目として利

用すれば、サンプルサイズの違いによる標本誤差を均一化することができる。 
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４． クロス集計 

 留意点 

クロス集計を行うにあたっては、「とりあえず集計してみる」といったなりゆきまか

せの集計ではなく、目標・目的に対してどのようにアプローチすればよいか、そのア

プローチにはどのような集計が必要かを熟考する必要がある。 

クロス集計によって得られる効果は、「仮説の検証」と「新たな発見」の２つである。

この２つ効果を得るために、どの設問をどの項目とクロス集計すれば検証できるのか、

あるいは新たな仮説ができるのかを具体的に検討し、「見える化」することが重要であ

る。 

この「見える化」のためのツールの１つが集計計画表である。 

 
 集計計画表の作成 

集計計画表は表頭に設問、表側にクロス集計項目を配置させた表であり、クロス集

計表と近いイメージとなる（図表 42．）。 

まず、表頭項目の作成について、集計計画表の左側から右側にかけて設問の順に「設

問番号」「調査項目名」「SA/MA 区分」「カテゴリー（選択肢）数」を入力し、次に、ク

ロス集計したキー項目を表側に記入していき、空の集計計画表を作成する。 

その他に、「調査プロジェクト名」や「作成日」「作成者」「サンプルサイズ」「集計

期限」「出力成果品の種類」「第４章２．（１）で記述した論理矛盾チェックの方法」「特

殊な集計方法（回答データのスコア化、加重平均）」「複数の調査結果を組み合わせて

新たな変数を作成する場合の作成方法、データの区切り方」など、集計に係る重要事

項のすべてを記述していく。 

最後に、仮説検証・発見に必要な集計項目の行列がクロスする箇所すべてに「○」

印をつけて集計計画表を完成させる。 
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 集計計画表のイメージ 
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 クロス集計のための計算式の作成 

① 選択肢形式の設問の計算式作成 
クロス集計で使用する計算式はＧＴ集計で使用する計算式と類似しているが、表側

の項目の選択肢を複数検索して集計する必要があるため、「COUNTIFS」関数を使用する。 

図表 37．で作成した空集計表の「性・年代別」の集計を行うために、以下の計算式

を入力する。 

 

■ 「男性若年層」のサンプル数 

=SUM(E5:G5) 

■ 表頭「男性」・表側「男性若年層」の計算式 

=COUNTIFS([入力データ.xlsx]生活習慣!$B$1:$B$601,E$2,[入力データ.xlsx]生

活習慣!$C$1:$C$601,$A5) 

■ 表頭「女性」・表側「男性若年層」の計算式 

=COUNTIFS([入力データ.xlsx]生活習慣!$B$1:$B$601,F$2,[入力データ.xlsx]生

活習慣!$C$1:$C$601,$A5) 

 もしくは表頭「男性」・表側「男性若年層」の計算式をドラッグコピー 

■ 表頭「無回答」・表側「男性若年層」の計算式 

=COUNTIFS([入力データ.xlsx]生活習慣!$B$1:$B$601,"",[入力データ.xlsx]生活

習慣!$C$1:$C$601,$A5) 

 もしくは表頭「男性」・表側「男性若年層」の計算式をドラッグコピー 

■ 男性壮年層～女性高年層の計算式 

男性若年層のＤ列～Ｇ列を下方向にドラッグコピー 

 
 選択肢形式の設問のクロス集計のための計算式を入力する際のイメージ 

 
 
 
  

+ 
十字の形でドラッグ  

=SUM(E5:G5) 
上記式を下方向に

ドラッグコピー  

+ 
十字の形でドラッグ  
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MA 設問の場合の計算式は以下のとおり。 

 
 MA 設問のクロス集計のための計算式を入力する際のイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 表頭「睡眠」・表側「男性若年層」の計算式 

=COUNTIFS([入力データ.xlsx]生活習慣!E$1:E$601,E$3,[入力データ.xlsx]生活

習慣!$C$1:$C$601,$A5) 

■ 表頭「運動」・表側「男性若年層」の計算式 

=COUNTIFS([入力データ.xlsx]生活習慣!F$1:F$601,F$3,[入力データ.xlsx]生活

習慣!$C$1:$C$601,$A5) 

■ 表頭「趣味」・表側「男性若年層」の計算式 

=COUNTIFS([入力データ.xlsx]生活習慣!G$1:G$601,G$3,[入力データ.xlsx]生活

習慣!$C$1:$C$601,$A5) 

■ 表頭「地域活動や～」・表側「男性若年層」の計算式 

=COUNTIFS([入力データ.xlsx]生活習慣!H$1:H$601,H$3,[入力データ.xlsx]生活

習慣!$C$1:$C$601,$A5) 

■ 表頭「その他」・表側「男性若年層」の計算式 

=COUNTIFS([入力データ.xlsx]生活習慣!I$1:I$601,I$3,[入力データ.xlsx]生活

習慣!$C$1:$C$601,$A5) 

■ 表頭「無回答」・表側「男性若年層」の計算式 

=COUNTIFS([入力データ.xlsx]生活習慣!J$1:J$601,J$3,[入力データ.xlsx]生活

習慣!$C$1:$C$601,$A5) 

■ 男性壮年層～女性高年層の計算式 

男性若年層のＥ列～Ｊ列を下方向にドラッグコピー 

十字の形でドラッグ  

+ 
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「睡眠」の計算式を入力し、そのセルを右側にドラッグコピーすることでも、同じ

値が得られる計算式が入力できる。 

サンプル数については、SA、MA とも同じ表側項目であれば基本的には同じ数値にな

るが、副問では主問のサンプル数よりも減少するため、改めて集計・修正する必要が

ある。 

＜主問が SA の場合の副問のサンプル数を修正する方法＞ 

主問で「1.はい」と回答したサンプルが副問に回答する場合は、主問のクロス集計

表シートのうち、同じ表側項目で「1.はい」と回答した実数を副問のクロス集計表の

同じ表側項目のサンプル数とする（コピー＆ペーストでも可）。 

 

＜主問が MA の場合の副問のサンプル数を集計する方法＞ 

主問が MA の場合、主問が SA の場合と同じようにサンプル数を修正すると、複数回

答の性質から本来のサンプル数を超えるサンプル数となってしまう。このため、主問

側の副問に回答すべき選択肢に１つでも回答があったサンプルを表側項目それぞれに

ついて集計する。 

 
② 数値記入式の設問の計算式作成 

クロス集計で使用する計算式はＧＴ集計で使用する計算式と類似しているが、表側

の項目の選択肢を複数検索して集計する必要があるため、「AVERAGEIF」関数、

「STDEVP(IF)」関数、「QUARTILE(IF)」関数を使用する。 

図表 40．で作成した空集計表の「性・年代別」の集計を行うために、以下の計算式

を入力する。 

 

■ 「男性若年層」～「女性高年層」のサンプル数 

図表 43．「男性若年層」～「女性高年層」をコピー＆ペースト 

■ 表頭「平均」・表側「男性若年層」の計算式 

=AVERAGEIF([入力データ.xlsx]生活習慣!$C$2:$C$601,$B6, [入力データ.xlsx]

生活習慣!$D$2:$D$601) 

■ 表頭「標準偏差」・表側「男性若年層」の計算式 

=STDEVP(IF(([ 入 力 デ ー タ .xlsx] 生 活 習 慣 !$C$2:$C$601=$B6), [ 入 力 デ ー

タ.xlsx]生活習慣!$D$2:$D$601)) 

■ 表頭「最小」・表側「男性若年層」の計算式 

=QUARTILE(IF(([入力データ.xlsx]生活習慣!$C$2:$C$601=$B6), [入力デー

タ.xlsx]生活習慣!$D$2:$D$601),0) 

■ 表頭「第 1 四分位」・表側「男性若年層」の計算式 

=QUARTILE(IF(([入力データ.xlsx]生活習慣!$C$2:$C$601=$B6), [入力デー

タ.xlsx]生活習慣!$D$2:$D$601),1) 

■ 表頭「第 2 四分位」・表側「男性若年層」の計算式 

=QUARTILE(IF(([入力データ.xlsx]生活習慣!$C$2:$C$601=$B6), [入力デー

タ.xlsx]生活習慣!$D$2:$D$601),2) 
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■ 表頭「第 3 四分位」・表側「男性若年層」の計算式 

=QUARTILE(IF(([入力データ.xlsx]生活習慣!$C$2:$C$601=$B6), [入力デー

タ.xlsx]生活習慣!$D$2:$D$601),3) 

■ 表頭「最大」・表側「男性若年層」の計算式 

=QUARTILE(IF(([入力データ.xlsx]生活習慣!$C$2:$C$601=$B6), [入力デー

タ.xlsx]生活習慣!$D$2:$D$601),4) 

■ 男性壮年層～女性高年層の計算式 

男性若年層のＦ列～Ｌ列を下方向にドラッグコピー 

 
「標準偏差」～「最大」の計算式は配列数式（CSE 数式）に該当するため、計算式を

入力しエンターキーを押す際に「Ctrl キー＋Shift キー＋Enter キー」を同時に押し

て計算式を確定させる必要がある。 

「配列数式」は数同士の計算ではなく、数の集まり同士の計算を行うことができる。

つまり、ただの数式と「配列数式」を区別して計算させることをプログラム側に命令

するために、Enter だけでなく Ctrl + Shift + Enter を押す必要がある。 

 
 数値式設問のクロス集計のための計算式を入力する際のイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十字の形でドラッグ  

+ 
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③ シートをコピーして他の設問のクロス集計表を作る 
選択肢形式の設問のクロス集計表を作成する場合、エクセルのシート１つにつき１

つの設問のクロス集計を作成していく。 

このため、１つの設問に対してクロス集計表の作成が終了したら、そのシートをコ

ピーして別の設問のクロス集計表を作成することができる。 

コピー先のクロス集計シートでは、以下の修正が必要となる。 

 

＜コピー先のクロス集計シートの修正点＞ 

■ シート名の修正 

■ 問番号、設問文の修正 

■ 選択肢名称・番号の修正と追加、削除 

■ 表側項目名称・番号の修正と追加、削除 

■ サンプル数の修正（主問→副問になる場合、またはその逆） 

■ 計算式の修正（カウントするデータ範囲の修正） 

 
④ クロス集計表（下段：実数、構成比）の印刷 

これまでに見てきた方法でクロス集計表の上段（実数）を集計したら、空のクロス

集計表を作成した時点で、自動的に中段（構成比）のクロス集計表と下段（実数、構

成比）のクロス集計表が作成されるように計算式を入力している。 

集計したクロス集計表を印刷する場合、下段（実数、構成比）の表の部分を印刷範

囲に設定すると、当該部分のみ印刷される。 
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 クロス集計表（上段、中段、下段）のイメージ 
 
 
 
  

問1

1 2
サ
ン
プ
ル
数

男
性

女
性

無
回
答

600 243 357 0
1 男 性 若 年 層 91 91 0 0
2 男 性 壮 年 層 96 96 0 0
3 男 性 高 年 層 56 56 0 0
4 女 性 若 年 層 133 0 133 0
5 女 性 壮 年 層 110 0 110 0
6 女 性 高 年 層 114 0 114 0

サ
ン
プ
ル
数

男
性

女
性

無
回
答

600 40.5 59.5 0.0
男 性 若 年 層 91 100.0 0.0 0.0
男 性 壮 年 層 96 100.0 0.0 0.0
男 性 高 年 層 56 100.0 0.0 0.0
女 性 若 年 層 133 0.0 100.0 0.0
女 性 壮 年 層 110 0.0 100.0 0.0
女 性 高 年 層 114 0.0 100.0 0.0

サ
ン
プ
ル
数

男
性

女
性

無
回
答

600 243 357 0
40.5 59.5 0.0

男 性 若 年 層 91 100 0 0
100.0 0.0 0.0

男 性 壮 年 層 96 100 0 0
100.0 0.0 0.0

男 性 高 年 層 56 100 0 0
100.0 0.0 0.0

女 性 若 年 層 133 0 100 0
0.0 100.0 0.0

女 性 壮 年 層 110 0 100 0
0.0 100.0 0.0

女 性 高 年 層 114 0 100 0
0.0 100.0 0.0

性
・
年
代
別

あなたの性別をお答えください。（ＳＡ）

性
・
年
代
別

全体

全体

単位：人
全体

性
・
年
代
別
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５． 考察 

 集計結果の傾向分析 

① 全体結果の傾向分析 
まずは、調査対象者全体の回答結果について、各設問の選択肢間の構成比の大小関

係をみる（回答者はどの選択肢に最も多く回答したか）。このとき、前回調査と同じ調

査を行った場合、前回調査結果の傾向から「変化があったか（なかったか）」という有

意差（偶然のバラつきで生じたとは考えにくい差）については、前回調査結果と有意

差検定を行い、前回調査結果からの回答率の変化に有意差があるのかを確認する（有

意差検定方法については、次章で説明）。 

 
② 性・年代別等による傾向分析 

調査対象者全体の回答結果では見えてこない傾向も、性別、年代別、性・年代別、

職業別などとのクロス集計結果によって、有意な傾向があるか（ないか）を把握する

ことができる。 

このため、調査設計時に設定したデモグラフィックや検証したい仮説に必要な項目

をキーとしてクロス集計を行い、その結果が全体結果に近似しているか（していない

か）、性別や年代間で有意差があるのか（ないのか）を分析する。 

 
③ 有意差検定 

有意差検定とは、同じ調査を、同じ方法で昨年と今年で２回実施したとして、「昨年

と今年の調査結果には差がないにもかかわらず、誤差や偶然によってたまたま差が生

じる確率（ｐ値）」を求め、その確率が 0.05（5％）未満であれば偶然性が低い＝昨年

と今年の調査結果は同じではない＝昨年と今年の調査結果には差があると解釈するも

のである。 

例えば、昨年の調査で朝食を毎日食べる市民の割合が 65％、今年の調査で 75％、昨

年・今年ともサンプルサイズは 600ｎとした場合、p=0.000201881 となり、「朝食を毎

日食べる市民の割合は、昨年から今年にかけて 10 ポイント有意に増加した」と判断で

きる。 

また、男性若年層の朝食を毎日食べる市民の割合が 65％、男性壮年層で 75％、サン

プルサイズはいずれも 100ｎとした場合、p= 0.164914823 となり、「男性若年層は男性

壮年層に比べて朝食を毎日食べる割合は低い（事実）が、有意差はない＝男性若年層

と男性壮年層の朝食を毎日食べる割合に差があるとは言えない」と判断できる。 

 
 傾向から導き出される仮説の検証、新たな問題点の発見に関する分析 

調査設計時点で、想定される仮説をいくつか検討しておき、その仮説検証に必要な

項目（変数）を調査項目として採用し、傾向分析を行う必要がある。 

例えば、「本当に男性よりも女性の方がアルコール摂取量は少ないのか」「若年層よ

りも高年層の方が塩分摂取量は多いのか」などである。 

傾向分析を行っていく過程で、検証したい仮説とは逆の結果が検証されたり、性別、
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年代別、職業別に有意差検定をしたりすると、仮説として想定していなかった傾向や

有意差が認められる場合がある。 

例えば、「若年層よりも高年層の方が朝食を毎日食べる割合が高い」という通説があ

った場合、この通説を検証するためではなく、他の仮説を検証するために年代別の朝

食を毎日食べる割合を集計した結果、「意外に若年層と高年層の朝食を毎日食べる割

合に有意差はない」といった結果が得られるなどである。 

ただし、クロス集計によって得られる結果を解釈する場合に注意しなければならな

いこととして、「交絡因子」の存在がある。「交絡」とは、「統計モデルの中の従属変数

と独立変数の両方に相関する外部変数が存在すること」であり、そのような外部変数

を「交絡因子」という。 

例えば、「栄養成分表示の活用度」を「喫煙歴」でクロス集計しようとすると、この

２つの変数には「性別」による相関（女性の方が栄養成分表示の活用度は高く、男性

の方が喫煙率は高い）が介在することが示唆されている。そのため、性別を気にせず

にクロス集計を行い、喫煙歴によって栄養成分表示の活用度に有意差があるという結

果が出たとしても、その結果は正しいと言えない可能性がある。このような場合、あ

らかじめ喫煙歴を男女で分けておき、栄養成分表示の活用度とクロス集計することで

「交絡」を回避することが可能となる。 

保健・衛生分野の分析では、特に「性・年代は必ず迂回路になりうる」と考えて、

注意が必要である。その際、性別で結果が異なる場合は性別を分けて分析する、年代

を分けて分析する場合は各年代でサンプルサイズを同数にするなどの注意が必要であ

る。「交絡」の対処については、統計の専門家のアドバイスを受けるなど、外部リソー

スを活用することも有効である。 
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第５章  調査結果の評価と活用 

１． 栄養データの取り扱い方 

 栄養データの種類 

BDHQ 調査で得られる栄養データは下表のとおりである。 

なお、下表のシートに格納されるデータの内容を次ページ以降に示した。 

 
 BDHQ 調査結果シートの種類 

シート名 内容 

nutr 栄養素摂取量（粗摂取量） 
enutr  栄養素摂取量（推定申告誤差調整済み摂取

量） 
pnutr  栄養素摂取量（密度法による摂取量） 
food（BDHQ15y、3y は food2） 食品摂取量（粗摂取量） 
efood（BDHQ15y、3y は efood2） 食品摂取量（推定申告誤差調整済み摂取量） 
pfood（BDHQ15y、3y は pfood2） 食品摂取量（密度法による摂取量） 
f_nutr1、f_nutr2、f_nutr3 主要栄養素の食品群別摂取量 

出所：http://www.nutrepi.m.u-tokyo.ac.jp/dhq/manual/cal02.pdf 
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 BDHQ データファイルの内容（1/12） 
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図表 48. BDHQ データファイルの内容（2/12） 
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図表 48. BDHQ データファイルの内容（3/12） 
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図表 48. BDHQ データファイルの内容（4/12） 
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図表 48. BDHQ データファイルの内容（5/12） 
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図表 48. BDHQ データファイルの内容（6/12） 
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図表 48. BDHQ データファイルの内容（7/12） 
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図表 48. BDHQ データファイルの内容（8/12） 
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図表 48. BDHQ データファイルの内容（9/12） 
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図表 48. BDHQ データファイルの内容（10/12） 
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図表 48. BDHQ データファイルの内容（11/12） 
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図表 48. BDHQ データファイルの内容（12/12） 

 
 
 
 
 
 
 
 

① 「推定申告誤差」 
身体活動レベルはすべての回答者が「ふつう」であると仮定しており、その下に回

答者の性、年齢階級で身体活動レベル（ふつう）に相当する推定エネルギー必要量が

記載されている（妊婦・授乳婦の場合はこれらも考慮）。この値は日本人の食事摂取基

準（2015 年版）の値を用いているが、年齢階級の境界上で大きな不連続が生じないよ

うに数値をならした（smoothing を行った）値が記載されている。その下のエネルギ

ー摂取量とは BDHQ への回答から栄養価計算した結果である。これらのちがいが「推

定申告誤差」で、具体的には、以下の式で計算している。 

 

推定申告誤差（%）＝（エネルギー摂取量-推定エネルギー必要量）/推定エネルギー必要量×100 

 

全員に対して身体活動レベルを「ふつう」と設定していること、推定エネルギー必

要量は個人のエネルギー必要量ではないこと、食事アセスメントには必ず測定誤差が

伴うこと（特に過小申告の傾向が強いこと）、などの理由により、「エネルギーからみ

た推定申告誤差」が必ずしも本当の申告誤差を表しているわけではない。しかし、確

率的には、この値が 0（ゼロ）に近いほど、申告誤差が少なく、大きいほど申告誤差が

大きい可能性が示唆される。正の数値の場合は過大申告、負の数値の場合は過小申告

である。申告誤差が大きくなるほど、得られた結果（栄養価計算結果）の信頼度は低

いものと考えられる。じゅうぶんな科学的根拠があるわけではないが、経験的に、±

30％未満であれば、申告誤差はそれほど大きくなく、得られた結果（栄養価計算結果）

の信頼度は高いものと考え、その下の「エネルギーからみた申告誤差判定」に「適切」

と表示される。それより誤差が大きいと、「過小」または「過大」と表示される。この

値に根拠はなく、あくまでも目安のひとつとしていただきたい。 

他のどの種類の食事アセスメント法（たとえば食事記録法）で得られたエネルギー

摂取量でも、信頼度はあまり高くなく、食事指導では用いないことが勧められている

（参考：「日本人の食事摂取基準 2015」エネルギー）。エネルギー摂取量の過不足は食

事アセスメントによる結果ではなく、体重の増減や肥満度を用いて行うことが勧めら

れている。BDHQ でもこの原則に従い、BDHQ への回答から得られたエネルギー摂取量

は、上記のように、回答の信頼度を判断する資料としてのみ用いている。 

出所：http://www.nutrepi.m.u-tokyo.ac.jp/dhq/manual/res03.pdf 
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② 「密度法による摂取量」 
粗摂取量を a とすると、a×(1000/エネルギー摂取量) として計算される。pfood シ

ートに保存されている。 

出所：http://www.nutrepi.m.u-tokyo.ac.jp/dhq/manual/res03.pdf 

 
③ 「推定エネルギー必要量を摂取していると仮定した場合の摂取量」 

粗摂取量を a とすると、a×(推定エネルギー摂取量/エネルギー摂取量) として計

算される。短期間で大きな体重変動がない場合には個人はその個人の必要エネルギー

を摂取していると考えられる。そして、個人の必要エネルギーに確率的に最も近いの

は推定エネルギー必要量であると考えられる。そのため、短期間で大きな体重変動が

ない場合における各栄養素の摂取量は、この方法で求められた摂取量であると考えら

れる。したがって、「詳細編」以外のすべての結果票では、この「推定エネルギー必要

量を摂取していると仮定した場合の摂取量（g/日）」を使って結果を示したり、摂取量

の過不足の判断をしたりしている。efood シートに保存されている。 

出所：http://www.nutrepi.m.u-tokyo.ac.jp/dhq/manual/res03.pdf 

 
 栄養データの見方 

エネルギー摂取量と栄養素摂取量との間には、多くの場合、強い正の相関が認めら

れる。そのために、栄養素摂取量の過小・過大申告はエネルギー摂取量の過小・過大

申告に強く相関し、また、栄養素摂取量の日間変動はエネルギー摂取量の日間変動に

強く同期する。このため、エネルギー摂取量の過小・過大申告及び日間変動による影

響を可能な限り小さくした上で栄養素摂取量を評価することが望まれる。そのための

計算方法が幾つか知られており、これらはまとめてエネルギー調整と呼ばれている。

その一つとして、密度法が知られている。密度法では、エネルギー産生栄養素につい

ては、当該栄養素由来のエネルギーが総エネルギー摂取量に占める割合（％ エネルギ

ー）として表現される。エネルギーを産生しない栄養素については、一定のエネルギ

ー（例えば、1,000kcal）を摂取した場合に摂取した栄養素量（重量）で表現する。後

者に推定エネルギー必要量を乗じれば、推定エネルギー必要量を摂取したと仮定した

場合における当該栄養素の摂取量（重量/日）が得られる。 

出所：日本人の食事摂取基準（2020 年版）「日本人の食事摂取基準」策定検討会報告書ｐ27 

 

まずは、栄養素摂取量や食品摂取量など、粗摂取量の平均がどの程度か、市町村間

で平均に差があるのか、性・年代間で差があるのかを確認する。ここで市町村間や性・

年代別間で差がある場合、密度法による摂取量や推定申告誤差調整済み摂取量におい

ても差がある可能性があるため、それぞれのシートの結果についても差があるかどう

かを確認する。 

粗摂取量の平均に有意差がない場合でも、密度法による摂取量や推定申告誤差調整

済み摂取量では有意差がある可能性があり、しかもより高い精度で有意差がある可能

性があるため、それぞれのシートの結果について後述する t 検定により差を確認する

ことが望ましい。 
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 BDHQ 調査結果シートの見方；フロー図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

栄養素摂取量、食品摂取量の確認

（nutr、food、f_nutrシート）

全体平均、市町村間、性・年代間等

での平均値の比較

密度法による摂取量の確認

（pnutr、pfoodシート）

全体平均、市町村間、性・年代間等での平均値の比較

推定申告誤差調整済み摂取量の確認

（enutr、efoodシート）



 

76 
 

２． 食事と生活習慣等の関連性の分析 

食事と生活習慣等との関連性を分析するにあたって、BDHQ 調査で得られる調査デー

タと生活習慣調査で得られる調査データの中に、クロス集計や分析・評価軸のキーに

なる指標が含まれている。 

しかし、これらの指標の多くは連続変数（数量データ）になっているため、クロス

集計のキーとして使用する場合には、何らかの基準で連続変数を区切っていくつかの

群（グループ）を作成し、その群ごとにクロス集計や分析を行う必要がある。 

保健衛生分野で主に使われる連続変数と、その区分の方法については以下のとおり

である。 

「規則依存型」とは、ＢＭＩや喫煙指数など、一定の基準によって定義づけされた

データであり、このメリットは、今現在の保健事業や施策で使えるということで、デ

メリットは規則が変わると使えないことや過去との比較ができない（過去には違う形

での規則値があった，そもそも規則がなかったなど）ことである。また、データを年

次推移で見たい場合、規則の変更によって特定区間しか見られないというデメリット

や各群のサンプルサイズに偏りが生じる場合があり、該当者ゼロになることもある。

このため有意差が出にくいという傾向がある。 

 

【規則依存型の区分】 

 肥満度（ＢＭＩ）：体重（kg）÷（身長；ｍ）2 

＜日本肥満学会の基準＞ 

ＢＭＩ値 判定 

18.5 未満 低体重(痩せ型) 

18.5〜25 未満 普通体重 

25〜30 未満 肥満(1 度) 

30〜35 未満 肥満(2 度) 

35〜40 未満 肥満(3 度) 

40 以上 肥満(4 度) 

 

＜世界保健機関(WHO)の基準＞ 

ＢＭＩ値 判定 

16 未満 痩せすぎ 

16.00〜16.99 以下 痩せ 

17.00〜18.49 以下 痩せぎみ 

18.50〜24.99 以下 普通体重 

25.00〜29.99 以下 前肥満 

30.00〜34.99 以下 肥満(1 度) 

35.00〜39.99 以下 肥満(2 度) 

40.00 以上 肥満(3 度) 
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＜平成 29 年度調査の区分＞ 

ＢＭＩ値 判定 

18.5 未満 やせ 

25.0 未満 普通 

25.0 以上 肥満 

 
 適正飲酒量：純アルコール摂取量で約 20ｇ 

 
 喫煙指数（ブリンクマン指数）：1 日に吸うタバコの本数×喫煙している年数 

400 以上で肺がんのリスクが上がり、700 以上では COPD のみならず、咽頭がんや肺

がんのリスクが数十倍上がるという報告があり、女性はそれよりも低い値で危険とな

る。 

 
もう１つの区切り方は平均値や中央値、最頻値、四分位数といった、データから得

られた区分で区切る「データ依存型」である。中央値とは分析するデータを小さい順

に並べたとき、中央に位置する値のことである。最頻値とは分析するデータの中で一

番多く出現した値のことである。四分位数とは分析するデータを４つに等分した際の

値のことである。 

データ依存型で区切るときの基本は、区切った各群のサンプルサイズ同じにするこ

とで、そのためには平均値や最頻値ではなく中央値や四分位数で区切ると良い。また、

サンプルサイズを同じにすることで、各群の有意差が出やすいという特徴がある。 

 
 平均値、中央値等の集計結果（参考） 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

変数名 単位 平均値 中央値 最頻値 最小値 第1四分位数
第2四分位数

（中央値）
第3四分位数

第4四分位数
（最大値）

ＢＭＩ 指数 23.983 23.424 23.875 13.178 21.094 23.424 26.133 73.465

エネルギー kcal 1,753.883 1,667.434 1,782.450 117.090 1,318.235 1,667.434 2,096.438 7,138.727

食塩相当量 ｇ 10.030 9.477 10.872 1.521 7.520 9.477 11.869 48.188

アルコール ｇ 13.763 1.171 0.000 0.000 0.000 1.171 16.418 254.037
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３． 集計結果における地域データの読み取り方（市町村間の比較） 

地域間比較における前提条件として、「調査方法、調査対象者の属性（性別、年代等）、

調査項目、調査時期が同じであること」がある。加えて、比較する地域ごとの調査対

象者数、つまりサンプルサイズを同数にする必要がある。 

同数サンプルサイズとすることで、比較結果がより鮮明に得られるメリットがある

反面、人口の多い那覇市も、那覇市よりも人口が少ない沖縄市も同数のサンプルサイ

ズとなるため、この調査によって得られる沖縄県全体の結果は、沖縄県全体を代表す

る値ではないという、代表性欠落のデメリットもある。 

しかし、市町村としては、自市町村の結果と他市町村の結果を比べて、どこに、ど

のような違いがあるのかを把握し、その違いからどのような保健衛生行政を行うかを

検討することが重要である。 

このため、例として平成 29 年度調査における、浦添市と石垣市の調査結果の比較を

用いて市町村間の比較の方法について説明する。 

図表 51．は 浦添市と石垣市のアルコール摂取量をｔ検定によって比較した結果で、

「石垣市は浦添市に比べてアルコール摂取量が有意に高い」という結果となっている

（ｔ検定の方法は図表 54．図表 55．参照）。浦添市全体、石垣市全体の列にある数値

は、それぞれのアルコール摂取量平均値である。 

 
 浦添市と石垣市のアルコール摂取量の比較結果 

 
 
 
 
 
 
 

この平均値は石垣市・浦添市全住民に調査した結果ではなく、両市の住民の中から

無作為抽出した結果のため、真の値ではない。平成 29 年度調査では、たまたまこの平

均値になっただけで、将来同じ調査を行った場合、必ずこの平均値になるとは限らな

い。つまり、この平均値には「揺らぎ」があるということである。 

このように、全住民に対する調査（悉 皆
しっかい

調査という）で全住民から回答を得た結果

以外では、必ずこの「揺らぎ」が発生する。この「揺らぎ」のことを「幅」＝「バラ

つき」＝「標準偏差」（以下、標準偏差）という（図表 52．の①、②）。 

この標準偏差を疑似的に示したものが図表 53．である。「標準偏差」とは、母集団

（浦添市民や石垣市民など）から得られた個々のデータのバラつきを表すものである。

「標準誤差」とは、母集団から抽出された標本から標本平均を求める場合、標本平均

の値が母集団の平均に対してどの程度バラついているか（揺らいでいるか）という「標

本平均の標準偏差」を表すもので、サンプルサイズが大きくなると標準誤差は小さく

なる。  

シート名 変数名 栄養データ種別
石垣市
全体

浦添市
全体

p値

nutr アルコール
栄養素摂取量
（粗摂取量）

15.9 12.8 p<0.05

pnutr アルコール
栄養素摂取量

（密度法による摂取量）
6.2 4.6 p<0.01

enutr アルコール
栄養素摂取量（推定申告誤

差調整済み摂取量）
20.6 15.7 p<0.01
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 浦添市と石垣市のアルコール摂取量の分布例（イメージ図） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 標準偏差をより鮮明にした  
浦添市と石垣市のアルコール摂取量の分布例（イメージ図） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 52．の①、②の標準偏差は同じである。図表 53．の①、②、① ’と② ’もそれぞ

れ標準偏差は同じであるが、①と① ’、②と② ’の標準偏差は異なる。これは、浦添市と

石垣市の分布のうち、Ａ（Ａ ’）とＢ（Ｂ ’）でアルコール摂取の方法が異なることを意

味する。Ａ（Ａ ’）は分布のすそ野が広く、アルコール摂取量が少ない人から多い人ま

で、さまざまな摂取方法の方が存在している分布である。一方、Ｂ（Ｂ ’）は平均値に

非常に近い量を摂取する方が多い分布である。そこで、「浦添市よりも石垣市の方がア

ルコール摂取量は多い」とイメージできるのは、Ａ・Ａ ’の比較ではなく、Ｂ（Ｂ ’）の

比較の方である。しかし、Ａ（Ａ ’）とＢ（Ｂ ’）の「差」は同じであるのに、アルコー

ル摂取量平均値は同じである。 

これが平均値を「点」で捉えた場合と、「幅」も考慮した場合の違いであり、平均値

を「点」ではなく「幅」で捉えることが重要であることの説明となる。つまり、「幅」

石垣市平均人数

アルコール摂取量

有意差

あり

浦添市平均

幅＝バラツキ＝標準偏差

① ②

浦添市分布 石垣市分布
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も考慮すると、保健衛生行政のやり方として、石垣市は「アルコール対策」を実施し、

浦添市は実施しないという判断になる。 

このように結果によって決断が異なり、その決断を出すのに必要なのは有意差があ

るかどうかということである。「差」が同じであるのに決断が違うということは、「差」

よりも「幅」に依存しているということである。 

次に、有意差があるかどうかの検定（有意差検定）について、概略を説明する。 

まず、求められたアルコール摂取量の平均値は真の値ではなく、標本の平均である

ため揺らぎが生じる。このとき、図表 53．のＢ（Ｂ ’）の分布のうち 5 人程度がアルコ

ール摂取量に揺らぎが生じたとして、平均値に与える影響は少ないと考えられる。し

かし、Ａ（Ａ ’）の分布では 5 人のアルコール摂取量が揺らいだ場合、平均値の変動は

大きいと考えられる。標準誤差とは、この平均値が揺らぐ単位であり、「標準偏差÷平

均値を計算したデータ件数の平方根」で求められる。 

標準誤差＝
標準偏差

平均値を計算したデータ件数（人数）

 ＝揺らぎ 

 

このため、平均値の揺らぎは標準誤差のスパン（図表 53．の①、① ’、②、② ’）によ

って決まる。 

同じような調査を数回実施すると、このスパン以外の数値が出てくる可能性がある

が、おそらく浦添市よりも石垣市の方がアルコール摂取量は多くなり、たまに浦添市

の方が多くなるケースが発生する可能性がある。その場合、前述のとおりＢ（Ｂ ’）の

集団では平均値には影響は少なく、Ａ（Ａ ’）の集団の平均値に影響が強く出る。つま

りＢ（Ｂ ’）の分布は何回調査を実施しても、石垣市のアルコール摂取量の平均値は浦

添市のアルコール摂取量の平均値よりも高いという結果になる。 

このように、複数回の調査を実施しても石垣市の アルコール摂取量の平均値が浦

添市のアルコール摂取量の平均値よりも高くならない確率（偶然にも石垣市のアルコ

ール摂取量平均値＜浦添市のアルコール摂取量平均値とならない確率）をｐ値いう。 

ｐ値は、100 回調査したときに 5 回は異なる結果が出て場合 0.05（5％）、100 回に

1 回出た場合は 0.01（1％）となり、通常、100 回のうち 5 回（20 回のうち 1 回）まで

は許容し、ｐ値が 0.05 未満であれば「有意差あり」と判断する。 

図表 53．のＢ（Ｂ ’）は複数回の調査で異なる結果が得られる確率が非常に低いと考

えられ、Ａ（Ａ ’）はＢ（Ｂ ’）に比べて異なる結果が得られる確率が高いと考えられる。 

このように、平均値は同じであるが、幅の違いによって結論が違ってくることで、

石垣市は「アルコール対策」を実施し、浦添市は実施しないという判断につながる。 

 

実際にｔ検定による有意差を検定する場合、連続変数（アルコール摂取量や喫煙歴、

喫煙本数など）の検定と２値変数の検定では方法が異なる。 

連続変数の検定方法が図表 54．に、２値変数の検定方法が図表 55．に示した方法で

ある。 
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 ｔ検定実施方法（連続変数） 
 

1. 「t 検定」機能を使用するためにはエクセルのアドイン機能を有効にする必要がある。

有効にする操作は下図のとおり。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

①「ファイル」→オプションをクリック 

②アドイン

をクリック 

③分析ツールを

クリックする 

④設定をクリックする 

⑤分析ツールにチェックを

入れてＯＫをクリックする 
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2. 浦添市と石垣市のサンプルデータを用意する。用意したサンプルデータの中から比較

したいデータ（列）を新規ファイル（またはシート）に下図のようにコピーする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. エクセルの「データ」タブ→「データ分析」をクリックし、「t 検定：等分散を仮定し

た２標本による検定」を選択、OK をクリックする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

①変数 1 の入力範囲に浦添

市の問 24-1 喫煙年数（B

列）を指定する 

②変数 2 の入力範囲に石垣

市の問 24-1 喫煙年数（B

列）を指定する 

③出力先はサンプルデータ

が入力されているシートの

左側空欄を指定する（その

方が分かりやすい） 

④「ラベル」にチェックす

る（１行目に入力している

変数名を分析結果で返す） 

⑤ＯＫをクリック 

有意水準を入力する（通常

は 0.05 でよいが、精度を高

める場合は 0.01 とする） 
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4. 下表のような分析結果が得られ、その結果の見方は下図のとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5. 「4」～「5」を比較する変数分繰り返し、分析を行う。性・年代別など比較の場合も、

両市の各性・年代別ごとにサンプルデータを用意し「3」～「4」を繰り返す。 
 

 ｔ検定実施方法（2 値の比較） 
 

1. 市町村別に集計した集計表を用意する。今回の比較では浦添市全体と石垣市全体を

比較するとともに、それぞれの性・年代別の結果も比較したため、下表のように浦添

市と石垣市の２つの集計表を用いた。 
 

浦添市の集計表              石垣市の集計表 
 
  

t-検定: 等分散を仮定した２標本による検定

問24-1
喫煙年数
浦添市

問24-1
喫煙年数
石垣市

平均 24.85714 24.22314
分散 212.8159 209.3581
観測数 105 121
プールされた分散 210.9635
仮説平均との差異 0
自由度 224
t 0.327281
P(T<=t) 片側 0.371881
t 境界値 片側 1.651685
P(T<=t) 両側 0.743761
t 境界値 両側 1.970611

【結果の見方】 
浦添市民と石垣市民の喫煙者の平均喫

煙年数の差が統計的に有意であるかを

確認するために、有意水準 5％で両側

検定を行ったところ、t（224）
=0.33、p=0.74 であり、浦添市の喫煙

者と石垣市の喫煙者の平均喫煙年数の

差に有意差は見られなかった。 

問5

1 2 3 4 5 6 7
サ
ン
プ
ル
数

会
社
員

公
務
員

パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト

自
営
業

主
婦
・
家
事

専
業

学
生

無
職

無
回
答

600 131 72 131 99 57 10 99 1
男 性 若 年 層 98 36 26 15 13 1 5 2 0
男 性 壮 年 層 106 34 20 16 27 0 0 9 0
男 性 高 年 層 97 12 1 10 22 1 0 51 0
女 性 若 年 層 96 26 12 33 6 11 5 3 0
女 性 壮 年 層 114 20 13 44 15 13 0 9 0
女 性 高 年 層 89 3 0 13 16 31 0 25 1

サ
ン
プ
ル
数

会
社
員

公
務
員

パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト

自
営
業

主
婦
・
家
事

専
業

学
生

無
職

無
回
答

600 21.8 12.0 21.8 16.5 9.5 1.7 16.5 0.2
男 性 若 年 層 98 36.7 26.5 15.3 13.3 1.0 5.1 2.0 0.0
男 性 壮 年 層 106 32.1 18.9 15.1 25.5 0.0 0.0 8.5 0.0
男 性 高 年 層 97 12.4 1.0 10.3 22.7 1.0 0.0 52.6 0.0
女 性 若 年 層 96 27.1 12.5 34.4 6.3 11.5 5.2 3.1 0.0
女 性 壮 年 層 114 17.5 11.4 38.6 13.2 11.4 0.0 7.9 0.0
女 性 高 年 層 89 3.4 0.0 14.6 18.0 34.8 0.0 28.1 1.1

あなたの職業は何ですか。（ＳＡ）

性
・
年
代
別

単位：人
石垣市

性
・
年
代
別

単位：％
石垣市

問5

1 2 3 4 5 6 7
サ
ン
プ
ル
数

会
社
員

公
務
員

パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト

自
営
業

主
婦
・
家
事

専
業

学
生

無
職

無
回
答

604 206 31 110 41 80 29 102 5
男 性 若 年 層 100 55 9 11 3 0 17 4 1
男 性 壮 年 層 104 65 13 5 12 0 0 8 1
男 性 高 年 層 99 13 0 21 20 1 0 44 0
女 性 若 年 層 100 47 4 19 1 11 12 5 1
女 性 壮 年 層 104 23 5 35 4 26 0 10 1
女 性 高 年 層 97 3 0 19 1 42 0 31 1

サ
ン
プ
ル
数

会
社
員

公
務
員

パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト

自
営
業

主
婦
・
家
事

専
業

学
生

無
職

無
回
答

604 34.1 5.1 18.2 6.8 13.2 4.8 16.9 0.8
男 性 若 年 層 100 55.0 9.0 11.0 3.0 0.0 17.0 4.0 1.0
男 性 壮 年 層 104 62.5 12.5 4.8 11.5 0.0 0.0 7.7 1.0
男 性 高 年 層 99 13.1 0.0 21.2 20.2 1.0 0.0 44.4 0.0
女 性 若 年 層 100 47.0 4.0 19.0 1.0 11.0 12.0 5.0 1.0
女 性 壮 年 層 104 22.1 4.8 33.7 3.8 25.0 0.0 9.6 1.0
女 性 高 年 層 97 3.1 0.0 19.6 1.0 43.3 0.0 32.0 1.0

あなたの職業は何ですか。（ＳＡ）

性
・
年
代
別

単位：人
浦添市

性
・
年
代
別

単位：％
浦添市
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2. 浦添市全体と石垣市全体のサンプルサイズ、各選択肢の回答度数を、別途配布するエ

クセルファイル（2 群の差の検定シート.xlsx）に代入し p 値を算出する。 
 
  比率の差の検定方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３群以上の平均値の差を比較する場合は別の分析方法を用いるが、この方法によっ

て得られる結果は、「すべての群間で平均値に差はない」あるいは「すべての群の平均

値は同じ」というものになる。つまり、この結果では特定の群間での有意差や傾向な

どを見ることができない。 

このため、２群間の t 検定を複数行い、どの群間で差があるのかを見る方法を用い

る代替案がある。この方法では、検定する２群間の組み合わせが多くなり、組み合わ

せが多くなればなるほど、多くの組み合わせで算出される p 値を比較しなければなら

なくなるというデメリットもある。算出される p 値の数が多くなればなるほど、実際

には有意差がないのにもかかわらず、有意差があるとしてしまう過ちを犯す確率が高

くなる。 

このリスクを回避するためには、比較する基準カテゴリーを決めて、そのカテゴリ

ーといくつかの変数の比較を行うことで、算出されるｐ値の数を抑制することができ、

リスクを回避することが可能となる（例えば、壮年層を基準として若年層や高年層と

比較するなど）。 

 
このように実施した有意差検定結果は、クロス集計表に落とし込むことで、どのよ

うな層とどのような層に有意差があるのかを視覚的に把握することができる（図表

56．）。 

  

サンプルサイズ 600
度数 131

サンプルサイズ 604
度数 206

4.6784
0.0000

p>=0.05⇒有意差なし
p<0.05⇒有意差あり

１番目の群

２番目の群

ｚ値（連続性補正）
ｐ値

①石垣市のサンプル数を入力 

②浦添市のサンプル数を入力 

③石垣市の会社員の回答度数を入力 

④浦添市の会社員の回答度数を入力 

①～④まで入力すると、ここに P 値

が計算される 

この場合、p 値が 0.01 をはる

かに下回るため、1％の有意水

準で有意差ありとなる。 
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 有意差検定結果のクロス集計結果への表記例 
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４． 国民健康・栄養調査や県民健康・栄養調査との比較 

次に、国や沖縄県でこれまで実施してきた「国民健康・栄養調査」（以下、国民 DR）

や「県民健康・栄養調査」（以下、県民 DR）の結果と、平成 29 年度調査をどのように

比較するのかについて説明する。 

まず、国民 DR と県民 DR、平成 29 年度調査における調査方法の違いについてみる

と、国民 DR 及び県民 DR は、ある 1 日の食物摂取量を調査する「秤量食事記録法」で

あるのに対し、平成 29 年度調査は特定の 1 カ月間の食事歴を調査する、簡易型自記式

食事歴法調査「BDHQ 調査」である。 

いずれの調査方法も、人が食べているものや食べ方を明らかにするための「食事調

査」であり、調査結果からそれぞれ栄養摂取量や食物摂取量を算出することができる。

しかしながら、調査手法が違うことで、栄養摂取量や食物摂取量を算出するための前

提や定義がそれぞれ異なっている可能性があるため、調査手法が違うと単純に比較す

ることができない（図表 57．）。 

 
 健康・栄養調査における国、県、市町村の収集データの違い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このため、国民 DR や県民 DR の結果と平成 29 年度調査結果を比較可能とするため

に、平成 29 年度調査結果から国民 DR や県民 DR と比較可能な栄養素摂取量を推定す

る「推定式」を、東京大学大学院医学系研究科社会予防疫学分野教授の佐々木敏氏に

依頼して作成した。 

なお、推定式の作成にあたっては回帰分析の手法を用い、男女別に推定式を作成し

た。また、年齢による栄養素摂取量の違いに着目し、年齢調整を行わない推定式（回

帰式１）と年齢調整を行った推定式（回帰式２）の、計４パターンの推定式を作成し

た。 

その推定方法が図表 58．であり、作成した推定式が図表 59．図表 60．である。 

  

国
●●市 沖縄県

比較可能

比較可能

ＢＤＨＱ

ＢＤＨＱ

ＤＲ ＤＲ
比較不可
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 推定式作成方法 
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 DR 推定式（男性）a 
 
 
 
 
 
 
  

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 β α　 決定係数 β γ α　 決定係数
項目 b

1 摂取量－ｴﾈﾙｷﾞｰ(kcal) ◎ 1936.9 603.4 1940.2 565.1 0.05 1845.26 0.00 0.05 -0.86 1886.77 0.00
2 摂取量－総たんぱく質(g) ◎ 70.7 29.7 71.0 23.2 0.07 66.38 0.01 0.04 0.18 58.33 0.02
3 　摂取量－動物性たんぱく質(g) 41.5 23.5 40.9 20.2 0.14 35.27 0.02 0.12 0.07 32.09 0.03
4 　摂取量－植物性たんぱく質(g) 29.2 9.8 30.1 9.7 -0.04 31.19 0.00 -0.06 0.09 26.79 0.03
5 摂取量－総脂質(g) ◎ 56.8 21.8 63.1 29.3 0.07 59.13 0.00 0.09 -0.13 65.11 0.01
6 　摂取量－動物性脂質(g) 27.3 13.4 33.5 22.2 0.04 32.58 0.00 0.09 -0.17 40.06 0.02
7 　摂取量－植物性脂質(g) 29.5 11.0 29.6 15.2 0.15 25.12 0.01 0.15 0.03 23.59 0.01
8 　摂取量－ﾄﾘｱｼﾙｸﾞﾘｾﾛｰﾙ当量(g) - - - - - - - - - - -
9 摂取量－飽和脂肪酸(g) 14.6 5.9 16.5 8.6 -0.04 17.02 0.00 -0.01 -0.04 18.78 0.01
10 摂取量－一価不飽和脂肪酸(g) 20.3 7.9 22.9 12.0 0.11 20.76 0.00 0.13 -0.08 24.74 0.02
11 摂取量－多価不飽和脂肪酸(g) 14.6 5.5 13.4 5.7 0.05 12.58 0.00 0.05 0.00 12.56 0.00
12 摂取量－n-3系脂肪酸(g) 2.8 1.6 2.1 1.3 0.22 1.54 0.07 0.20 0.01 1.10 0.09
13 摂取量－n-6系脂肪酸(g) 11.8 4.2 11.1 5.0 0.07 10.21 0.00 0.08 -0.01 10.52 0.00
14 摂取量－ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ(mg) 410.5 203.2 359.1 220.6 0.13 306.59 0.01 0.13 -0.20 315.60 0.01
15 摂取量－炭水化物(g) ◎ 248.9 87.3 239.3 74.2 0.08 220.58 0.01 0.07 -0.19 230.73 0.01
16 摂取量－ﾅﾄﾘｳﾑ(mg) ◎ 4290.2 1518.3 3546.5 1318.1 -0.07 3840.48 0.01 -0.09 13.05 3253.48 0.03
17 摂取量－ｶﾘｳﾑ(mg) ◎ 2329.6 1053.1 2011.5 801.6 0.15 1672.36 0.04 0.09 12.62 1139.33 0.10
18 摂取量－ｶﾙｼｳﾑ(mg) ◎ 498.5 275.3 448.7 235.1 0.13 382.90 0.02 0.05 4.20 198.44 0.11
19 摂取量－ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ(mg) ○ 247.1 103.2 240.5 89.1 0.12 210.21 0.02 0.06 1.44 149.16 0.09
20 摂取量－ﾘﾝ(mg) 1055.4 454.8 963.2 334.5 0.09 866.33 0.02 0.05 4.43 675.75 0.06
21 摂取量－鉄(mg) 7.9 3.4 7.5 2.8 0.04 7.13 0.00 0.00 0.04 5.56 0.05
22 摂取量－亜鉛(mg) 8.2 3.0 8.2 2.8 0.08 7.54 0.01 0.08 -0.01 7.95 0.01
23 摂取量－銅(mg) 1.1 0.4 1.1 0.3 -0.02 1.08 0.00 -0.03 0.00 0.94 0.03
24 摂取量－ﾏﾝｶﾞﾝ(mg) 3.1 1.2 3.3 1.5 0.15 2.82 0.02 0.14 0.01 2.12 0.04
25 摂取量－ﾖｳ素(μg) - - - - - - - - - - -
26 摂取量－セレン(μg) - - - - - - - - - - -
27 摂取量－クロム(μg) - - - - - - - - - - -
28 摂取量－モリブデン(μg) - - - - - - - - - - -
29 摂取量－ﾋﾞﾀﾐﾝＡ(μgRE) ○ 784.6 647.6 538.0 531.8 0.00 538.67 0.00 -0.03 4.61 314.56 0.02
30 　摂取量－β-ｶﾛﾃﾝ当量(μg) 3780.8 2820.0 4268.9 4275.3 0.18 3589.23 0.01 0.15 21.73 2540.81 0.02
31 摂取量－ﾋﾞﾀﾐﾝＤ(μg) ○ 13.6 13.2 6.4 7.2 0.14 4.47 0.07 0.12 0.07 1.25 0.09
32 摂取量－ﾋﾞﾀﾐﾝＥ(mg) ○ 7.9 3.5 6.7 3.6 0.15 5.55 0.02 0.13 0.02 4.90 0.03
33 摂取量－ﾋﾞﾀﾐﾝＫ(μg) ○ 271.8 186.1 219.4 158.4 0.12 187.50 0.02 0.10 1.55 111.18 0.05
34 摂取量－ﾋﾞﾀﾐﾝＢ1(mg) ○ 0.8 0.3 0.9 0.5 -0.01 0.87 0.00 -0.06 0.00 0.72 0.02
35 摂取量－ﾋﾞﾀﾐﾝＢ2(mg) ○ 1.3 0.6 1.1 0.5 0.07 0.96 0.01 0.03 0.01 0.73 0.03
36 摂取量－ﾅｲｱｼﾝ(mgNE) ○ 18.3 9.0 15.8 8.7 0.10 13.96 0.01 0.06 0.08 10.13 0.04
37 摂取量－ﾋﾞﾀﾐﾝＢ6(mg) ○ 1.3 0.6 1.1 0.5 0.12 0.95 0.02 0.07 0.01 0.58 0.08
38 摂取量－ﾋﾞﾀﾐﾝＢ12(μg) ○ 9.5 8.2 5.7 7.0 0.09 4.87 0.01 0.08 0.02 3.69 0.01
39 摂取量－葉酸(μg) ◎ 320.2 166.8 255.5 113.5 0.12 218.24 0.03 0.07 1.72 140.50 0.09
40 摂取量－ﾊﾟﾝﾄﾃﾝ酸(mg) 6.2 2.5 5.1 2.0 0.04 4.83 0.00 0.02 0.01 4.26 0.01
41 摂取量－ﾋﾞｵﾁﾝ(μg) - - - - - - - - - - -
42 摂取量－ﾋﾞﾀﾐﾝＣ(mg) ○ 97.6 57.9 79.6 58.4 0.29 51.15 0.08 0.23 0.67 21.17 0.12
43 摂取量－総食物繊維(g) ◎ 11.2 5.0 12.9 6.3 0.23 10.33 0.03 0.15 0.09 6.17 0.09
44 　摂取量－水溶性食物繊維(g) ○ 2.8 1.4 3.0 1.5 0.18 2.46 0.03 0.12 0.02 1.54 0.07
45 　摂取量－不溶性食物繊維(g) ○ 8.0 3.5 9.4 4.7 0.21 7.76 0.02 0.13 0.07 4.54 0.09
46 摂取量－食塩相当量(g) ◎ 10.8 3.8 9.0 3.3 -0.07 9.76 0.01 -0.09 0.03 8.27 0.03
47 摂取量－たんぱく質ｴﾈﾙｷﾞｰ比(%) ◎ 14.5 3.3 16.2 8.0 -0.02 16.41 0.00 -0.01 -0.01 16.70 0.00
48 摂取量－脂肪ｴﾈﾙｷﾞｰ比(%) ◎ 26.6 6.8 32.6 19.2 0.40 21.88 0.02 0.45 -0.17 29.60 0.04
49 摂取量－炭水化物ｴﾈﾙｷﾞｰ比(%) ◎ 51.7 9.9 55.0 27.6 0.27 40.82 0.01 0.23 -0.22 54.57 0.03
50 摂取量－穀類(g) ◎ 437.0 195.2 436.8 175.9 0.10 391.00 0.01 0.08 -1.82 496.58 0.04
51 　摂取量－米・加工品(g) 324.1 176.6 339.6 172.5 0.23 265.82 0.05 0.21 -1.25 338.07 0.07
52 　摂取量－小麦・加工品類(g) 89.3 58.2 88.3 105.9 0.17 73.05 0.01 0.18 -0.45 96.17 0.01
53 　摂取量－その他穀類・加工品(g) 23.6 29.9 8.9 47.6 -0.12 11.61 0.01 -0.11 0.05 8.99 0.01
54 摂取量－いも類(g) 26.1 34.5 29.8 55.0 -0.08 31.94 0.00 -0.10 0.32 15.67 0.01
55 　摂取量－いも・加工品(g) - - - - - - - - - - -
56 　摂取量－でんぷん・加工品(g) - - - - - - - - - - -
57 摂取量－砂糖・甘味料類(g) ◎ 5.7 5.4 4.4 7.3 0.18 3.36 0.02 0.16 0.05 0.63 0.03
58 摂取量－豆類(g) 63.8 50.6 70.9 78.1 0.22 56.91 0.02 0.14 1.01 8.69 0.06
59 　摂取量－大豆・加工品(g) - - - - - - - - - - -
60 　摂取量－その他の豆・加工品(g) - - - - - - - - - - -
61 摂取量－種実類(g) - - - - - - - - - - -
62 摂取量－野菜類(g) ◎ 214.1 161.0 277.5 188.6 0.24 226.52 0.04 0.19 2.01 129.92 0.07
63 　摂取量－緑黄色野菜(g) 85.2 71.8 99.2 96.0 0.34 70.68 0.06 0.32 0.39 51.36 0.07
64 　摂取量－その他の野菜(g) 117.7 94.3 162.8 125.1 0.17 142.94 0.02 0.11 1.51 69.58 0.06
65 　摂取量－野菜ジュース(g) - - - - - - - - - - -
66 　摂取量－漬け物(g) 11.2 15.1 4.3 14.9 -0.10 5.39 0.01 -0.10 0.04 3.17 0.01
67 摂取量－果実類(g) 59.4 65.2 54.1 81.4 0.35 33.19 0.08 0.25 1.79 -55.73 0.21
68 　摂取量－生果(g) - - - - - - - - - - -
69 　摂取量－ジャム(g) - - - - - - - - - - -
70 摂取量－きのこ類(g) 10.1 9.2 11.1 22.6 0.49 6.14 0.04 0.50 -0.11 11.78 0.05
71 摂取量－海草類(g) 12.5 12.2 14.7 23.3 0.55 7.88 0.08 0.52 0.10 2.95 0.09
72 摂取量－魚介類(g) ◎ 79.8 71.8 59.6 66.1 0.25 39.99 0.07 0.19 0.85 -0.95 0.11
73 　摂取量－生魚介類(g) 44.4 43.0 41.6 58.4 0.11 36.52 0.01 0.06 0.59 7.33 0.03
74 　摂取量－魚介加工品(g) 35.4 37.2 18.0 29.4 0.28 8.04 0.13 0.25 0.30 -6.57 0.16
75 摂取量－肉類(g) ◎ 79.2 46.3 125.7 98.6 0.44 91.02 0.04 0.43 -1.30 160.68 0.09
76 　摂取量－畜肉(g) 38.0 28.3 64.4 85.2 1.08 23.20 0.13 1.08 -1.07 80.36 0.17
77 　　摂取量－ハム・ソーセージ類(g) 9.9 9.4 18.6 32.0 0.30 15.65 0.01 0.31 -0.06 18.92 0.01
78 　摂取量－鳥肉(g) 29.7 23.6 40.7 56.7 0.32 31.15 0.02 0.31 -0.18 40.99 0.02
79 　摂取量－肉類（内臓）(g) 1.5 3.2 2.1 15.9 0.20 1.80 0.00 0.19 0.02 0.75 0.00
80 　摂取量－その他の肉類(g) - - - - - - - - - - -
81 摂取量－卵類(g) 47.2 31.1 45.2 41.6 0.34 28.98 0.07 0.34 0.06 25.74 0.07
82 摂取量－乳類(g) 106.5 103.4 82.6 123.8 0.22 59.52 0.03 0.20 0.69 25.21 0.04
83 　摂取量－牛乳・乳製品(g) - - - - - - - - - - -
84 　摂取量－その他の乳類(g) - - - - - - - - - - -
85 摂取量－油脂類(g) ○ 13.2 6.1 14.3 10.7 0.30 10.37 0.03 0.29 -0.05 13.22 0.04
86 摂取量－菓子類(g) ◎ 41.0 40.0 17.9 39.3 0.04 16.27 0.00 0.04 -0.07 20.07 0.00
87 摂取量－嗜好飲料類(g) 809.6 492.3 676.2 663.1 0.34 398.63 0.06 0.35 -2.49 524.91 0.07
88 　摂取量－アルコール飲料(g) ◎ 214.7 369.8 228.4 471.0 0.38 147.59 0.09 0.38 -0.06 150.84 0.09
89 　摂取量－その他の嗜好飲料(g) ○ 595.0 355.6 447.7 449.4 0.23 311.30 0.03 0.24 -2.17 419.21 0.04
90 摂取量－調味料・香辛料類(g) ○ 27.8 13.6 70.7 79.7 0.04 69.68 0.00 0.12 -0.67 103.24 0.02
91 　摂取量－しょうゆ(g) ○ 1.6 0.5 10.7 11.6 -3.80 16.63 0.02 -3.50 0.05 13.49 0.03
92 　摂取量－塩(g) ○ 3.4 1.4 1.7 1.7 0.06 1.53 0.00 0.07 0.00 1.72 0.00
93 　摂取量－マヨネーズ(g) ○ 5.4 5.3 1.5 3.7 0.10 0.97 0.02 0.10 -0.01 1.64 0.02
94 　摂取量－味噌(g) ○ 17.5 11.6 11.3 11.8 0.26 6.84 0.06 0.24 0.14 -0.19 0.10
95 　摂取量－その他の調味料(g) - - - - - - - - - - -
96 　摂取量－香辛料・その他(g) - - - - - - - - - - -

a: H28年度BDHQ及びDR (n 312)のうち、推定式作成群 (n 156)を使用した。

c: 回帰式1 DR= βBDHQ +α 

d: 回帰式2 DR= βBDHQ +γage＋α

b: DR推定値算出優先項目

BDHQ (n 156) DR (n 156) 回帰式1c 回帰式2d
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 DR 推定式（女性）a 
 
 
 
 
 
 
  

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 β α　 決定係数 β γ α　 決定係数
項目 b

1 摂取量－ｴﾈﾙｷﾞｰ(kcal) ◎ 1689.2 548.4 1586.6 437.6 0.03 1527.74 0.00 0.04 -1.33 1594.18 0.00
2 摂取量－総たんぱく質(g) ◎ 64.5 26.1 60.3 21.0 0.19 47.86 0.06 0.19 0.06 45.22 0.06
3 　摂取量－動物性たんぱく質(g) 37.8 20.5 31.5 16.7 0.16 25.59 0.04 0.17 -0.09 29.85 0.04
4 　摂取量－植物性たんぱく質(g) 26.8 9.1 28.8 10.0 0.12 25.59 0.01 0.11 0.15 17.64 0.08
5 摂取量－総脂質(g) ◎ 53.2 20.8 52.5 20.6 0.11 46.47 0.01 0.13 -0.13 52.99 0.03
6 　摂取量－動物性脂質(g) 24.9 12.4 25.9 14.6 0.07 24.09 0.00 0.11 -0.18 32.77 0.05
7 　摂取量－植物性脂質(g) 28.3 10.6 26.6 12.9 0.14 22.71 0.01 0.13 0.05 20.33 0.02
8 　摂取量－ﾄﾘｱｼﾙｸﾞﾘｾﾛｰﾙ当量(g) - - - - - - - - - - -
9 摂取量－飽和脂肪酸(g) 13.7 5.6 14.0 6.4 0.10 12.69 0.01 0.11 -0.06 15.77 0.03
10 摂取量－一価不飽和脂肪酸(g) 18.8 7.7 18.2 8.2 0.06 17.14 0.00 0.08 -0.08 20.91 0.03
11 摂取量－多価不飽和脂肪酸(g) 13.9 5.5 11.4 4.8 0.11 9.84 0.02 0.10 0.02 9.09 0.02
12 摂取量－n-3系脂肪酸(g) 2.6 1.3 1.8 1.0 0.11 1.50 0.02 0.11 0.00 1.48 0.02
13 摂取量－n-6系脂肪酸(g) 11.3 4.4 9.5 4.1 0.12 8.11 0.02 0.11 0.02 7.38 0.02
14 摂取量－ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ(mg) 364.1 171.0 267.2 145.0 0.11 226.23 0.02 0.12 -0.16 233.95 0.02
15 摂取量－炭水化物(g) ◎ 217.5 78.4 208.8 59.3 0.00 209.84 0.00 -0.01 0.05 207.05 0.00
16 摂取量－ﾅﾄﾘｳﾑ(mg) ◎ 3798.2 1359.7 3065.2 1136.2 0.16 2469.07 0.04 0.17 -4.02 2650.42 0.04
17 摂取量－ｶﾘｳﾑ(mg) ◎ 2306.0 1022.2 2006.8 882.5 0.31 1281.02 0.13 0.28 10.54 772.28 0.17
18 摂取量－ｶﾙｼｳﾑ(mg) ◎ 481.2 235.0 438.9 254.0 0.38 255.19 0.12 0.33 3.18 104.28 0.17
19 摂取量－ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ(mg) ○ 231.8 92.6 229.3 97.2 0.37 144.36 0.12 0.31 1.59 69.49 0.20
20 摂取量－ﾘﾝ(mg) 970.3 393.1 843.9 317.6 0.22 634.89 0.07 0.19 2.25 531.30 0.09
21 摂取量－鉄(mg) 7.5 3.2 7.0 3.0 0.24 5.18 0.07 0.21 0.04 3.39 0.11
22 摂取量－亜鉛(mg) 7.5 2.7 7.1 2.3 0.15 6.00 0.03 0.15 0.00 5.89 0.03
23 摂取量－銅(mg) 1.0 0.4 1.0 0.3 0.17 0.81 0.04 0.15 0.00 0.58 0.09
24 摂取量－ﾏﾝｶﾞﾝ(mg) 2.9 1.2 3.0 1.4 0.16 2.58 0.02 0.17 0.02 1.25 0.10
25 摂取量－ﾖｳ素(μg) - - - - - - - - - - -
26 摂取量－セレン(μg) - - - - - - - - - - -
27 摂取量－クロム(μg) - - - - - - - - - - -
28 摂取量－モリブデン(μg) - - - - - - - - - - -
29 摂取量－ﾋﾞﾀﾐﾝＡ(μgRE) ○ 754.5 570.5 691.3 1082.9 0.53 294.92 0.08 0.52 1.61 212.84 0.08
30 　摂取量－β-ｶﾛﾃﾝ当量(μg) 3981.6 2805.8 4138.0 3228.1 0.22 3275.29 0.04 0.19 34.40 1477.78 0.07
31 摂取量－ﾋﾞﾀﾐﾝＤ(μg) ○ 12.7 11.1 5.1 6.5 0.07 4.26 0.01 0.06 0.01 3.53 0.02
32 摂取量－ﾋﾞﾀﾐﾝＥ(mg) ○ 7.7 3.3 6.0 3.1 0.23 4.29 0.06 0.20 0.03 3.07 0.08
33 摂取量－ﾋﾞﾀﾐﾝＫ(μg) ○ 285.1 184.5 224.2 185.8 0.27 147.27 0.07 0.26 1.35 75.07 0.09
34 摂取量－ﾋﾞﾀﾐﾝＢ1(mg) ○ 0.7 0.3 0.8 0.4 0.23 0.61 0.03 0.21 0.00 0.47 0.05
35 摂取量－ﾋﾞﾀﾐﾝＢ2(mg) ○ 1.2 0.5 1.0 0.6 0.29 0.68 0.07 0.27 0.00 0.50 0.08
36 摂取量－ﾅｲｱｼﾝ(mgNE) ○ 17.0 8.0 13.1 6.3 0.16 10.47 0.04 0.16 -0.01 11.12 0.04
37 摂取量－ﾋﾞﾀﾐﾝＢ6(mg) ○ 1.2 0.5 1.0 0.5 0.25 0.71 0.08 0.22 0.01 0.47 0.12
38 摂取量－ﾋﾞﾀﾐﾝＢ12(μg) ○ 8.5 6.4 4.2 5.6 0.08 3.57 0.01 0.09 -0.01 4.12 0.01
39 摂取量－葉酸(μg) ◎ 314.5 160.2 272.8 151.9 0.34 166.97 0.13 0.31 1.61 85.51 0.16
40 摂取量－ﾊﾟﾝﾄﾃﾝ酸(mg) 5.8 2.3 4.8 1.8 0.19 3.68 0.06 0.18 0.01 3.24 0.06
41 摂取量－ﾋﾞｵﾁﾝ(μg) - - - - - - - - - - -
42 摂取量－ﾋﾞﾀﾐﾝＣ(mg) ○ 103.0 60.4 90.7 63.7 0.35 54.82 0.11 0.31 0.77 16.18 0.15
43 摂取量－総食物繊維(g) ◎ 11.1 5.2 13.9 7.5 0.48 8.63 0.11 0.44 0.10 3.82 0.16
44 　摂取量－水溶性食物繊維(g) ○ 2.8 1.4 3.3 2.0 0.38 2.24 0.07 0.34 0.02 1.03 0.11
45 　摂取量－不溶性食物繊維(g) ○ 7.9 3.6 10.0 5.4 0.47 6.29 0.10 0.43 0.07 2.96 0.14
46 摂取量－食塩相当量(g) ◎ 9.6 3.4 7.8 2.9 0.16 6.26 0.04 0.17 -0.01 6.73 0.04
47 摂取量－たんぱく質ｴﾈﾙｷﾞｰ比(%) ◎ 15.3 3.4 15.6 7.1 0.38 9.80 0.03 0.40 -0.02 10.61 0.03
48 摂取量－脂肪ｴﾈﾙｷﾞｰ比(%) ◎ 28.4 6.3 30.7 15.5 0.24 23.85 0.01 0.27 -0.13 30.13 0.03
49 摂取量－炭水化物ｴﾈﾙｷﾞｰ比(%) ◎ 51.8 8.7 54.4 23.2 0.14 47.01 0.00 0.13 -0.06 51.07 0.00
50 摂取量－穀類(g) ◎ 358.7 170.6 344.0 130.9 0.09 311.34 0.01 0.09 -1.07 370.01 0.03
51 　摂取量－米・加工品(g) 274.0 143.5 253.9 136.6 0.17 208.64 0.03 0.17 -0.81 252.99 0.04
52 　摂取量－小麦・加工品類(g) 71.4 47.0 74.3 81.9 0.05 70.56 0.00 0.05 -0.45 95.19 0.01
53 　摂取量－その他穀類・加工品(g) 13.3 19.2 15.8 62.3 -0.22 18.70 0.00 -0.21 0.17 9.52 0.01
54 摂取量－いも類(g) 29.7 41.9 30.6 44.7 -0.02 31.07 0.00 -0.02 0.13 24.20 0.00
55 　摂取量－いも・加工品(g) - - - - - - - - - - -
56 　摂取量－でんぷん・加工品(g) - - - - - - - - - - -
57 摂取量－砂糖・甘味料類(g) ◎ 4.6 4.1 4.5 7.1 0.06 4.20 0.00 0.00 0.07 0.77 0.03
58 摂取量－豆類(g) 63.8 45.1 84.1 103.6 0.43 56.84 0.03 0.36 1.76 -35.71 0.12
59 　摂取量－大豆・加工品(g) - - - - - - - - - - -
60 　摂取量－その他の豆・加工品(g) - - - - - - - - - - -
61 摂取量－種実類(g) - - - - - - - - - - -
62 摂取量－野菜類(g) ◎ 219.6 146.1 275.3 176.0 0.31 207.23 0.07 0.30 1.39 133.59 0.08
63 　摂取量－緑黄色野菜(g) 90.3 65.5 94.9 91.5 0.42 56.96 0.09 0.41 0.48 31.29 0.10
64 　摂取量－その他の野菜(g) 118.2 83.9 163.9 125.5 0.17 143.89 0.01 0.16 0.87 97.47 0.03
65 　摂取量－野菜ジュース(g) - - - - - - -
66 　摂取量－漬け物(g) 11.0 16.0 3.0 8.2 0.03 2.65 0.00 0.03 -0.03 4.04 0.01
67 摂取量－果実類(g) 81.2 73.0 86.3 104.1 0.51 45.24 0.13 0.39 2.08 -59.60 0.24
68 　摂取量－生果(g) - - - - - - - - - - -
69 　摂取量－ジャム(g) - - - - - - - - - - -
70 摂取量－きのこ類(g) 11.3 12.6 17.7 38.2 0.59 11.03 0.04 0.60 -0.04 13.37 0.04
71 摂取量－海草類(g) 12.4 12.9 14.4 24.4 0.35 10.08 0.03 0.33 0.14 2.82 0.04
72 摂取量－魚介類(g) ◎ 72.3 56.4 44.0 55.8 0.17 31.39 0.03 0.17 0.03 30.09 0.03
73 　摂取量－生魚介類(g) 36.4 29.5 27.0 46.7 0.17 20.71 0.01 0.17 0.03 19.12 0.01
74 　摂取量－魚介加工品(g) 35.9 35.0 17.0 29.0 0.17 11.07 0.04 0.17 0.00 11.06 0.04
75 摂取量－肉類(g) ◎ 71.5 48.6 96.9 69.4 0.26 78.52 0.03 0.26 -0.75 119.12 0.07
76 　摂取量－畜肉(g) 34.8 29.0 45.1 48.9 0.30 34.56 0.03 0.31 -0.48 60.58 0.06
77 　　摂取量－ハム・ソーセージ類(g) 8.4 7.8 11.8 22.2 -0.01 11.92 0.00 -0.01 -0.12 18.31 0.01
78 　摂取量－鳥肉(g) 26.9 25.5 37.0 56.8 0.16 32.62 0.01 0.16 -0.18 42.75 0.01
79 　摂取量－肉類（内臓）(g) 1.4 3.2 3.1 13.6 0.90 1.82 0.05 0.89 0.02 1.00 0.05
80 　摂取量－その他の肉類(g) - - - - - - - - - - -
81 摂取量－卵類(g) 40.4 26.6 31.4 28.9 0.23 22.20 0.04 0.23 0.01 21.53 0.04
82 摂取量－乳類(g) 104.1 90.9 94.2 122.5 0.23 70.65 0.03 0.22 0.57 40.34 0.03
83 　摂取量－牛乳・乳製品(g) - - - - - - - - - - -
84 　摂取量－その他の乳類(g) - - - - - - - - - - -
85 摂取量－油脂類(g) ○ 12.6 5.7 10.5 8.1 -0.06 11.28 0.00 -0.04 -0.07 14.71 0.02
86 摂取量－菓子類(g) ◎ 42.6 31.5 23.8 37.9 0.15 17.30 0.02 0.14 -0.13 24.88 0.02
87 摂取量－嗜好飲料類(g) 679.9 427.0 494.2 394.6 0.23 339.66 0.06 0.23 -1.57 426.16 0.07
88 　摂取量－アルコール飲料(g) ◎ 103.8 233.1 58.8 191.2 0.14 43.93 0.03 0.14 -1.40 120.68 0.05
89 　摂取量－その他の嗜好飲料(g) ○ 576.2 355.3 435.4 345.3 0.22 306.04 0.05 0.22 -0.17 315.20 0.05
90 摂取量－調味料・香辛料類(g) ○ 24.9 14.9 62.6 61.4 -0.34 71.04 0.01 -0.25 -0.48 95.19 0.02
91 　摂取量－しょうゆ(g) ○ 1.4 0.4 9.6 10.2 -0.35 10.08 0.00 -0.51 0.06 7.18 0.01
92 　摂取量－塩(g) ○ 3.1 1.2 1.2 1.3 -0.04 1.33 0.00 -0.02 -0.01 1.71 0.01
93 　摂取量－マヨネーズ(g) ○ 4.9 5.3 1.4 3.5 0.01 1.30 0.00 0.01 -0.01 1.82 0.00
94 　摂取量－味噌(g) ○ 15.4 12.6 9.6 10.1 0.16 7.07 0.04 0.16 0.04 5.20 0.05
95 　摂取量－その他の調味料(g) - - - - - - - - - - -
96 　摂取量－香辛料・その他(g) - - - - - - - - - - -

 BDHQ (n 184)  DR (n 184) 回帰式1c 回帰式2d

b: DR推定値算出優先項目

a: H28年度BDHQ及びDR (n 365)のうち、推定式作成群 (n 184)を使用した。

c: 回帰式1 DR= βBDHQ +α 

d: 回帰式2 DR= βBDHQ +γage＋α
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推定式の作成にあたっては、回帰分析の手法を用いている。回帰分析とは、原因と

考えられる変数（説明変数：Ｘ）と結果となる変数（目的変数：Ｙ）の間に一方的な

因果関係があると考え、結果となる変数の変動は 1 個あるいは複数個の説明変数によ

って説明できると考えるもので、その平均的な関係を示す「回帰式」を求める手法で

ある。 

 

回帰式例：Ｙ＝ａ1Ｘ1＋ａ2Ｘ2＋ａ3Ｘ3・・・・＋ｂ 

Ｙ：目的変数 

Ｘ1、Ｘ2、Ｘ3：説明変数 

ａ1、ａ2、ａ3：回帰係数（傾き） 

ｂ：定数項（切片） 

 

 

図表 61．は野菜摂取量の回帰式を求める際の個々の回答者の回答データを図にした

ものである。横軸（x 軸；説明変数）に BDHQ 調査で回答した野菜摂取量、縦軸（y 軸：

目的変数）に同一回答者の DR での野菜摂取量、●の１つ１つが回答者という図であ

る。 

BDHQ 調査の野菜摂取量と DR の野菜摂取量には因果関係があるものとして、その因

果関係がどのような曲線（直線）となるのかを式で表したものが回帰式である。 

図中の点線を回帰直線といい、個々の回答者のプロット位置から矢印で示した距離

の二乗和が最小になるように引いた直線である。この方法を最小二乗法という。 

このようにして栄養素ごとに推定式を作成し、作成した推定値に BDHQ 調査で得ら

れた値（BDHQ 調査と DR 調査のサンプルは、回帰式作成用のサンプルと検証用のサン

プルの２群に分け、さらにそれらを男女で分けた４つ群を作成しており、検証用のサ

ンプルの値を代入した）を代入することで、図表 64．や図表 65．に示す推定値を算出

している。 

 
 回帰式の求め方 

 
 
 
 
  

y DR_野菜摂取量

0 x
BDHQ_野菜摂取量

　　調査対象者の野菜摂取量
　　から → の差の二乗和が最小になるように引いた直線が回帰直線

傾き＝回帰係数＝β

切片＝α（エラー）

回帰直線
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推定式で得られた推計値は図表 62．や図表 63．のようにグラフで表現するとより比

較しやすくなる。 

図表 62．は男女別の値を比較することを目的として作成したグラフである。このた

め、「男女」の順に平成 29 年度調査、DR1 平均値、DR2 平均値、県平均値、全国平均値

と並んでいる。しかし、「栄養素摂取量は男女で明らかに異なる」ということが既知の

事実であれば、平成 29 年度調査、DR1 平均値、DR2 平均値、県平均値、全国平均値ご

との比較に着目した方がよいかもしれない。 

その場合、図表 63．のようなグラフの方が比較しやすい。グラフ作成においては、

何を、どのように比較するのかを考えて、最適な表現方法でグラフを作成することが

重要である。 

 
 男女別比較を目的としたグラフ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 国、県との比較を目的としたグラフ 
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 DR 推定式で得られた推定値と国民 DR や県民 DR との比較結果（粗摂取量） 
 
 
 
 
  



 

93 
 

  DR 推定式で得られた推定値と国民 DR や県民 DR との比較結果（食品群別摂取量） 
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第６章  調査実施及び調査結果活用における重要点 

本章では、これまでに記述してきた「調査設計～調査実施～集計分析～評価と活用」

の中で、重要と思われる箇所を再掲する形で整理した。 

 

１． 調査設計における重要点 

 調査設計における重要点 

 質問項目は、調査対象者の「属性（性別、年齢、職業など）」「実態（知識・行

動）」「意識（食事や健康に対する意識・イメージなど）」を中心に設計する。 

 調査票のボリュームは、郵送調査の場合、30 問以内（A4 版で 8 ページ以内）が一

般的で、これを超えると脱落などにより回収率が低下する可能性がある。 

 調査票は簡潔であること。 

 誰でもが理解できる言葉づかいとし、専門用語、業界用語、流行語は極力避ける。 

 いろいろな意味に解釈できる言葉は使用しない。 

 誘導的な設問や特定の状況を想定させる設問は避ける。 

 １つの設問で複数のことを聞かない。 

 必要以上にプライバシーに触れない。 

 設問相手を明確にする。 

 論理的な順序で並べる。また設問の対象となる時制や内容を一致させる。 

 現在の設問と過去のことを聞く設問が交互に出されると、回答者が混乱する。 

 簡単で答えやすい設問から始める。 

 一般的な設問から、個々の具体的な事象に対する設問という流れで進む。 

 事実を尋ねる設問を前に、意識を尋ねる設問は後にした方が答えやすい。 

 総合評価は、個別評価の後に尋ねる。 

 重要な設問は、できるだけ前半に持ってくることによって、記入漏れを防ぐ。 

 対象者の属性は最後に持ってくる。対象者のプライバシーに関する設問（例えば年

収や役職等）は、どうしても必要な場合以外は除く。 

 
 サンプルサイズ設定における重要点 

 標本誤差を考慮すると、各層の傾向や差異を分析するためには最低でも 100 人の回

答が必要という視点から、男女とも若年層（20 歳～39 歳）、壮年層（40 歳～64

歳）、高年層（65 歳～74 歳）の各層で 100 人の回収を確保できるように調査対象者

数を設定する。 

 平成 29 年度調査における郵送での平均回収率は約 30％である。この平均回収率を

もとに、性・年代別の各層で 100 人を回収できるよう、調査対象者数を設定するこ

とが重要である。郵送調査で未回答の対象者に訪問回収を行うことは、労力的、コ

スト的、時間的に望ましくない。郵送調査だけで性・年代の各層を 100 人回収でき

る調査対象者数の設定が重要である。 
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 スケジュール設定における重要点 

 調査企画から集計・分析・報告書作成までに要する期間は最短で約９ヶ月である。

この期間に他の事務・事業等を実施するために必要な時間等を考慮すると、余裕を

持ったスケジュールを確保する必要がある。 

 ９ヶ月の間で作成された報告書を公表するには、各市町村における公表に関する事

務手続き等が必要となる。この手続きに要する期間を含めた機関が調査結果公表ま

でにかかる期間となることに留意が必要である。 

 
２． 調査実施における重要点 

 調査対象者の選定・抽出、調査票封入・封緘・発送における重要点 

№ 問題点 課題 

1 個人情報を外部機関に提供するための手

続きが想定以上に時間がかかり、一部市

町村では住民票閲覧・転記を実施したた

め、調査開始が遅れた。 

・手続きの迅速化 
・余裕を持ったスケジューリング 
・抽出方法の統一化 
・宛名ラベルの出力、貼り付けを市町村

内部で行うなど、外部機関に依存しない

調査対象者の選定・抽出方法等の検討 
2 外字処理対象者の特定と処理方法が市町

村によって異なっていた。 
・外字処理対処方法の明確化、統一化 
・宛名ラベルの出力、貼り付けを市町村

内部で行うなど、外部機関に依存しない

調査対象者の選定・抽出方法等の検討 
3 １市町村当たり回収目標 600ｎ、回収率

42.9％に対する設定サンプル数が少な

く、回収率が低位にとどまった（31.4％）。 

・１市町村当たり 600ｎを目標とする場

合、設定調査対象者数は 2,000 人必要（回

収率 30％を想定） 
4 一部市町村では住民票閲覧・転記を実施

したため、コストアップとなった。 
・手続きの迅速化 
・余裕を持ったスケジューリング 

5 外字処理対象者は手書きで対応し、時間

ロス、コストアップとなった。 
・宛名ラベルの出力、貼り付けを市町村

内部で行うなど、外部機関に依存しない

調査対象者の選定・抽出方法等の検討 
 

 調査実施時における重要点 

№ 問題点 課題 

1 個人情報の提供時期が市町村単位で異な

る、手続きに時間がかることで、事前ハ

ガキを発送できない市町村が 4 市町村発

生、市町村の広報紙への掲載が間に合わ

ず、調査票回収締切日を２回延期した。 

・手続きの迅速化 
・余裕を持ったスケジューリング 

2 BDHQ 票（生活習慣票）のみを返送する

対象者があり、死に票になった。 
・2 種類で 1 セットであり、両方を回答

してもらうように強調 
3 BDHQ 票に ID の記入がない票があり、

生活習慣票の ID を見て付記した。 
・2 種類で 1 セットであり、両方を回答

してもらうように強調 
予め ID を記入して送付する。 

4 回収率が低位にとどまったため、督促状

発送を 2 回実施した。 
・１市町村当たり 600ｎを目標とする場
合、設定調査対象者数は 2,000 人必要（回
収率 30％を想定） 
・督促状発送を 2 回実施して 30％強の回
収率であるため、当初から 2 回の督促状
発送の想定が必要 
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 訪問回収調査実施時における重要点 

№ 問題点 課題 

1 郵送調査回収数が低位にとどまったた

め、訪問回収対象者数が増加した（当初

640 件程度⇒実際 1,400 件）。 

・訪問回収調査を行わなくても必要回収

数を確保できるサンプル数設定 
・それでも不足する場合に訪問回収調査

を実施 
2 2 回の督促状を発送しても未回答の対象

者へのアプローチが難しい（会えない、

会えても拒否が多い、回答する意志がな

い）。 

・訪問回収調査を行わなくても必要回収

数を確保できるサンプル数設定 
・早い段階での調査対象者以外の対象者

への振替実施 
3 振替調査の実施は当初の調査対象者の年

齢と全く同じ対象者への振替ではなくな

るため、標本抽出の精度が低くなる（非

標本誤差が大きくなる）。 

・訪問回収調査を行わなくても必要回収

数を確保できるサンプル数設定（郵送調

査のみで目標数を確保できるサンプル設

定） 
4 寒波厳しい時期、さとうきび収穫の繁忙

期のため、対象者が玄関先まで出てきて

くれない、協力してくれない。 

・実施時期を早めて対象者も協力しやす

い時期に調査を実施 

5 訪問時に「すでに回答した」という対象

者がいたが、ID を記入していない（不正

確な ID を記入）BDHQ 票のみを返送し

ており、返送のトレースができない。対

象者に不信感を持たれる。 

・2 種類で 1 セットであり、両方を回答

してもらうように強調 
・ID を必ず記入してもらうよう強調 
・予め ID を記入して送付する。 
・訪問回収調査を行わなくても必要回収

数を確保できるサンプル数設定 
・それでも不足する場合に訪問回収調査

を実施 
6 住民票を移さずに転出している対象者が

多い。 
・転出者数を見越したサンプル数設定 
・訪問回収調査を行わなくても必要回収

数を確保できるサンプル数設定 
7 調査を依頼した方とは別の方が記入した

ため、性別、年代が合わなくなった。 
・対象者本人が回答するよう説明 
・郵送の場合はその旨明記する。 

8 BDHQ 票の記入内容不備の票があり、入

力できなかった。 
・記入例をよく読んで記入するよう分か

りやすい形で依頼する。 
9 身長、体重がブランクの場合、入力不可

となる（個人情報の中でも機微な情報の

ため、記入したがらない）。 

・性別、年代の平均身長、体重で処理が

可能か検討する。 
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３． 集計における重要点 

 回収票入力における重要点 

 BDHQ 調査票に ID 番号を書き写しているかどうかを確認し、書き写していない票

は、生活習慣調査票の ID を書き写し、２種の調査票を別々に保管せず、セットの

状態で保管する。 

 返信用封筒の中に生活習慣調査票、BDHQ 調査票のいずれかしか入っていない（回

答していない）場合は、当該回収票は集計・分析から除外するため、無効票として

取り扱う。 

 最低でも「ID 番号を記入」「身長と体重、生年月日を記入」「設問の 2/3 以上回答

している」票を有効票として入力対象とする。 

 回収した調査票に記入されている ID 番号によって調査対象者の個人情報にアクセ

スできる環境にあるため、個人情報・個人情報データベースとなる。このため、個

人情報保護の観点から、回収票及び入力したデータ等の紛失、毀損、滅失、漏えい

等がないように厳重に管理する必要がある。 

 当該調査全体やデータ入力業務を外部委託する場合、個人情報保護に関するマネジ

メントシステムを構築し、プライバシーマークなどの認証を取得している企業を選

定することが望ましい。 

 入力は必ずベリファイ入力（二度入力）する。また、ベリファイ入力は、1 回目の

入力者と 2 回目の入力者を変更して入力することが望ましい。 

 入力終了後、集計の前に入力異常値のチェックや論理矛盾のデータチェックを行

い、適宜データを修正する。また、どのようなチェックを行ったか、そのチェック

によってどのようにデータを修正したかを必ず記録しておく。 

 
 集計における重要点 

 「とりあえず集計してみる」といったなりゆきまかせの集計ではなく、目標・目的

に対してどのようにアプローチすればよいか、そのアプローチにはどのような集計

が必要かを熟考する。 

 クロス集計によって得られる効果は、「仮説の検証」と「新たな発見」の２つであ

る。この２つ効果を得るために、どの設問をどの項目とクロス集計すれば検証でき

るのか、あるいは新たな仮説ができるのかを具体的に検討し、「見える化」するこ

とが重要である。この「見える化」のために集計計画表を活用する。 
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４． 評価と活用における重要点 

 栄養データの取り扱いにおける重要点 

 BDHQ 調査による栄養データの種類は下表に示す種類がある。 

 
シート名 内容 

nutr 栄養素摂取量（粗摂取量） 
enutr  栄養素摂取量（推定申告誤差調整済み摂取量） 
pnutr  栄養素摂取量（密度法による摂取量） 
food（BDHQ15y、3y は food2） 食品摂取量（粗摂取量） 
efood（BDHQ15y、3y は efood2） 食品摂取量（推定申告誤差調整済み摂取量） 
pfood（BDHQ15y、3y は pfood2） 食品摂取量（密度法による摂取量） 
f_nutr1、f_nutr2、f_nutr3 主要栄養素の食品群別摂取量 

 
 エネルギー摂取量と栄養素摂取量との間には、強い正の相関が認められる。このた

め、エネルギー摂取量の過小・過大申告による影響を可能な限り小さくした上で栄

養素摂取量を評価することが望まれる。そのための計算方法が幾つか知られてお

り、これらはまとめてエネルギー調整と呼ばれている。その一つとして、密度法が

知られている。密度法では、エネルギー産生栄養素については、当該栄養素由来の

エネルギーが総エネルギー摂取量に占める割合（％ エネルギー）として表現され

る。エネルギーを産生しない栄養素については、一定のエネルギー（例えば、

1,000kcal）を摂取した場合に摂取した栄養素量（重量）で表現する。後者に推定

エネルギー必要量を乗じれば、推定エネルギー必要量を摂取したと仮定した場合に

おける当該栄養素の摂取量（重量/日）が得られる。出所：日本人の食事摂取基準

（2020 年版）「日本人の食事摂取基準」策定検討会報告書ｐ27 

 まずは、栄養素摂取量や食品摂取量など、粗摂取量の平均がどの程度か、市町村間

で平均に差があるのか、性・年代間で差があるのかを確認する。ここで市町村間や

性・年代別間で差がある場合、推定申告誤差調整済み摂取量や密度法による摂取量

においても差がある可能性があるため、それぞれのシートの結果についても差があ

るかどうかを確認する。 

 粗摂取量の平均に有意差がない場合でも、推定申告誤差調整済み摂取量や密度法に

よる摂取量では有意差がある可能性があり、しかもより高い精度で有意差がある可

能性があるため、それぞれのシートの結果について後述する t 検定により差を確認

することが望ましい。BDHQ 調査による栄養データの種類は下表に示す種類があ

る。 
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 集計結果の分析・有意差検定における重要点 

 調査対象者全体の回答結果について、各設問の選択肢間の構成比の大小関係をみる

（回答者はどの選択肢に最も多く回答したか）。このとき、前回調査と同じ調査を

行った場合、前回調査結果の傾向から「変化があったか（なかったか）」という有

意差（偶然のバラつきで生じたとは考えにくい差）については、前回調査結果と有

意差検定を行い、前回調査結果からの回答率の変化に有意差があるのかを確認す

る。 

 調査対象者全体の回答結果では見えてこない傾向も、性別、年代別、性・年代別、

職業別などとのクロス集計結果によって、有意な傾向があるか（ないか）を把握す

ることができるため、調査設計時に設定したデモグラフィックや検証したい仮説に

必要な項目をキーとしてクロス集計を行い、その結果が全体結果に近似しているか

（していないか）、性別や年代間で有意差があるのか（ないのか）を分析する。 

 有意差検定とは、同じ調査を、同じ方法で昨年と今年で２回実施したとして、「昨

年と今年の調査結果には差がないにもかかわらず、誤差や偶然によってたまたま差

が生じる確率（ｐ値）」を求め、その確率が 0.05（5％）未満であれば偶然性が低

い＝昨年と今年の調査結果は同じではない＝昨年と今年の調査結果には差があると

解釈するものである。 

 調査設計時点で、想定される仮説をいくつか検討しておき、その仮説検証に必要な

項目（変数）を調査項目として採用し、傾向分析を行う。傾向分析を行うことで、

検証したい仮説とは逆の結果が検証されたり、性別、年代別、職業別に有意差検定

をしたりすると、仮説として想定していなかった傾向や有意差が認められるなど、

新たな発見につながる場合がある。 

 クロス集計によって得られる結果を解釈する場合に注意しなければならないことと

して、「交絡因子」の存在がある。「交絡」とは、「統計モデルの中の従属変数と独

立変数の両方に相関する外部変数が存在すること」であり、そのような外部変数を

「交絡因子」という。例えば、「栄養成分表示の活用度」を「喫煙歴」でクロス集

計しようとすると、この２つの変数には「性別」による相関（女性の方が栄養成分

表示の活用度は高く、男性の方が喫煙率は高い）が介在することが示唆されてい

る。そのため、性別を気にせずにクロス集計を行い、喫煙歴によって栄養成分表示

の活用度に有意差があるという結果が出たとしても、その結果は正しいと言えない

可能性がある。このような場合、あらかじめ喫煙歴を男女で分けておき、栄養成分

表示の活用度とクロス集計することで「交絡」を回避することが可能となる。保

健・衛生分野の分析では、特に「性・年代は必ず迂回路になりうる」と考えて、注

意が必要である。その際、性別で結果が異なる場合は性別を分けて分析する、年代

を分けて分析する場合は各年代でサンプルサイズを同数にするなどの注意が必要で

ある。 

 集計・分析業務を調査会社へ外部委託が可能な場合は、外部リソースを活用するこ

とで、精度の高い分析と自身の業務負担を軽くすることができる。 
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 介入事後の調査・分析・評価方法における重要点 

 初回の調査結果に基づき、何らかの介入を行った後に、その検証として実施する調

査は、原則として「同じ時期」「同じ調査対象者」「同じ調査方法」「同じ調査項

目」を設定して実施する、いわゆる「追跡調査」が望ましい。 

 ただし、調査対象者の回答負担や実施側の時間的・労力的・コスト的な問題等から

「追跡調査」の実施が難しい場合、「同じ時期」「異なる調査対象者（調査対象者の

抽出条件は初回調査と同じにする）」「同じ調査方法」「同じ調査項目」で実施する

ことが望ましい。 

 平成 29 年度調査では、層化二段無作為抽出法で調査対象者を抽出しており、層化

の 1 段目を小学校区とした。追跡調査において同様の抽出を行う場合、本来であれ

ば同一の小学校区から抽出することが望ましいが、初回の調査で調査対象の代表性

に影響のある小学校区から抽出している場合、代表性の観点から初回調査とは異な

る小学校区から抽出することも可能である。 

 追跡調査の視点が「個々の調査対象者の変化」なのか、「地域（例えば沖縄県全体

など）全体の変化」なのかを調査実施前に関係者で協議しすることが望ましい。 

 上記のような「何らかの追跡調査」が実施できた場合、初回調査結果と追跡調査結

果で有意差検定を行い、介入によってどのような変化があった（なかった）か、を

分析する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 

101 
 

第７章  参考 

１． 参考資料 

ここでは、市町村担当者が調査・集計・分析を行ううえで参考となる文献等のうち、

代表的なものを抜粋して記載した。 

 

 わかりやすいＥＢＮと栄養疫学 佐々木敏 著（同文書院） 

 食事摂取基準入門－そのこころを読む 佐々木敏 著（同文書院） 

 佐々木敏の栄養データはこう読む！ 佐々木敏 著（女子栄養大学出版部） 

 佐々木敏の栄養学のすすめ 佐々木敏 著（女子栄養大学出版部） 

 佐々木式食習慣アセスメント支援のためのサイト：http://ebnjapan.org/ 

 統計学が最強の学問である 西内啓 著（ダイヤモンド社） 

 統計学が最強の学問である（実践編） 西内啓 著（ダイヤモンド社） 

 論文データベース：Pubmed（医療） https://pmc.carenet.com/# 

 アンケート調査の進め方 〈第 2 版〉酒井隆 著 (日経文庫) 

 図解 アンケート調査と統計解析がわかる本[新版]  酒井隆 著 (日本能率

協会マネジメントセンター) 

 統計学の図鑑 涌井良幸・涌井貞美 著（技術評論社） 
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２． 調査に使用した調査票（生活習慣調査） 
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３． 調査に使用した調査票（BDHQ 調査） 
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４． 生活習慣調査票及び BDHQ 調査のデータ構造 

 生活習慣調査票のデータ構造 

次ページ以降に示す表は、生活習慣調査票の設問と分析データの配列の対応、設問

における選択肢名称と分析データに格納するデータの対応を示したものである。 

分析データはマイクロソフト社のエクセルで編集が可能なファイル形式になってお

り、例えば、分析データのＡ列には「連番」という変数名（設問）で１～ｎまでの連

番が格納されているということを意味する。また、Ｃ列には「市町村名」が格納され

ており、格納されているデータの番号から「１＝豊見城市」「２＝浦添市」などを意味

する。同様に、Ｄ列には「問１：性別」のデータが格納されており、「１＝男性」「２

＝女性」を意味する。 

なお、複数回答を許容する設問については、ＡＥ列からＡＬ列までのように１つの

設問で設定された選択肢の数だけ列を確保し、選択肢１つに対して回答があれば「１」

なければ「０」のデータを格納している。 

 
 生活習慣調査票のデータ構造（抜粋） 

 
  

列 調査種別 設問

A 連番 連番 1~ｎまでの連番

B 生活習慣 ID番号 1~ｎまでの対象者と特定するユニークな番号

C 生活習慣 市町村名 1 豊見城市

2 浦添市

3 宮古島市

4 那覇市

5 名護市

6 石垣市

7 沖縄市

8 北大東村

9 うるま市

D 生活習慣 問1：性別 1 男性

2 女性

E 生活習慣 問2：年齢 数値（回答ベース）※使用しない

F 生活習慣 年齢（真） 数値（生年月日から補正したデータ）

G 生活習慣 性・年代 1 男性若年層

カテゴリ・単位

2 いいえ

AE 生活習慣 問20-1：ストレス解消法 1 趣味

AF 生活習慣 問20-2：ストレス解消法 1 運動

AG 生活習慣 問20-3：ストレス解消法 1 食事

AH 生活習慣 問20-4：ストレス解消法 1 飲酒

AI 生活習慣 問20-5：ストレス解消法 1 人と会う

AJ 生活習慣 問20-6：ストレス解消法 1 睡眠

AK 生活習慣 問20-7：ストレス解消法 1 その他

AL 生活習慣 問20-2：ストレスの相談相手の有無 1 いる

2 いない
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 生活習慣調査票のデータ構造（1/3） 
 
 
 
  

列 調査種別 設問

A 連番 連番 1~ｎまでの連番

B 生活習慣 ID番号 1~ｎまでの対象者と特定するユニークな番号

C 生活習慣 市町村名 1 豊見城市

2 浦添市

3 宮古島市

4 那覇市

5 名護市

6 石垣市

7 沖縄市

8 北大東村

9 うるま市

D 生活習慣 問1：性別 1 男性

2 女性

E 生活習慣 問2：年齢 数値（回答ベース）※使用しない

F 生活習慣 年齢（真） 数値（生年月日から補正したデータ）

G 生活習慣 性・年代 1 男性若年層

2 男性壮年層

3 男性高年層

4 女性若年層

5 女性壮年層

6 女性高年層

H 生活習慣 問3-1（20歳未満の同居家族数） 数値

I 生活習慣 問3-2（20～39歳の同居家族数） 数値

J 生活習慣 問3-3（40～64歳の同居家族数） 数値

K 生活習慣 問3-4（65～74歳の同居家族数） 数値

L 生活習慣 問3-5（75歳以上の同居家族数） 数値

M 生活習慣 問3-6合計（1～5の合計） 数値

N 生活習慣 問4：世帯年収 1 100万円未満

2 100～299万円未満

3 300～499万円未満

4 500～699万円未満

5 700～999万円未満

6 1000万円以上

O 生活習慣 問5：職業 1 会社員

2 公務員

3 パート・アルバイト

4 自営業

5 主婦・家事専業

6 学生

7 無職

P 生活習慣 問6：業務内容 1 座っていることが多い

2 立ったり、身体を動かしていることが多い

3 どちらともいえない

Q 生活習慣 問7：学歴 1 中学卒

2 高校卒

3 高等専門学校卒

4 短大・専門学校卒

5 大学卒以上

6 答えられない

R 生活習慣 問8：健康状態 1 よい

2 まあよい

3 ふつう

4 あまりよくない

5 よくない

S 生活習慣 問9：朝食摂取状況 1 ほとんど毎日食べる

2 週４～５日食べる

3 週２～３日食べる

4 ほとんど食べない

T 生活習慣 問10：就寝2時間前に夕食を取ることが週3回以上あるか 1 はい

2 いいえ

U 生活習慣 問11：夕食後に間食することが週3回以上あるか 1 はい

2 いいえ

カテゴリ・単位
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図表 61. 生活習慣調査票のデータ構造（2/3） 

 
 
 
 
  

列 調査種別 設問

V 生活習慣 問12：外食・中食の頻度 1 毎日

2 週４～６回

3 週２～３回

4 週１回

5 週１回未満

W 生活習慣 問13：バランスよい食事を食べる頻度 1 毎日

2 週４～６回

3 週２～３回

4 週１回

5 週１回未満

X 生活習慣 問14：外食先等での栄養成分表示の活用度合い 1 いつもしている

2 時々する

3 あまりしない

4 まったくしない

Y 生活習慣 問15：自分の体型評価 1 太っている

2 太り気味

3 ちょうどよい

4 やせ気味

5 やせている

Z 生活習慣 問16：体重計の所有・活用度 1 持っていて使用している

2 持っているが使用していない

3 持っていない

AA 生活習慣 問17：定期的な運動の実施 1 はい

2 いいえ

AB 生活習慣 問18ｄ：同年代と比べた歩行速度 1 かなり速い

2 やや速い

3 ふつう

4 やや遅い

5 かなり遅い

6 答えられない

AC 生活習慣 問19：歩数計の所有・活用度 1 持っていて使用している

2 持っているが使用していない

3 持っていない

AD 生活習慣 問20：ストレスの有無 1 はい

2 いいえ

AE 生活習慣 問20-1：ストレス解消法 1 趣味

AF 生活習慣 問20-2：ストレス解消法 1 運動

AG 生活習慣 問20-3：ストレス解消法 1 食事

AH 生活習慣 問20-4：ストレス解消法 1 飲酒

AI 生活習慣 問20-5：ストレス解消法 1 人と会う

AJ 生活習慣 問20-6：ストレス解消法 1 睡眠

AK 生活習慣 問20-7：ストレス解消法 1 その他

AL 生活習慣 問20-2：ストレスの相談相手の有無 1 いる

2 いない

AM 生活習慣 問21：休養の度合い 1 充分にとれている

2 まあまあとれている

3 不足がち

4 不足

AN 生活習慣 問22_1：休養の方法 1 睡眠

AO 生活習慣 問22_2：休養の方法 2 運動

AP 生活習慣 問22_3：休養の方法 3 趣味

AQ 生活習慣 問22_4：休養の方法 4 地域活動やボランティア活動

AR 生活習慣 問22_5：休養の方法 5 その他

AS 生活習慣 問23-ア：地縁的な活動への参加 1 はい

2 いいえ

AT 生活習慣 問23-イ：ボランティア活動への参加 1 はい

2 いいえ

AU 生活習慣 問23-ウ：スポーツ等への参加 1 はい

2 いいえ

AV 生活習慣 問24：喫煙状況 1 吸う

2 以前は吸っていたが、今は吸っていない

3 吸わない

カテゴリ・単位



 

113 
 

図表 61. 生活習慣調査票のデータ構造（3/3） 

 
 
 
 
 
 
 
  

列 調査種別 設問

AW 生活習慣 問24-1：喫煙年数 数値

AX 生活習慣 問24-2：1日の喫煙本数 数値

AY 生活習慣 問24-3：禁煙意向 1 強く思う

2 思う

3 思わない

AZ 生活習慣 問25：歯磨きの頻度 1 １日３回以上

2 １日２回

3 １日１回

4 １日１回未満

5 週に１回未満

BA 生活習慣 問26：デンタルフロスの使用頻度 1 毎日使う

2 ときどき使う

3 使わない

BB 生活習慣 問27：過去1年間の口腔ケアの頻度 1 半年に１回以上

2 １年に１回以上

3 受けていない

BC 生活習慣 問28：歯の本数 数値

BD 生活習慣 問29：咀嚼状況 1 何でもかんで食べることができる

2 かみにくいことがある

3 ほとんどかめない

BE 生活習慣 問30：過去1年間の健診受診状況 1 ある

2 ない

BF 生活習慣 問31-ア_1：健診で指摘された疾病 1 糖尿病

BG 生活習慣 問31-ア_2：健診で指摘された疾病 1 肥満症

BH 生活習慣 問31-ア_3：健診で指摘された疾病 1 高血圧症

BI 生活習慣 問31-ア_4：健診で指摘された疾病 1 高ＬＤＬコレステロール血症

BJ 生活習慣 問31-ア_5：健診で指摘された疾病 1 低HDLコレステロール血症

BK 生活習慣 問31-ア_6：健診で指摘された疾病 1 高中性脂肪血症

BL 生活習慣 問31-ア_7：健診で指摘された疾病 1 脳卒中

BM 生活習慣 問31-ア_8：健診で指摘された疾病 1 心疾患

BN 生活習慣 問31-ア_9：健診で指摘された疾病 1 通風・高尿酸血症

BO 生活習慣 問31-ア_10：健診で指摘された疾病 1 慢性の腎不全

BP 生活習慣 問31-ア_11：健診で指摘された疾病 1 悪性新生物

BQ 生活習慣 問31-ア_12：健診で指摘された疾病 1 その他

BR 生活習慣 問31-ア_13：健診で指摘された疾病 1 指摘・治療なし

BS 生活習慣 問31-イ_1：治療中の疾病 1 糖尿病

BT 生活習慣 問31-イ_2：治療中の疾病 1 肥満症

BU 生活習慣 問31-イ_3：治療中の疾病 1 高血圧症

BV 生活習慣 問31-イ_4：治療中の疾病 1 高ＬＤＬコレステロール血症

BW 生活習慣 問31-イ_5：治療中の疾病 1 低HDLコレステロール血症

BX 生活習慣 問31-イ_6：治療中の疾病 1 高中性脂肪血症

BY 生活習慣 問31-イ_7：治療中の疾病 1 脳卒中

BZ 生活習慣 問31-イ_8：治療中の疾病 1 心疾患

CA 生活習慣 問31-イ_9：治療中の疾病 1 通風・高尿酸血症

CB 生活習慣 問31-イ_10：治療中の疾病 1 慢性の腎不全

CC 生活習慣 問31-イ_11：治療中の疾病 1 悪性新生物

CD 生活習慣 問31-イ_12：治療中の疾病 1 その他

CE 生活習慣 問31-イ_13：治療中の疾病 1 指摘・治療なし

CF 生活習慣 問32：過去1年間のがん検診の受診状況 1 ある

2 ない

CG 生活習慣 問32_1：受診したがん検診 1 胃がん検診

CH 生活習慣 問32_2：受診したがん検診 1 肺がん検診

CI 生活習慣 問32_3：受診したがん検診 1 大腸がん検診

CJ 生活習慣 問32_4：受診したがん検診 1 子宮がん（子宮頸がん）検診

CK 生活習慣 問32_5：受診したがん検診 1 乳がん検診

CL 生活習慣 問33：適正飲酒量の認知度 1 ある

2 ない

CM 空白列

CN bmi bmi 数値（身長×身長÷体重）

CO bmi BMI定性 1 やせ（BMI<18）

2 標準（BMI>=18、BMI<25）

3 肥満（BMI<=25）

カテゴリ・単位
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 BDHQ 調査票のデータ構造 

BDHQ 調査票と分析データの対応・構造は下表のとおり。 

 

 BDHQ 調査票のデータ構造 

 
 
  

調査種別 設問

nutr nutrシートの各データ：CQ列～HM列に格納 ｐ63以降に示す「BDHQデータファイルの内容」を参照

enutr enutrシートの各データ：HO列～MJ列に格納 ｐ63以降に示す「BDHQデータファイルの内容」を参照

pnutri pnutrシートの各データ：ML列～RE列に格納 ｐ63以降に示す「BDHQデータファイルの内容」を参照

food foodシートの各データ：RG列～TX列に格納 ｐ63以降に示す「BDHQデータファイルの内容」を参照

efood efoodシートの各データ：配布用での提供なし ｐ63以降に示す「BDHQデータファイルの内容」を参照

pfood pfoodシートの各データ：TZ列～WQ列に格納 ｐ63以降に示す「BDHQデータファイルの内容」を参照

f_nutr1 f_nutr1シートの各データ：WS列～AFX列に格納 ｐ63以降に示す「BDHQデータファイルの内容」を参照

f_nutr2 f_nutr2シートの各データ：AFZ列～APE列に格納 ｐ63以降に示す「BDHQデータファイルの内容」を参照

f_nutr3 f_nutr3シートの各データ：APG列～AQY列に格納 ｐ63以降に示す「BDHQデータファイルの内容」を参照

bdhq1_1dat bdhq1_1datシートの各データ：ARA列～AUR列に格納 ｐ63以降に示す「BDHQデータファイルの内容」を参照

カテゴリ・単位
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５． 演習問題と解答 

では、第 6 章までで説明した集計・分析・評価方法を用いて、３つの演習問題を解

いてみよう。 

 アルコール摂取量と喫煙量の関連性 

１つ目の演習問題は「喫煙者の喫煙量とアルコール摂取量にはどのような関連性が

あるか」についてである。 

 
【仮説】 

喫煙者で喫煙量が多い人はアルコール摂取量も多い。 

 
【分析・評価ステップ】 

・1 日の喫煙本数の回答データ×喫煙年数の回答データで「喫煙指数」を算出 

・算出した喫煙指数を「400 未満」「400 以上 700 未満」「700 以上」に区分 

・区分した喫煙指数のデータとアルコール摂取量のデータを準備 

・エクセルで「ｔ検定：等分散を仮定した 2 標本による検定」を実施 

 
【解答】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

t-検定: 等分散を仮定した２標本による検定

喫煙指数400未満 喫煙指数700未満

アルコール摂取量の平均値 アルコール繊維摂取量の平均値

平均 23.80242944 22.09993781
分散 938.8450431 898.619212
観測数 483 234
プールされた分散 925.7364855
仮説平均との差異 0
自由度 715
t 0.702527312
P(T<=t) 片側 0.241289512
t 境界値 片側 1.646987553
P(T<=t) 両側 0.482579024
t 境界値 両側 1.963287374

p>0.05のため喫煙指数400未満の層と喫煙指数400以上700未満の層のアルコール摂取量の平均値には差がない。

t-検定 : 等分散を仮定した２標本による検定

喫煙指数400未満 喫煙指数700以上

アルコール摂取量の平均値 アルコール繊維摂取量の平均値

平均 23.80242944 26.54339557
分散 938.8450431 924.6569142
観測数 483 195
プールされた分散 934.7733019
仮説平均との差異 0
自由度 676
t -1.056638773
P(T<=t) 片側 0.145526967
t 境界値 片側 1.647110834
P(T<=t) 両側 0.291053935
t 境界値 両側 1.963479446

p>0.05のため喫煙指数400未満の層と喫煙指数700以上の層のアルコール摂取量の平均値には差がない。
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喫煙者の喫煙量の多寡とアルコール摂取量には関連性はない。 

  

t-検定: 等分散を仮定した２標本による検定

喫煙指数700未満 喫煙指数700以上

アルコール繊維摂取量の平均値 アルコール繊維摂取量の平均値

平均 22.09993781 26.54339557
分散 898.619212 924.6569142
観測数 234 195
プールされた分散 910.4489877
仮説平均との差異 0
自由度 427
t -1.518762397
P(T<=t) 片側 0.064781178
t 境界値  片側 1.648429975
P(T<=t) 両側 0.129562356
t 境界値  両側 1.965535168

p>0.05のため喫煙指数400以上700未満の層と喫煙指数700以上の層のアルコール摂取量の平均値には差がない。
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 浦添市民と石垣市民の食物繊維摂取量の比較 

２つ目の演習問題は「浦添市民と石垣市民の食物繊維摂取量の平均値に違いがある

か」についてである。 

 
【仮説】 

浦添市民と石垣市民の食物繊維摂取量は同じである。 

 
【分析・評価ステップ】 

・浦添市と石垣市の食物繊維摂取量（nutr シート）のデータを分けて複数列に表示 

・両市の平均値を算出 

・エクセルで「ｔ検定：等分散を仮定した 2 標本による検定」を実施 

 
【解答】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浦添市民と石垣市民の食物繊維の摂取量には差がない（同じである）。 

 
  

t-検定: 等分散を仮定した２標本による検定

浦添市総食物繊維 石垣市総食物繊維
平均 10.81298989 10.89292146
分散 23.58162493 25.34521841
観測数 604 600
プールされた分散 24.46048724
仮説平均との差異 0
自由度 1202
t -0.280392652
P(T<=t) 片側 0.389612262
t 境界値 片側 1.646122305
P(T<=t) 両側 0.779224523
t 境界値 両側 1.961939543

p>0.05のため浦添市と石垣市の総食物繊維摂取量の平均値には差がない。
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 浦添市民と石垣市民の肥満度の比較 

３つ目の演習問題は「浦添市民と石垣市民の肥満度に違いがあるか」についてであ

る。 

 
【仮説】 

浦添市民と石垣市民の肥満者（BMI が 25 以上）の割合は同じである。 

 
【分析・評価ステップ】 

・浦添市と石垣市の BMI のデータを分けて複数列に表示 

・両市の BMI が 25 以上のデータを集計し、その構成比を算出 

・２群の比率の差の検定シートで有意性検定を実施 

 
【解答】 

 
 
 
  

【両市の肥満者（BMI25以上）割合の比較】
肥満者 【２群の差の検定】

浦添市 179
n=604 29.6 サンプルサイズ 604 ※ 代入
石垣市 219 度数 179 ※ 代入
n=600 36.5

上段実数、下段％ サンプルサイズ 600 ※ 代入
度数 219 ※ 代入

2.4703
0.0135

p<0.05のため石垣市の肥満者の割合は浦添市の肥満者の割合よりも有意に高い。

１番目の群
（浦添市）

２番目の群
（石垣市）

ｚ値（連続性補正）
ｐ値
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６． 用語集 

 
 
  

№ 用語 解説ページ

1 24時間食事思い出し法 17 17

2 Ｗｅｂ調査 9 9

3 オーバーコード 39 39

4 回帰分析 86 90 90

5 会場調査 9 9

6 街頭・来場者自記式調査 9 9

7 街頭・来場者面接調査 9 9

8 回答者募集式調査 9 9

9 外部比較 1 5 1

10 陰膳法 17 17

11 規則依存型 76 76

12 喫煙指数 77 115 77

13 交絡因子 60 99 60

14 個人情報保護に関するマネジメントシステム 34 34

15 サイコグラフィック 8 8

16 最小二乗法 90 90

17 サンプルサイズ 11 13 14 15 39 50 59 60 76 77 11

18 悉皆調査 78 78

19 四分位 49 50 55 56 77 49

20 自由回答 8 8

21 主問 39 55 57 39

22 食事記録法 17 73 86 17

23 食物摂取頻度法 17 17

24 シングルアンサー(SA) 35 38 47 48 51 55 35

25 信頼度99% 13 13

26 制限選択式 9 9

27 生体指標 17 17

28 説明変数 90 90

29 全体集計（ＧＴ；グランドトータル） 22 47 49 50 53 55 22

30 層化二段無作為抽出法 23 24 100 23

ページ
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№ 用語 解説ページ

31 他項目選択式 8 9

32 追跡調査 100 100

33 デモグラフィック属性 8 8

34 電話調査 9 9

35 内部比較 1 5 1

36 二項選択式 8 8

37 配列数式（CSE数式） 56 56

38 ＢＭＩ 41 45 76 77 118 76

39 ｐ値 59 80 84 99 59

40 BDHQ調査票 7 18 21 23 24 33 41 97 114 7

41 標準偏差 49 50 55 56 78 79 80 49

42 標本誤差 11 13 14 15 32 50 94 96 13

43 標本調査 13 13

44 ＦＡＸ調査 9 9

45 副問 39 55 57 39

46 プライバシーマーク 34 34

47 振替調査 32 96 32

48 ベリファイ入力 38 97 38

49 訪問留置調査 9 9

50 訪問面接調査 9 9

51 マルチプルアンサー(MA) 35 36 37 38 48 49 51 54 35

52 無制限選択式 9 9

53 目的変数 90 90

54 有意差検定 59 60 80 84 85 99 100 80

55 郵送調査 9 9

56 連続変数 76 80 81 76

57 論理矛盾 39 40 51 97 39

ページ
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